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プロローグ









　病院は、嫌きらいだ──

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの白い床ゆかをぼんやりとながめながら、市いち之の瀬せ達たつ哉やは独りごちた。

　深夜の手術待合室は、ひどく閑かん散さんとしている。達哉の他ほかにいるのはわずか二人、携けい帯たい電話で本社と連れん絡らくを取っているアデリーナ・ケレンスカヤと、長なが椅い子すの上で膝ひざを抱かかえてうずくまるクララ・マオだけだった。

「神様……」

　顔を上げないまま、かすれた声でクララが言った。

「もう二度と家出なんてしません。ママの言うことなら何でも聞きます。ブロッコリーだって喜んで食べるし、注射から逃にげたりもしません。ライフルだって、もう二度と触さわったりしません。だから、だから──」

　いつもの小生意気な言葉づかいや、横おう柄へいな態度はすっかり消え去っている。無理もない、目の前の手術室では、彼女の母親であるメリッサ・マオが生死の境をさまよっているのだから。

　そんな小さく、弱々しく、まだ幼い少女の姿──

「だからお願いです神様、ママを……ママを助けてください」

　それが達哉には、四年前の自分や妹と重なって見えた。

　母の志し保ほを喪うしなったあの日。まだ小学生だった妹の由ゆ加か里りが泣きじゃくるのを懸けん命めいになだめながら、達哉自身もぼろぼろとこぼれる涙なみだを止められなかった。

「くそっ」

　やりきれなくなった達哉は、右手で顔を覆おおってうめく。

『非常に危険な状態です』

　先ほど医師から告げられた説明が、耳に甦よみがえった。

『胸部の損傷が激しい。幸いにも心臓は無事でしたが、肺挫ざ傷しようによる呼吸不全、および胸きよう腔こう内に溜たまった血液が心臓を圧あつ迫ぱくして心不全を引き起こしています』

『腹ふつ腔こう内でも、肝かん臓ぞう、脾ひ臓ぞう、小腸といった臓器に損傷が見られます。また、骨こつ盤ばん骨折に伴ともなう大量の出血が──』

『循じゆん環かん血液量減少によるショック──』

『脳挫傷に伴う急性の脳内血けつ腫しゆ──』

『全身の骨折──創傷──火傷やけど──』

　何度も何度も同じ言葉が、脳内でリフレインされる。

　と、待合室のドアがかすかに軋きしみながら開く。中年の白人男性が、警護の警官と一言二言交かわしながら入ってきた。

「失礼、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの関係者ですね」

　背は低いが、がっしりした体つきの男だった。よれよれのハーフコートを着ており、左手で開いた手帳入れから、金色のバッジとＩＤがのぞいている。

「……警察？」

「ロサンゼルス市警ＬＡＰＤ警備部の、トマス・マクファーレン警部補です。ミズ・マオの事件で話をうかがいたいのですが、よろしいですか？」

「ええ、まあ……どうぞ」

　アデリーナがうなずくのを視界の端はしで確かく認にんし、達哉はそううながす。

「では、失礼」

　マクファーレン警部補は達哉の隣となりに腰こしを下ろすと、禁きん煙えん用の電子タバコを取り出した。そこでアデリーナが口を開く。

「捜そう査さ状じよう況きようは？」

「ようやく現場検証が一段落したところですな。被ひ害がい者は民間軍事会社ＰＭＣＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメリッサ・マオ社長と、同社ＡＳアーム・スレイブ教導課のダグラス・バクスター班長──」

　警部補の言葉に、達哉は唇を噛かみしめた。達哉とアデリーナにとってマオは社長だし、バクスターは直接の上司だ。それがテロの被害に遭あい、瀕ひん死しの重傷を負わされたのだ。

（……どこのどいつだ！　こんなふざけた真ま似ねをしやがったのは!!）

　改めて湧わき上がってきた憤いきどおりが、達哉の胸を焦こがす。

「手口自体はシンプルなものです。犯人は木箱に詰つめたＴＮＴ爆ばく薬やくを、地下下水道に仕し掛かけていたようですな。マンホールに振しん動どう感知装置をつけ、ターゲットの車が近づいたところで遠えん隔かく装置のスイッチを入れる。何も知らないターゲットがマンホールを通過したところで──ボン」

　握にぎった手を広げるマクファーレン刑けい事じの仕草に、クララはうつむいたまま肩かたを震ふるわせた。

「確かに単純だが、手て堅がたい手口だ。犯人はプロだな」

「問題は、これが無差別テロではないということです。あきらかに標的として、ミズ・マオを狙ねらっている」

「それは──」

　思わず達哉は口ごもった。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は民間軍事会社だ。様々な軍事訓練プログラムの提供が主な業務であり、実戦には参加しない──というのが建前とはいえ、今までもテロに巻きこまれたこともあれば、色々と危ない橋を渡わたったこともある。

　特に先日のマランパ共和国では、アメリカ政府の情報機関によるクーデター工作に加わり、しかも失敗に終わっている。

（ひょっとして、そういったあれこれの口くち封ふうじ？）

　その可能性に思い至り、達哉はぞっとした。マランパでその一いつ端たんに触ふれ、垣かい間ま見みることになった、政治権力パワーという強大で圧あつ倒とう的な存在。その矛ほこ先さきがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に向けられたのだろうか。

「何か心当たりでも？」

「ああ、いや、その……」

　刑事の問いに、達哉は戸と惑まどう。

　事件解決の助けになるのなら、自分の知る全すべての情報を提供するべきだと思う。その一方で、とても表おもて沙ざ汰たにできない話がいくつもあることも事実だ。

（どこまで話す？　話せばいい？）

「…………」

　正直、一いつ介かいのＡＳオペレータである達哉には判断がつかない。アデリーナも同様なのか、ごく僅わずかだが困こん惑わくの表情を見せている。

　その葛かつ藤とうに助け船を出したのは、若い男性の声だった。

「その話は、こちらでうかがいましょう」

「ベルさん」

　ほっとする達哉。声の主は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．戦術分ぶん析せき課の分析官アナリスト、ベルナール・ベルトランだった。

「我が社の社長が狙われたのですし、我々も捜そう査さには全面的に協力します。とはいえ依い頼らい人への守秘義務や、場合によっては政府の機密事じ項こうに触れることもありますので、現時点では何もかも白日の下もとに、とは言いかねますが」

「分かりました。少し場所を変えましょう」

　立ち上がったマクファーレン刑事に、ベルトランはうなずく。そして、小声で達哉たちに言った。

「ダグには私がついておきます。二人は、社長とクララを頼たのみますよ」

「分かりました」

「了りよう解かいした」

　達哉とアデリーナはそう答える。クララは、何も言わなかった。




　時間は、ひどく遅ち々ちと流れていった。

　廊下に面した窓から見える手術室の扉とびらには、何の変化も現れない。達哉たちはまんじりともせず夜を過ごす。

（一体、誰だれが社長を？）

　怒いかりや不安、戸惑いなど、様々な気持ちがない交ぜになり、じりじりと腹の奥でくすぶり続けている。

　達哉の脳のう裏りに浮うかんだのは、いくつかの顔だった。日本人形を思わせる黒くろ髪かみの少女と、彼女によく似た顔立ちの少年、そしてどこか眠ねむたげな目をした壮そう年ねんの白人男性──

（菊きく乃の、旭あきら、ミハイロフ、お前らなのか？）

　何度も命がけで戦ったテロリストの一味。ここまでのことをする『敵』と言えば、まず彼らが思い浮かぶ。

　何らかの報復なのか。それとも別の思おも惑わくがあるのか。いやそれ以前に、本当にミハイロフたちの犯行なのか。

　答えが出ないまま、思考だけが出口のない螺ら旋せんを描えがく。アデリーナも同じなのか、無言のまま険しい表情で宙を見つめている。

　東の空が白んできた。

　手術室の扉が開き、一人の看護師が出てきた。

（終わったのか？）

　だが看護師はそのまま廊下を通り過ぎ、そのまま戻もどってこなかった。

　再び閉とざされた手術室の扉は、沈ちん黙もくを守り続ける。舌打ちした達哉は、苛いら立だたしげな仕草で長椅子に腰を下ろした。

　アデリーナの非難するような目線にも気づいていない。

　そして時計の針が正午を示した時、唐とう突とつに手術室のランプが消えた。

「ようやく……か？」

　手術室の扉が開き、手術着を脱ぬいだ医師や看護師たちが姿を現す。一二時間にもおよぶ執しつ刀とうのためか、相当に疲ひ弊へいしているようだ。

　と、その一人──初老の黒人男性が、待合室の扉を開く。

「主治医のアーノルド・トムソンです。ミズ・マオのご家族ですね」

　患かん者じやの家族へ少しでも早く手術の結果を告げたかったのだろう、トムソン医師だけはまだ青い手術着姿のままだ。その言葉に、達哉たちは弾はじかれたように立ち上がる。

「そ、そうですドクター!!　ママは、ママは一体──」

　クララの声は、狂くるおしいまでの期待と不安に揺ゆれている。

「手術は成功しました。ですが患者は、まだ危険な状態です」

　答える医師の声も表情も、ひどく厳しいものだった。




　全身を包帯に包まれたほっそりした体が、白い清潔なベッドに横たわっている。

「ミズ・マオです」

　集中治療室ＩＣＵの窓まど越ごしに見える光景。看護師の言葉がなければ、クララにもその人物がマオだとは分からなかっただろう。

　人工呼吸のための気管内チューブをはじめ、無数のチューブやコードが微び動どうだにしないマオの体を這はい回り、得体の知れない医い療りよう機器へと繋つながれている。

「ママ……」

　クララはＩＣＵの窓に顔を押しつけ、涙のにじんだ目で変わり果てた母の姿をじっと見ている。

「血管結けつ紮さつや損傷した臓器の切除により、止血は成功しました。輸血・輸液により、ショック状態からは離り脱だつしつつあります」

　長時間の手術直後にもかかわらず、トムソン医師の声は非常に明快で、かつしっかりしていた。

「脳内血けつ腫しゆの除去や、外傷・火傷やけどの処置も終わりました。脈みやく拍はく数、血圧、呼吸といったバイタルサインも、快方に向かっています。ですが、まだ予断は許しません。後は、患者の回復力次し第だいです」

「…………」

　トムソン医師の厳しい言葉に、達哉とアデリーナは押し黙だまった。と、そこでまだ若い看護師が口を挟はさむ。

「あちらのお嬢じようさんの他ほかに、患者のご家族はおられますか？」

「一人いると言えばいますが、どうも連れん絡らくがとれなくて──」

　達哉がそう答えた時、激しい足音と共に人ひと影かげが飛びこんできた。

「ここか、クララ!?」

　三〇過ぎの白人男性だ。金きん髪ぱつと服装は乱れっぱなしで、端たん正せいな顔は焦しよう燥そうに歪ゆがみ、青ざめている。

「パパ！」

　クララはそう叫さけぶなり、男の──父であるクルツ・ウェーバーの胸に飛びこんだ。今までこらえにこらえていた涙なみだが黒い目からあふれ、真っ白な頬ほおを滑すべり落ちる。

　クルツもそんな愛まな娘むすめを抱だきしめ、優やさしく背中をさする。

「パパぁ……ママが、ママが──」

「分かっている。すまないな、パパがいなかったばかりに」

　そんな親子の触れ合いを、達哉とアデリーナは無言で見守る。と、クルツが二人を見やった。

「リーナにタツヤ、お前らはもう先に帰ってろ」

「え、でも──」

「いいから、二人ともひどい顔になってるぞ」

　クルツの言葉に、達哉とアデリーナは顔を見合わせる。言われてみれば確かに二人とも、心身の疲ひ労ろうが顔に出ていた。

「さっきベルと会ったが、ダグの容態も山を越こえたらしい。メリッサとクララのことは俺に任せて、お前らはもう休め」

「分かりました」

「おい、リーナ」

　素す直なおにうなずいたアデリーナに、達哉は少し驚おどろいた。

「ここは、彼に任せるべきだろう。行くぞ」

「お、おう。じゃあ失礼します」

　最後に一礼だけ残し、達哉はアデリーナの後を追った。




　立ち去る達哉とアデリーナを見送り、クルツはクララを連れて待合室に戻った。

「……落ち着いたか？」

　父の優しげな声に、クララは無言のままこくりとうなずいた。クルツは抱きかかえていた娘の小さな体を、長なが椅い子すに座らせる。

「ほらよ」

　差し出された缶かんコーヒーを受け取り、口をつける。砂糖とミルクたっぷりの甘さと温かさが、体に染しみ入った。

「おいしい」

　やや大きめの音を立ててコーヒーをすすりながら、クララは小声でつぶやく。

「やっつけてくれるんだよな、パパ」

　缶を両手で握にぎり締しめながら、クララは肩かたを震ふるわせている。そんな娘に、クルツは言った。

「やっつけるって、誰をだ？」

「決まってるだろ、ママをあんな目に遭あわせたヤツらをだよ!!」

　きっと顔を上げ、クララは大声を出す。

「ほら、パパやママやＴＴの昔の仲間には、スゲー人たちが一いつ杯ぱいいるんだろ!?　その人たちの力を借りてさ！」

　真っ赤な目でそう訴うつたえるクララを、クルツはじっと見つめる。だが口にした答えは、娘の期待とは正反対のものだった。

「いいや、それはできない」

「なんでだよ!?　みんなセガールみてえなとんでもない人たちなんだろ！」

「連中にもな、それぞれの人生や今の生活ってものがあるんだ。今さら俺たちの都合で巻きこむわけにはいかねえよ」

　しゃがみこんだクルツはクララと目線を合わせ、諄じゆん々じゆんと諭さとす。

「気のいい奴やつらのことだ、俺が声をかければぶつくさ言いながら集まってくれるだろう。だからこそ、それに甘えるわけにはいかねえんだ。なあ、分かるだろう」

「……じゃあどうするんだよ」

　唇くちびるを横一文字に引き結び、クララは懸けん命めいに訴える。

「このままほっとくのかよ。ママをあんな目に遭わされても、泣き寝ね入いりかよ」

「そんなわけ、ねえだろ」

「え？」

　クルツの声の調子が変わった。

「俺のメリッサにあんなふざけた真ま似ねしやがって。誰の手も借りねえ、俺一人でカタをつける。どこの馬の骨か知らねえが必ず引きずり出して、脳天を吹ふき飛ばしてやる」

「……パパ」

　決してクルツはことさら凄すごんだわけでも、怒りを露あらわにしたわけでもない。だが声に秘ひめられた鋼鉄のような冷たさと硬かたさに、クララは言葉を失う。

「おっと、脅おどかしちまったか。とにかく、この件は俺に任せろ。いいな？」

　クルツはやや軽けい薄はくな笑え顔がおを取り戻し、クララの髪かみをわしゃわしゃ撫なでる。

「さっき、ＴＴからメールがあった。飛行機でこっちに向かってるって」

　ぽつぽつと、小声でクララは言った。

「アタシ、ＴＴのところでパパのこと待ってる」

「よし、いい子だ」

　そう小さく笑ったクルツの胸に、クララは顔をうずめる。

「おいおいクララ」

「……今日は一いつ緒しよにいてくれるよな」

「ああ、もちろんだ」




　病院を出ると、空には灰色の雲が重く垂れこめていた。

　今にも雨が降り出しそうな曇どん天てんの下、北から吹きつけてきた冷たい風に、達哉は肩を震わせる。

「うう、寒む。もうそろそろ冬も近いな」

「…………」

　スラックスのポケットに手を突つっこんだ達哉を、アデリーナは無言で一いち瞥べつすると、病院裏手の駐ちゆう車しや場に向かう。

「おいおい、ちょっと待ってくれよ」

　達哉もあわてて、その後を追った。

　病院の敷しき地ち内には警官に混じり、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のオペレータたちも警備についていた。顔見知りの社員と目礼を交かわしながら、達哉は先を急ぐ。

　アデリーナは同どう僚りようたちに見向きもせず、停とめてあった日本車の運転席に乗りこむ。ドアが閉まる音は大きく、そして乱暴だった。

　達哉が助手席に座ると、アデリーナはエンジンキーを回した。だが、一発ではエンジンがかからない。

　小さく舌打ちしたアデリーナは、乱暴な手つきで何度もキーを回す。そのたびにエンジンが、軋きしむような音を上げた。

「なあ、リーナ」

　苛いら立だつアデリーナに達哉は声をかけるが、返事すらしようとしない。達哉は構わず、言葉を続ける。

「これをやったのって、菊乃たちだと思うか？」

「────」

　アデリーナが小さく息をのむのと同時に、ようやくエンジンがかかった。快調なエンジン音の中、アデリーナは席の背もたれによりかかる。

「……分からない」

　達哉の方には目線を向けず、淡たん々たんとアデリーナは言った。

「手口や動機からして確かにミハイロフたちは怪あやしいが、具体的な証しよう拠こがあったわけではない。予断は禁物だ。もっとも──」

「もっとも？」

　オウム返しに達哉は尋たずねる。アデリーナの声はまだ冷静さを保っていたものの、抑おさえきれない感情に震えていた。

「どこの誰だれであろうと、わたしが犯人に罪を贖あがなわせる。『教訓を与あたえる』などという生易しいことを言うつもりはない。必ずしかるべき報むくいを下してみせる」

「それって……」

　声にこめられた怒いかりに、達哉はつばを呑のむ。

「それって、相手を殺すってことか？」

　その問いには答えず、アデリーナは車のギアを入れ、アクセルを踏ふみこんだ。先ほどとは打って変わったスムーズさで、車は静かに走り出す。

「君は、どうする？」

「え？」

　唐とう突とつなアデリーナの問いかけに、達哉は意表をつかれた。

「ええっと、さっきお前が言ったことだよな？」

　恐おそる恐る達哉は聞き返す。アデリーナは無言のままだが、それでも達哉には彼女の言いたいことが分かった。

　マオの車を爆ばく破はした犯人に対し、アデリーナは報復の宣せん誓せいをした。その上で達哉がそれに加わるかどうか、問いただしているのだ。

「そ、そりゃ俺だって、確かに犯人は許せねえよ。でも、それって警察の仕事なわけで、俺たちがどうこうするってのは──」

「…………」

　混乱した達哉は、しどろもどろにそう答えるしかない。アデリーナは無言のまま、車を公道に乗り出した。

「悪い……」

　ばつの悪そうな顔で達哉は目をそらし、窓から灰色の街並みをながめる。

（東京に、帰りたいな）

　ふと、そんな思いがこみあげてくる。

　市之瀬建設や陣じん代だい高校、父の俊とし之ゆき、妹の由加里、幼おさな馴な染じみの楓かえでに親友の健けん司じ──そういった皆みんなの姿が、脳のう裏りを過よぎる。

　生まれ育った故郷や人々がひどく懐なつかしく、そして遠く感じた。








第一話　遠き鳴動
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　時おり響ひびく砲ほう声せいと銃じゆう声せい。

　そこかしこから立ち上る黒こく煙えん。

　河面かわもからの湿しめった風が、戦場と化したアントン市の街並みを吹き抜ぬける。

　人ひと気けの途と絶だえた街に、鋼鉄の足音が木こ霊だまする。ずんぐりとした巨きよ大だいな影かげが、我が物顔で市街をのし歩いていた。

　アメリカ陸軍のＡＳアーム・スレイブ、Ｍ６〈ブッシュネル〉だ。

「くそ、ここまで来たか」

　通りに面したビルの四階に身を潜ひそめ、バリク共和国軍のヌール中ちゆう尉いはののしった。浅黒くのっぺりした顔は、汗あせとほこりでひどく汚よごれている。

　部屋にはヌールの他ほかに五人の兵士が、緊きん張ちようした面おも持もちで待機している。これだけが、今の彼が掌しよう握あくしている兵力の全すべてだった。

「司令部、あるいはハシェム少しよう佐さの部隊と連れん絡らくは取れたか!?」

「いいえ、ダメです」

　ヌールの問いに、通信兵は首を横に振ふる。

「そうか」

　うなずいたヌールは慎しん重ちように身を隠かくしながら、窓まど越ごしに近づいてくるＭ６をにらむ。

　たとえＭ６が旧式化しつつある第二世代型でも、ＡＳはＡＳだ。一個分隊にも満たない歩兵で相手をするには、荷が重すぎる。

「妙みようですな」

　かたわらに控ひかえていた年配の軍ぐん曹そうが、小声でつぶやく。何がだ、と尋ねかけて、ようやくヌールも気づいた。

　Ｍ６の動きが、ひどくぎこちないのだ。

　ほとんど棒立ちのままろくに遮しや蔽へいを取らず、無造作に通りのど真ん中を歩いている。そもそも、錯さく綜そうした市街地であるにもかかわらず、基本である二機一組ツーマンセルの隊形すらも取っていない。

「新兵か？　だが、これならいけるかもしれん。おい軍曹、まだ対戦車ロケットＲＰＧ弾は残っていたな」

「はい、二本残っとります」

「よし、一本はお前が持て。まずは俺が仕し掛かける」

　打てば響くように答える軍曹にうなずくと、ヌールはＲＰＧを手に取り、屋上へと駆かけ上がった。

　現在、ヌールたち共和国軍は、傀かい儡らい王家を支し援えんする多た国こく籍せき軍によって内陸へと追いこまれつつある。

（ここアントン市の失しつ陥かんが避さけられないとしても、せめて一いつ矢しは報いねば）

　屋上に建てられた給水塔とうの陰で、慎重に身を潜めたヌールは、すぐ間近に迫せまったＭ６の機き影えいに決意を新たにする。

　このまま正面からＲＰＧを撃うっても、簡単に対処されてしまう。狙ねらうならばメインセンサの死角で、装そう甲こうも薄うすい背中だ。すなわち敵機がこのビルの前を通過した後に、攻こう撃げきを仕掛けねばならない。

　一歩一歩、近づいてくるＭ６。そのたびに振しん動どうがビルを揺ゆらす。ヌールと同じくＲＰＧを構えた軍曹も、残る四人の部下も、食い入るように敵機を見ている。

　屋上の高さは、Ｍ６の身長とほぼ同じだった。眼前を通過するＭ６の頭部──とその瞬しゆん間かん、Ｍ６は脚あしを止めた。

（気づかれた!?）

　戦せん慄りつに凍こおりついたヌールの目の前で、Ｍ６はルーチンワークじみた動きで左右を見回した。息いき詰づまる数瞬。そのまま敵機は、何事もなかったかのように無造作な足取りで再び歩き出した。

「は、素人しろうとか！」

　安あん堵どまじりの嘲ちよう笑しようを浮うかべながら、ヌールはＲＰＧの発射機を構え、照準器をのぞきこむ。この距きよ離りでは外しようがない。

　発射。

　巻き起こるバックブラスト。

　射出された弾だん頭とうのロケットブースターが点火。弾頭は推進剤ざいの尾おを引きながら加速し、ろくな回かい避ひ行動を取らないＭ６の背部へと吸い込まれた。

　タンデム式の成形炸さく薬やく弾が炸さく裂れつした。紅ぐ蓮れんの炎ほのおに部下たちが歓かん声せいを上げる中、ヌールは冷静にＭ６の挙動を観察する。

　大きくよろめいたＭ６は、そのまま転てん倒とう──しなかった。寸前で踏み止とどまり、ぎこちない足取りでこちらに振り向こうとしている。

　仕留め損そこなった。ヌールは大声を張り上げる。

「軍曹、もう一発だ!!　今度こそトドメを──」

　そう命じたその瞬間、ヌールたちが立て籠こもっていたビルを、激げき烈れつな振動が襲おそった。

「な、何!?」

「中尉殿どの──」

　対処はおろか、驚おどろく時間すらなかった。

　先ほどのＲＰＧなど比ではない大爆発。大気と大地を轟ごう音おんが震ふるわせ、紅蓮の火球にビルそのものが吹ふき飛ぶ。

　慈じ悲ひ深ぶかい灼しやく熱ねつは、苦痛を感じる暇ひますら与えることなく、ヌールと部下たちを地上から消し飛ばした。




　アントン市から十数キロ離はなれた山中で、一機のＡＳが身を起こす。

　各種センサやモジュールと一体化した巨大な頭部と、腰こし溜だめに構えた長大な砲身が特とく徴ちよう的な機体だ。Ｍ９Ａ１Ｅ１〈アーセナル・ガーンズ〉──Ｍ９を火力および電子戦支援用に強化した機体である。

〈アーセナル〉の周囲には、砲身から排はい出しゆつされた硝しよう煙えんが濛もう々もうと立ちこめている。今しがたアントン市内のビルを吹き飛ばしたのは、この〈デモリッションガン３〉一五五ミリ榴りゆう弾だん砲によるピンポイント砲撃だった。

「クリア」

〈アーセナル〉のコクピットで、オペレータは小さくつぶやく。スクリーンの片かた隅すみには、崩ほう落らくしたビルの残ざん骸がいが映っている。

　中破した無人のＭ６から、転送された映像だ。ＧＰＳ誘ゆう導どうされた一五五ミリ榴弾の直撃は、建物一つを土台から消しよう滅めつさせていた。

〈アーセナル〉が搭とう載さいしたＩＴＣＣ─６戦術通信管制システムは、データリンクしたユニットを六機まで無人制せい御ぎよすることが可能だ。無人のＭ６を尖せん兵ぺい──というよりも囮おとりとして市街に突とつ入にゆうさせ、そこから送られてくるデータをもとに敵の拠きよ点てんを〈アーセナル〉の大火力で叩たたく、という戦術である。

　戦果を確かく認にんした〈アーセナル〉は、速すみやかに砲撃モードを解除した。榴弾砲を背負い直し、アウトリガーや支持脚を収納する。

　敵の反撃を避けるため、〈アーセナル〉は外見からは意外なほどに機き敏びんな動きで射点を変へん更こうする。圧あつ倒とう的な戦力と物量に支えられながら、多国籍軍はどこまでも戦場の原則に忠実だった。




　同時刻、数十キロ後方のパキスタン軍宿営地はごった返していた。

　アントン攻略の第二陣を担になうパキスタン軍は、アメリカ軍に続いて市街に突入する予定だ。〈シャドウ〉や〈サベージ〉といったロシア製のＡＳに、アメリカ製の装甲兵員輸送車、欧おう州しゆう製の多目的ヘリなどが出撃の準備を急いでいる中、後方から輸送された補給物資が到とう着ちやくした。

　三〇台以上のトレーラーによって組まれたコンボイが、宿営地の片隅に停車する。それぞれのトレーラーには食料や武器弾薬、燃料といった、軍を維い持じするのに不可欠な物資が満まん載さいされていた。

　その重要さを端たん的てきに表すのは、コンボイを護衛する四機のＭ６だろう。コンボイが動きを止めた今でも、ライフルを手に周囲を警けい戒かいしている。

　だがそのＭ６の肩かたに描えがかれたエンブレムは、多国籍軍に属するいかなる国の部隊にも存在していない。妖よう精せいの羽の意い匠しようと、その下に記されたDana O'shee Military Serviceの文字列。

　達たつ哉ややアデリーナたち、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス第三班のＡＳだった。




「えらいことになってるな」

　Ｍ６のコクピットで、達哉は言った。乗機が米軍とのデータリンクシステムに接続されているため、リアルタイムで前線の戦せん況きようが把は握あくできるのだ。

　先せん遣けん隊としてアントン市内へ突入したＭ６の無人機に、被ひ害がいが続出している。敵の反撃を受けてもほとんど回避せず、正面からの力押しで突とつ破ぱしている。

　たしかに市内の敵拠点は次々と制圧しているものの、受けている損害もとうてい無視できるものではない。まさに、ゴリ押しの力ちから攻ぜめだ。

『は、贅ぜい沢たくな戦争をしてやがるぜアメリカ様は』

　通信機からの声は、第三班の班長補ほ佐さ代理心得であるカルロス・メンドーサのものだ。いまだ意識が戻もどらないバクスターに代わり、達哉たちの指揮を執とっている。

「贅沢も何も、ちょっとやばそうじゃないか、あれ」

『同感だな』

　通信に割りこんできたのは、同じく第三班の同どう僚りようであるユースフ・アル・ケートリーのものだ。

　中東はラシッド王国の第三王子でありながら、今は身分を隠してＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に所属している。

『無人ＡＳは初めて見るが、この程度のものか。確かに有効やもしれぬが、いささか損そん耗もうが大きすぎぬか？』

　そう疑問を口にしたユースフに、アデリーナが答える。

『いくら外部から管制しているとはいえ、現代の無人ＡＳではこの程度が限界だ。人間並みの判断力を備えたＡＩなど存在しないからな。結局、囮を兼かねた露つゆ払はらいに使われることがほとんどだが、ここまで大規模かつ露ろ骨こつな例は珍めずらしい』

『ふむ。故ゆえに想定済みの損害であり、故に贅沢な戦争か』

『ま、早期制圧しつつ人命の被害を抑おさえようとすりゃ、こういうやり方になるってもんだろうさ。最近は兵隊の命が高くなってるからな』

　アデリーナとユースフの話に、今度はカルロスが口を挟はさむ。

『なるほど、効率をどこに置くかという問題か、班長補佐代理心得殿』

『中々の卓たつ見けんであるな、見直したぞ班長補佐代理心得』

『わざわざいらねえ肩書きつけて呼ぶんじゃねえよ！　嫌いや味みか！　嫌味なのか!?』

　やや泣きが入ったカルロスの声が、不意に真ま面じ目めなものになった。

『じゃれ合うのもいいが、あまり気を抜ぬくなよ。いくら後方と言っても、すぐそこでドンパチやってんだ。いつ弾たまが飛んできてもおかしくねえ』

『了りよう解かい』

『承知した』

　アデリーナとユースフも、気を引き締しめ直した。そして達哉は──

「いつ弾が飛んできてもおかしくない、ねえ」

　気が抜けたようにつぶやきながら、空を見上げる。

「何で俺、こんな場所にいるんだろ？」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ＡＳ教導課第三班が、東南アジアにあるここバリク王国に派は遣けんされたのは数日前、一二月になったばかりのことだ。

　達哉はふと、先月の末を思い出した。




　格納庫の中は、鉄とオイルの臭においで満ちていた。

「お、来たか坊ぼう主ず」

　カリフォルニア山中の、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．総合訓練キャンプ。格納庫の入り口をくぐった達哉を出で迎むかえたのは、白衣を羽織った三〇代半ばの男性だった。派手に髪かみを染め、ピアスや指輪で全身を飾かざっている。

　溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろう、一見チンピラとしか思えない風ふう体ていをしているが、ロックをこよなく愛する優ゆう秀しゆうなＡＳ技術者である。

「センセイ、あいつの様子は？」

「見ての通りだよ」

　達哉の問いに、溝呂木はあごをしゃくる。その先には、一機のＡＳが立っていた。

　青を基調とした、鎧よろい武者を思わせる意匠の機体だ。ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉一号機。日本初の第三世代型ＡＳであり、今は達哉を専任オペレータとして各種のテストが行なわれている。

　だが今の〈レイヴン〉からは、あって当然のものが失われている。腕うでだ。両腕とも肘ひじから先のパーツが取り外され、寒々しい姿を晒さらしていた。

「すまないな、相棒。俺がヘマしたばかりに」

　達哉は小声で、愛機に告げる。

　この損傷は先日に派遣されたマランパ共和国で、反政府軍との内戦に巻きこまれた際、ミハイロフの『一ツ目』ＡＳによって負わされたものだ。

「それで、修理はどれくらいかかりそうなんだ？」

「あー、それだがなあ」

　達哉の質問に、溝呂木は頬ほおをかいた。

「東京の下しも村むらの旦だん那なから連れん絡らくがあったんだが、もしかしたらこいつは日本に引き揚あげることになるかもしれないんだと」

「え？」

　意外な言葉に、達哉は驚く。

「どういうことだよ、一体？」

「いやほら、マオ社長があんな目に遭あって、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．も今かなりがたついているだろ？　変な厄やつ介かいごとに巻きこまれる前に、とっとと撤てつ収しゆうしろってことだよ」

「何だよ、それ」

　納なつ得とくできない達哉の前で、溝呂木はタバコに火をつけた。

「なあ、お前いっそテストオペレータとしてＥＨＩ社ウチに来ないか」

「俺が？」

　溝呂木の申し出に、達哉は目を丸くする。

「いやほら、〈レイヴン〉の扱あつかいにもなれてるしよ。お前さえよければ、俺がねじこんでやる。待たい遇ぐうも、悪いようにはしねえよ。どうだ？」

「…………」

　確かに魅み力りよく的な申し出ではある。だが達哉は、きっぱりと首を横に振ふった。

「やっぱダメだ。今のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．をほっぽり出して、よそには行けないって」

「そうか」

　やや未練を残した声で、溝呂木はそう答えた。

「義理人情か、渡と世せいの道ってのも楽じゃねえな」

「人を勝手に筋すじ者ものにするなよ」

「だがそれもまた、ロックってものだ」

「センセイのロックの基準が、よく分からないんだが」

「なに、俺様のロックを知りたいだと！　よし早さつ速そく、ご機き嫌げんなナンバーを──」

「誰だれもそんなこと言ってないって！」

　俄が然ぜん、色めき立って携けい帯たい端たん末まつを取り出す溝呂木を、達哉は辟へき易えきして押しとどめる、と、そこで達哉の携帯電話が着信音を立てた。

　溝呂木ともみ合いながら、達哉は電話を取る。アデリーナからだった。

「リーナか、助かった。今ちょっと溝呂木のセンセイから──」

『そうか。今、三班に集合がかかった。オフィスでベルが待っている。急げよ』

「了りよう解かい了解、っと」

　これ幸いと、達哉は駆かけ出す。

「んじゃ、そういうことで」

「こら待て、まだ話が──」




「輸送課の連中の護衛だあ？」

「ええ」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．キャンプのオフィス、ベルトランが切り出した話に、カルロスは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「おいおいちょっと待てよベル、何でうちの会社が、そんな実戦まがいの仕事を請うけ負うんだよ？」

「それは、現地からの要よう請せいで──」

　あれやこれやとカルロスとベルトランが言い合う中、達哉は内心で首を傾かしげていた。

（バリクってどこの国だっけ？）

　ベルトランが示している地図を注視すると、東南アジアの島国だということが分かった。赤道のやや南側、四国ほどの大きさがある同名の島を、その領土としている。

　と、そこでアデリーナがやり取りに口を挟む。

「確かにあの国は、王国政府の他ほかにも、旧共和国軍系の軍ぐん閥ばつがいくつか割かつ拠きよしていたな」

「その上、先月のマランパの件が尾おを引いていましてね」

「…………え」

　マランパという言葉に、思わず達哉は反応する。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が内戦に巻きこまれたあの戦せん闘とうで、ベルトランは旧友を喪うしなうことになったのだ。

　だがベルトランの表情も口調も、少なくとも表面上は平静そのものだった。

「マランパの反乱軍が政府軍に一応の勝利を収めた影えい響きようか、世界各地で反政府ゲリラの動きが活発になってましてね。バリクの共和国軍もその一つです。そのためＡＳＥＡＮ諸国や印パといった周辺の国々が事態の泥どろ沼ぬま化を恐おそれ、アメリカと共に多た国こく籍せき軍を派遣したという運びです」

「世界の警察様もご苦労なこって」

「アメリカだけではありませんがね。ロシアもカスピ海問題に関して、兵力の派遣を決定したようですし。こちらは、一歩間ま違ちがえれば戦争ですよ」

「んでバリクの多国籍軍が兵へい站たんを外注アウトソーシングして、うちもそれに一枚噛かんだ──ってのは分かるんだけどなあ」

「そもそも、なぜ最初からそんな危険な仕事を引き受けた？」

　困こん惑わくするカルロスをよそに、アデリーナは核かく心しんに切りこむ。

「紛ふん争そう地域での兵站・輸送業務は、今までほとんど引き受けていなかったぞ。いくら後方支し援えんといっても、いつ弾が飛んでくるのか分からないだろうに。マランパのように、何か裏があるのか？」

　遠えん慮りよのないアデリーナの物言いに、ベルトランは口をつぐむ。それに構わず、アデリーナはさらに言った。

「それとも、顔も見せない新社長からの指示か？」

「……ええ」

　言葉少なに答え、ベルトランはうなずく。

（結局またそこかよ）

　内心でつぶやきながら、達哉は顔をしかめる。

　今までのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方針を言葉を飾らずに言えば、ほぼマオによるワンマン経営だった。

　大口の仕事は大半がマオ独自のコネクションで各国から受注したもので、それを巧たくみに現場へと回す。人使いは荒あらいが同時にめっぽう巧こう妙みようで、インストラクターたちも文句は言うものの本気の不満にまで発展したことはない。

　その大黒柱が、ぽっきりと折れたのだ。紛ふん糾きゆうした役員会が選せん択たくした手段は、新社長を社外から招くことだった。

「今度の件で、株主の顔ぶれもかなり変わりました。新社長の招しよう聘へいも、その意向が大きい」

「それって、企業買収Ｍ＆Ａってやつじゃないか？」

「きな臭くさい話だな」

　アメリカでは珍めずらしくない話かもしれないが、どうも達哉は納得ができない。その新社長がまだ一度もＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に顔を見せず、電話やネットでのやり取りに留とどまっているのだからなおさらだ。

　日本側が〈レイヴン〉を引き揚げようとしているのも、その不ふ透とう明めいな流れが大きな原因なのだろう。

（せめて、クルツさんがいてくれたら）

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．創設者の一人であり、無任所とはいえ役員の一人であり、かつ別れたとはいえマオの夫であった彼ならば、十分に社長の代理が勤まっただろう。本人の意い欲よくやその他諸もろ々もろには目をつぶるとして。

「つーか、いくら何でもタイミングが出来すぎじゃねえか？　まさか、その新社長やそのバックが、テロの黒幕とか」

　声を潜ひそめるカルロスに、他の一同は顔を見合わせる。ややあって、ベルトランが眼鏡を直しながら言った。

「あまり根こん拠きよのない妄もう想そうを口にしないでください。何の証しよう拠こもない話ですよ」

「は、妄想に証拠ときたか。そんなもん、新社長様を締しめ上げて吐はかせればいいだけの話だろうが」

「顔も見たことがない人間を、どう尋じん問もんすると!?」

「だから顔を見せもしないのが怪あやしいって言ってるんだよ！」

「ちょ、ちょっと二人とも──」

　声を荒らげるカルロスとベルトランに、達哉は慌あわてる。その時、アデリーナが鋭するどい声で言った。

「やめろ、二人とも」

　気け圧おされた大の大人二人を、アデリーナは灰色の瞳ひとみでにらみつける。

「今、わたしたちがつまらん諍いさかいを起こしてどうする？　今わたしたちがすべきことは、マオ社長が無事に回復するまでＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を守ることだろう」

　ややあって、カルロスが大おお仰ぎような身振りで両手を上げる。

「悪い、ちっとばかし大人げなかった」

「確かにあなたの言うとおりだ。申し訳ない」

「分かればいい」

　腕うでを組んで胸を反らすアデリーナの姿に、達哉は少しほっとした。

（いつものリーナみたいだな）

　マオの手術後、病院からの帰りの車で見せた凄すご味みと危あやうさは、今日のアデリーナからは見受けられない。

　と、机の上から書類を手に取りながら、カルロスがぼやいた。

「まさか輸送課の連中を見捨てるわけにはいかねえし、バリクくんだりまで行くのは仕方ねえよ。でも、肝かん心じんの人手が足りねーぞ」

　そのまま横目で、達哉を見やる。

「バクスターの旦那は病院で、ユースフは里帰り。まさかこいつを連れて行くわけにはいかねえし」

「何だよそれ？」

　かちんときた達哉だが、カルロスの顔を見て困惑する。そこに浮うかんでいたのは、侮ぶ蔑べつでも皮肉でもない。むしろ、純じゆん粋すいに心配する表情だった。

「ここはカルロスの言うとおりだな。君は残れ」

　アデリーナまで、あっさりとカルロスに同意する。

「ちょっと待ってくれ、俺だって……」

「今までのように偶ぐう発はつ的な戦闘に巻きこまれるならともかく、当初から想定されている場所に君を連れて行くことはできない」

　きっぱりと、アデリーナはそう言った。

「ま、そういうこった。しかしよ、さすがに俺とリーナの二人じゃきついぞ？」

「それにつきましては──」

　ベルトランがそう続けようとした時だった。

「話は聞かせてもらった。私を忘れてもらっては困るな」

　声と共にオフィスの扉とびらが開き、二つの人ひと影かげが入ってきた。長身の貴公子と、その背後に慎つつましく控ひかえる少女の姿。

「ユースフ、それにサミーラ」

「久しいな」

「……おひさ」

　ユースフはすでにＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の制服を、その侍じ女じよで乳ち兄きよう妹だいのサミーラがいつものお仕着せを、それぞれ着ていた。

「お前、マランパの件で親父おやじさんに呼びつけられたんじゃなかったのか？」

「仮にとはいえ、剣けんを預けた主あるじの危難ぞ。ここで推参せねば、私の義に反する。そう父王を説き伏ふせ、駆かけつけたのよ」

「……そうか」

　あいかわらず無意味に大仰で時代がかった物言いが、達哉にはなぜか妙みように心強く感じた。おそらく錯さつ覚かくだろうが。

　と、そこでリーナが小首を傾げる。

「しかし話を聞いていたのなら、なぜ今まで部屋に入ってこなかった？」

「リーナよ、そなたは優ゆう秀しゆうな兵だが、やはり将の器うつわではないな。人の上に立つ者は、あらゆる機を捉とらえて他者の心をつかむべく腐ふ心しんせねばならぬ。ただそれだけのことよ」

「平たく言うと？」

「この方が格好いいからだ」

「…………」

　途と端たんに半眼となった達哉とアデリーナが、ユースフをにらむ。

「全く理解できないし、むしろ理解しない方がよさそうだ」

「今時、こんな陳ちん腐ぷな演出で感じ入るバカはいないっての。出直してこいヘボ役者」

「──む」

　アデリーナと達哉に正面から斬きり捨てられ、さすがにユースフも押し黙だまる。

「……若、泣いちゃ駄だ目め」

「な、泣いてなどおらぬ！」

「……見える……聞こえる、若の魂たましいの慟どう哭こくが」

　そんな主従のやり取りに、ベルトランは軽く咳せき払ばらいをした。

「そろそろ続けてよろしいでしょうか？」

「うむ、委細は任せる」

　この中で最も新入りにも構わず、ユースフはひどく大きな態度で鷹おう揚ようにうなずく。それでいて全く周囲に不快感を与あたえないあたりが、人徳や器量というものなのだろうか。

「ま、お前さんが加わって三人になれば、何とかローテーションも回せるか」

「そうですね、後は──」

「待ってくれ！」

　あれやこれやと計算を始めたカルロスたちに、達哉は言った。

「俺も、行くよ」

　そうきっぱりと言い切った達哉に、

「おいおい、その話はもう終わっただろ？」

「その通りだぞ、タツヤ。大体、訓練も受けていない人間を──」
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「俺だって訓練は受けてるだろ！」

「それは、兵士としての訓練ではない」

　そう断言され、達哉は押し黙る。だが助け船は、意外な方向から来た。

「構わぬのではないか」

「ユースフ？」

「マランパでの槍やり働きは中々に見事なものであったぞ。あれならば戦場で背中を預けられよう」

　そんなユースフを、アデリーナはじっと見つめる。彼の内面にある何かを、見定めようとするかのように

「お前自身は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「何の話かな」

　アデリーナの鋭い切れ長の目に、ユースフは優美な微び笑しようで応じる。しばしの後、先に目をそらしたのはアデリーナだった。

「いや、何でもない」

　その機に乗じて、達哉はさらに踏ふみこむ。

「頼たのむよ。俺だって社長や会社のために、何かしたいんだ」

　深々と頭を下げる達哉の隣となりで、ユースフも我が意を得たりとばかりにうなずく。

「この志、無む駄だにするのは惜おしいと思わぬか」

「…………」

　顔を見合わせたアデリーナたちが、うなずき合う。

「ま、猫ねこの手も借りたいのは事実だからなあ」

　大仰に肩かたをすくめ、カルロスはそう言った。アデリーナは最後まで、いかにも不承不承という顔つきだったが。




『何を呆ほうけている』

「うお!?」

　回想にはまりこんでいた達哉を、アデリーナの鋭い声が強ごう引いんに引き戻もどした。

　狭せまいコクピットで思わずのけぞった達哉の動きを、Ｍ６のマスタースレイブシステムが忠実に再現する。そのままバランスを失った機体が、大きく揺ゆれた。

「やばい！」

　転てん倒とうの寸前で、辛かろうじて反応が間に合った。大きくたたらを踏み、不格好ながに股またの姿勢でこらえる。

　安あん堵どの息をつく。額の汗あせをぬぐいたいところだが、マスター・スーツに拘こう束そくされている今では無理だ。

『何をやっておるのだ、そなたは』

『おいおい、気を抜ぬくなって言った先からこれかよ』

「す、すんません」

　呆あきれ声のユースフやカルロスにぺこぺこと謝り、達哉は意識を引き締しめ直す。コクピットの外からは見えもしないのに真ま面じ目めな表情を造り、やたらと無駄の多い動作でＭ６の首やライフルの砲ほう門もんを左右に向ける。

『タツヤ』

「どうした？」

『少しは落ち着け、みっともないぞ』

「りょ、了りよう解かい」

　アデリーナの端たん的てきなダメ出しをもらい、達哉はＭ６で直立不動の姿勢を取る。ご丁てい寧ねいに、捧ささげ銃づつの姿勢まで取って。

『タツヤ』

「今度は何!?」

『動きが硬かたすぎる。いかなる事態にも即そく応おうできるよう、柔じゆう軟なん性を確保しておけ』

「了解！」

　度たび重かさなる叱しつ責せきが、焦あせりとなって達哉にのしかかってくる。

　どうにも精神と身体からだの歯車が噛かみ合っていない。焦りながらも何とか態勢を整えた達哉に、またもやアデリーナから通信が入った。

『タツヤ』

「今度は何だよ!?──ってアレ？」

　その通信が、二人の間でしか聞こえない直接回線だということに気づき、達哉はいぶかしむ。

（ユースフたちには聞かせたくないって話なのか？）

　首を傾かしげた達哉に、アデリーナは問いかけた

『ひょっとして君は、この仕事を受けたことを悔くやんでいるのではないか？』

「──な、何を言ってんだよ！　あ、あははは！」

　内心を見み透すかされたように感じた達哉は、思わず笑い飛ばそうとして失敗、裏返った奇き妙みような声を張り上げる。

「ぜ、全然、大丈夫だから俺！　もう、今から敵てき陣じんに突とつ貫かんしちゃうよ！」

『そうか、ならいい』

　どうみてもあからさまに不ふ審しんな態度の達哉を、アデリーナはあっさり見過ごす──と思いきや、声のトーンを低く下げた。

『だが本当に無理だと思うならば早めに申告しておけ』

「いや、だから大丈夫だって」

『カルロスもベルも、口ではどう言おうが今回は君を数に入れている』

「え？」

『いいか、今の君は戦力として計上されているし、ベルたちはその前提で計画を立案している。だが、どうもわたしは心配なんだ』

「心配って、俺のことが？」

　思いがけない言葉に、達哉は驚おどろいた。

『ああ。たとえ君が一の戦力しかない駒こまでも、戦場でいきなり〇になってしまえば周囲は混乱する。だから、無理だと判断すれば事前に報告するように。最初からないものとして計画を練り直した方が、よほどましだ』

「……心配って、そういうことかよ」

　がっくりと達哉は肩を落とす。同時にむっくりと、反発心が頭をもたげてきた。

「大丈夫だって言ってるだろ。この程度の任務、マランパでの戦いに比べたら大したことないって」

『そうか』

　意外なほどあっさりと、アデリーナは引き下がる。

（そうさ、これくらい何でもないって）

　通信を切った達哉は、大きく鼻を鳴らした。と、そこにカルロスから通信が入る。

『うっし、補給作業終しゆう了りようだ。とっとと撤てつ収しゆうするぞ』

「了解」

　そう答えて達哉は、最後に戦せん況きようを確かく認にんする。

　アメリカ軍による『地ならし』が終わった街を占せん拠きよするべく、パキスタン軍が前進を始めていた。




「アントンが落ちたか」

「は」

　狭せま苦くるしい天幕の中、バリク共和国軍第一〇五独立機動大隊長のハシェム少しよう佐さは、副官の報告にうなずいた。

「そうか」

　重苦しい表情で立ち上がったハシェムは、天幕の入り口をくぐって外に出る。

　たちまち強きよう烈れつな熱気と湿しつ気けが押し寄せてくる。鳥や虫の鳴き声と、視界の全すべてを塗ぬりこめるような鬱うつ蒼そうとした木々の緑。そのそこかしこに、巧たくみに偽ぎ装そうされた天幕や倉庫、そして丸太で組まれた半地下式のＡＳ用ハンガーが立ち並んでいる。

　ハンガーからのぞくずんぐりとした機体は、フランス製の第二世代型ＡＳ〈ミストラル２〉。大隊の主力兵器だ。

　ここは米軍の目を避さけて、熱帯雨林の中に築かれた共和国軍の軍事キャンプだ。ハシェムとその部下たちはこういったキャンプを転々としながら、機を見て多た国こく籍せき軍の後方拠きよ点てんや輸送部隊への襲しゆう撃げきを繰くり返していた。

「上層部には、このたびの少佐の判断を非難する者も少なくないようです。なぜ、アントンの救きゆう援えんに向かわなかったのかと」

「何を言っているのだ？」

　副官であるノバシェ大たい尉いの言葉に、ハシェムは目を剥むいた。周囲の兵士が、驚いてこちらを振ふり向く。

「我が隊が多国籍軍相手に曲がりなりにも戦果を上げているのは、あくまで奇き襲しゆうやゲリラ戦に徹てつしているからだぞ。この密林を出て正規戦で連中の前に姿を現してみろ。一〇分もつかどうか」

「分かっております、少佐」

　ハシェムの剣けん幕まくに、副官はうなずく。

「ですが裏を返せば、それだけこの隊は期待されておるということでしょう。なんせ我が軍でこれだけの規模のＡＳ部隊を維い持じしとるところは他ほかにありませんからな。少佐の手しゆ腕わんの賜たま物ものですよ」

「…………」

　副官の賞賛に、かえってハシェムは暗あん澹たんたる気分になった。

　彼の手元にある〈ミストラル２〉は、部品取りにしか使えないような予備機を含ふくめたとしても、わずか一五機しかない。その程度の部隊が、今の共和国軍では有数の戦力として数えられているのだ。

「アメリカ人ども、最近は後方にもＡＳを張りつけとりますからな。やりにくくてしょうがありません」

「それだけ連中の兵へい站たんに負担を強しいているということだ」

　我ながら詭き弁べんだと思うが、そう口にすることしかハシェムにはできなかった。

（手を打たねば──何か思い切った手を）




「釣つりで心がけるべきポイントは何だと思う？」

「釣り、ですか。そうですね、一に釣り場、二に餌えさといったところではないでしょうか」

「何と言っても忍にん耐たいだと思いますわ。そして、機をうかがう集中力です」

「そうだな。ではまず、仕込みを愉たのしむとするか」




　　　　２




　多国籍軍の合同司令部は、バリク本島南岸のタボリ市に置かれている。

　タボリ市は、海洋交易の拠点として古くから栄えた港こう湾わん都市だ。バリク有数の大河であるレテ河の河口に位置し、九〇年代の後半には当時の共和国軍と反政府軍の間で争そう奪だつ戦の舞ぶ台たいになっている。

　現在は海路で運ばれた膨ぼう大だいな物資が水みず揚あげされ、各地の部隊へと輸送されている。それを護衛するＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．第三班も、タボリ市郊こう外がいのキャンプに駐ちゆう留りゆうしていた。

　アントン市までのコンボイを護送した達哉たちがキャンプに帰き還かんした時、日はすでに暮れかけていた。

「あー、しんどい」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のキャンプは、朽くちかけた教会跡あとに設けられていた。プレハブの仮設建築や天幕が雑然と立ち並ぶ中、北の外れには露ろ天てんのＡＳ駐機場が置かれている。

　達哉はＭ６に土下座の降着姿勢を取らせると、コクピットから滑すべり降りた。

「おつかれさん」

　地上で達哉を出で迎むかえたのは、ブルーの作業服を着た大おお柄がらな女性だった。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．整備課課長のダニエラ・コールマンだ。

　ネイティブ・アメリカンの血を引く浅黒い顔には、不思議な愛あい嬌きようのある笑えみを浮うかべている。

「うっす」

　軽く一礼し、達哉は受け取った端たん末まつにチェックを入れていく。アデリーナやユースフも、それぞれ担当の整備士たちとやり取りをしていた。

「どうだい坊ぼうや、調子の方は？」

「坊やはよしてくださいよ、ダニエラさん。ま、結局は今日もドンパチなし。歩いて行って帰ってきただけの簡単なお仕事っす」

「いや、あたしが聞いたのはＭ６じゃなくて、あんた自身の体調のことなんだけどね」

「あー」

（やっぱり俺、周りから心配されてるのか。信用ないなあ）

　やや落ちこんだ気持ちを笑顔で隠かくし、達哉は冗じよう談だんめかした仕草で力こぶをつくってみせる。

「見ての通り、体調は万ばん全ぜんっす。何なら今から、爽さわやか兵隊さんマラソンにでも行ってきますよ」

「はは、空元気でもそれだけあれば、十分さね」

「むう……」

　あっさりと見透かされてしまった。

「それにしてもダニエラさんが、わざわざ現場まで出張ってくるのは珍めずらしいっすよね。カリフォルニアのキャンプは大だい丈じよう夫ぶっすか？」

「別にあたしがいなくても、向こうはちゃんと回るさ。それにね──」

　Ｍ６の装そう甲こう板をスパナで軽く叩たたきながら、ダニエラは言った。

「元々この仕事は、あたしたち兵站部門の助すけっ人とにあんたたちが来てくれたんだ。なら、あたしらも全力でサポートするのが当然だろ？」

「ど、どうも」

　軽く頭をかきながら、達哉は頭を下げた。

「とは言っても、輸送課の連中もずいぶんと顔ぶれが変わったけどね」

「ああ……カルロスが腹を立ててましたよ。ろくな軍歴もない素人しろうとに、銃じゆうやトレーラーを任せている。危なっかしくてしょうがない、ってね。まあ、俺も人のことは全然言えませんけど」

「ははは。確かにね」

　陽気に笑って見せたダニエラだが、ふとため息をつく。

「こういういい加減なＰＭＣも最近は増えてるけど、うちはそんなやり口とは無む縁えんだって思ってたんだけどねえ」

「…………」

　何も答えられず、達哉も押し黙だまる。

「ま、愚ぐ痴ちっても仕方ないさね。目の前の仕事を一つ一つ、きちんと片付けていこうか」

「そうっすね」

　ダニエラの言葉に、達哉はうなずく。

「ところでＭ６ですけど、帰りがけちょっと左膝ひざに違い和わ感があったんすよ。ちょっと反応が遅おくれているっていうか」

「ふーん、油圧系の摩ま耗もうかマッスルパッケージの損耗かね？　それとも制せい御ぎよ系のトラブルか──」

「詳くわしくは分かりませんが、見てもらえますか？」

「あいよ」

　気安く答えたダニエラは、部下と共に達哉のＭ６に取りつく。

「脚あし回りに問題があると、無意識にかばって反対側の脚まで悪あく影えい響きようが出ることもあるからね。いっそ両脚とも軽くばらすか」

　達哉たちの仕事はもう終わったが、ダニエラたちは今からが本番だ。明朝の出撃までの間にＭ６の状態を完かん璧ぺきに仕上げるため、今夜も日付が変わるまで作業の手を休めないだろう。

「さあ、あんたも急ぎな。ベルへの報告や、明日あしたのミーティングも忘れないようにね」

「りょーかい」

　訂てい正せい、まだ達哉たちの仕事も終わってはいなかった。




「お帰りなさい」

「……お疲つかれ」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の仮本部に使われている大天幕、入り口をくぐった達哉たちを出迎えたのは、ベルトランとサミーラだった。

「……これ」

　サミーラが差し出したのは、マグカップに入った四杯はいのコーヒーだった。

「頂こう」

「こいつは気が利きくな。ありがとよ」

　受け取った達哉たちは、思い思いの場所に腰こしを下ろす。広々としたテントだが、様々な機材だの地図だので、床ゆか面めんのマットはおよそ七割ほどが埋うまっていた。

　熱く湯気を立てるコーヒーは、どろりと濃こい煮に出だし式のものだった。

「ほう」

　まず一口、味と香かおりを試ためしたユースフが、満足げにうなずく。

「そなた、ずいぶんと腕うでを上げたな」

「……お褒ほめにあずかり、恐きよう悦えつ至し極ごく。今の私には、これくらいしかできないから」

　主あるじから褒められても一いつ切さい表情を変えず、サミーラは淡たん々たんと頭を下げた。だがどことなく、仕草の端はし々ばしが満足そうに見えなくもない。

　ＡＳの操縦もそつなくこなすサミーラだが、今回はベルトランの補ほ佐さ役としてこの宿営地に残っているのだ。

「さて、そろそろデブリーフィングを始めましょうか。まずは報告をお願いします」

　テントに一つきりの椅い子すに腰かけてＰＣを操作していたベルトランが、こちらを振ふり向く。

「おうよ。まず出発前にだな──」

　マグカップを手にコーヒーをすすりながら、カルロスが大おお仰ぎような身振り手振りを交え、今日の行動を告げる。

「──てなわけで、無事これ名馬で終しゆう了りようってわけだ」

「もう少しあなたは、要領よく話をまとめられないんですか」

「うるせえなあ、口頭でざっとあたりをつけただけだっての。正規の報告は別にまとめてあるからよ」

「それをやったのはわたしだがな」

「いや、そのだな、それこそ適材適所っていうやつで──」

「つまりあなたは自分に班をまとめる能力が欠けていると認めるのですか、班長補佐代理心得見習い？」

「だから、俺がそういうの苦手なのは知ってるだろうが。……ていうか、何か余計な肩かた書がき増えてないか？」

「気のせいでしょう」

「いや、確かにだな……」

「さて、明日の予定ですが、少々厄やつ介かいなことになりましてね」

「スルーかよ!?」

　唸うなるカルロスをあからさまに無視し、しれっとベルトランは言った。

「多た国こく籍せき軍合同司令部から要よう請せいがありました。明日はコンボイではなくレテ河を遡さかのぼる輸送船の護衛について欲しいそうです」

「河川での護衛？　妙みような話だな」

　アデリーナは首を傾かしげる。

「妙って、何が？」

「分からないのか君は？　まあいい、説明してやろう」

　達哉の疑問に、アデリーナはこほんと咳せき払ばらいをした。

「ここバリクの東部一帯は、レテ河とその支流が走っており、古くから水運が盛んだ。今も多国籍軍は物資の輸送で、陸路と水路を併へい用ようしている」

「ふむふむ」

　うなずく達哉のマグカップに、サミーラが無言のままポットからコーヒーを注つぎ足す。

「お、すまねえ」

「わたしももらえるか？」

「どうぞ」

　中身を補ほ充じゆうされたマグカップに、アデリーナはそっと口をつける。

「続けるぞ。とはいえ輸送船の護衛には、やはり武装した舟しゆう艇ていを用いるのが一いつ般ぱん的だ。小回りが利くし、何よりコストが安上がりだからな」

「ああなるほど、それなのにわざわざＡＳを投入する必要があるのか──ってのが疑問なわけか」

「そういうことだ。納なつ得とくのいく説明をしてもらおうか」

　アデリーナの最後の問いは、ベルトランに向けられたものだった。

「適切な要約、ありがとうございます。では、こちらを見てください」

　そう言うとベルトランは、散らかった床ゆかに地図を広げる。

「向こうが指定したルートは、これです」

　その指の動きに、一同の顔が強こわ張ばった。

「おいおい、こいつは──」

「なるほどな」

「ふ、そういうことか」

「えーと、どういうこと？」

　達哉だけが、よく分かっていなかった。

「よく見てみろ。このルートだと一部で、共和国側の勢力範はん囲いをかすめることになるだろう」

「あ、確かに言われてみればそんな気もする」

「かすめるどころか、ほぼめりこんでいる箇か所しよもあるな」

　ユースフの指し摘てきに、アデリーナもうなずいて同意した。そのまま鋭するどい視線を、ベルトランへと向ける。

「つまりそういうことなのか？」

「ええ、共和国軍による本格的な襲しゆう撃げきを受けた場合、河川舟艇の火力や防ぼう御ぎよ力では対応できない可能性もある。ですから、ＡＳに白羽の矢が立ったようですね」

「マジかよ」

　ようやく事態の危険さが飲みこめ、達哉は緊きん張ちようのあまり音を立てて唾つばを呑む。そんな達哉に、ベルトランは言った。

「場合によっては、上陸しての応戦もありえるとか」

　そんな物ぶつ騒そうな言葉に、カルロスはテントの天てん井じようをあおいだ。

「たく、荷物が何か知らんが、いっそもうヘリで運べよ」

「この付近では先週、インドネシア軍の偵てい察さつヘリが撃げき墜ついされていますからね。空路は使いたくないのでしょう」

「やるっきゃねえってことかよ、ったく」

　カルロスのぼやきに、達哉は漠ばく然ぜんとした不安を感じた。




　そのほぼ同時刻──

「明日、多国籍軍が出す船便を襲おそえ、か」

　後方の司令部が発した命令に、ハシェム少しよう佐さは唸った。

「どう思う、大たい尉い？」

「格好の獲え物ものではありますなあ。久しぶりに、面おも白しろい戦いくさができるかもしれません」

　のんびりとあご鬚ひげを撫なでていた副官がうなずく。

「実はこの件でタボリに潜せん伏ぷくしとる情報部が、連れん絡らく員をよこしてきましてな。お会いになりますか？」

「ほう。我が情報部も、たまには勤勉の精神に目覚めるのか。明日はスコールが来そうだな──会おう」

「今は乾かん季きですがね──おう、入ってこい」

「はっ」

　一礼してテントに入ってきたのは、まだ一〇代の少年だった。ハシェムの前で背筋を伸のばし、鯱しやちほこ張ばった敬礼をする。

「タボリから参りました、ロシェ一等兵であります。本日は──」

「ああ、そういうのはいいから本題に入ってくれ。明日、米軍が出す船便のことだな？」

「はっ！」

　勢いよくうなずいたロシェは、地図を前に口頭であれこれ説明する。船名、大まかなスケジュール、予定航路、護衛の規模まで。

　少年兵の説明によどみはなかった。情報の内容もさることながら、本人も中々に目め端はしが利くのだろう。

（ほう）

　感心しながら、ハシェムは副官と視線を交かわす。

「このコースなら、大隊の全力で仕し掛かけられるか」

「行けますかな？」

「ああ、行こう」

　うなずいたハシェムは、ロシェ少年に向き直った。

「任務ご苦労。今日は遅おそい、一泊ぱくしてからタボリに戻もどりたまえ」

「もしよろしければ、僕──い、いえ、自分を少佐殿どのの部隊に加えていただけないでしょうか？」

「何？」

　ハシェムの大隊にはＡＳの他ほか、その支し援えんに当たる歩兵や整備兵も配属されている。とはいえ任務の重要性からして、ろくな訓練を受けていない少年兵を受け入れる余よ裕ゆうはないのだが。

「銃じゆうや一通りの武器の扱あつかいは習っております！　お願いします、少佐殿！　自分を戦わせてください！」

「おいおい、少佐はだな──」

　さすがに窘たしなめようとする副官を、ハシェムは制した。

「なぜ、そこまで横車を押し通そうとする？」

「それは──」

　言い淀よどんだロシェは、そのまま口を閉とざした。ハシェムもまた、無言のまま視線のみで先をうながす。

「自分の兄は、アントンに配属されておりました」

「──なるほど」

　それだけで十分だった。

　僅わずか半日で陥かん落らくしたアントン市の戦いは、一方的なものだった。

　無人ＡＳを盾たてに徹てつ底ていしたピンポイントの砲ほう撃げきにより、共和国軍はろくな反撃もできないまま壊かい滅めつ。兵士の大半が、生身の敵兵の姿さえ見ることなく殲せん滅めつされている。

　少年の兄も、おそらくは──

（復ふく讐しゆうか）

　止めるべきだ。そんな私情で戦う兵士など、百害あって一利なし。軍人としてのハシェムは、そう主張する。

　だが──

「大尉」

　意味ありげな目配せに、副官は肩かたをすくめて立ち上がる。

「ついてきな、坊ぼう主ず」

「え？」

「今から隊に連れて行くんだよ。急げ！」

「は、はい！」

　飛び上がったロシェは、ハシェムに敬礼を向ける。

「ありがとうございます、少佐殿」

「うむ」

　鷹おう揚ように答礼したハシェムの心中は、だが重いものが残っていた。




「撒まき餌えは撒き終わりました。魚は集まってくるでしょう」

「竿さおや針、餌えさの準備も万ばん端たんだ。後は食いつくかどうかだな」

「ふふ、待ち遠しいですわ」




　　　　３




　一夜明けた早朝、達哉は目の前の光景に唖あ然ぜんとした。

「これが、輸送船？」

　宿営地から、ＡＳを積んだトレーラーに同乗して急行した河港──指定された桟さん橋ばしに係留されていたのは、どうみてもくたびれた民間の輸送船だった。

「あんたらが護衛の兵隊さン？」

　痩やせた中年の男が、訛なまりの強い英語で話しかけてきた。風ふう貌ぼうや服装から見て、現地の船乗りのようだ。

「ああ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の者だが、あんたは？」

　若じやつ干かん戸と惑まどいながらも、代表してカルロスが答える。

「この〈レテの曙あけぼの〉号の船長ネ。ホーと呼んデ、兄弟」

　言うなりホー船長はカルロスの手を握にぎると、やたらとフレンドリーな様子で大きく振ふる。

「待ちくたびれてたヨ。もう荷は積んでるから、いつでも出発ＯＫネ」

「ちょ、ちょっと待て、待ってくれ。あんた、本当に多た国こく籍せき軍の？」

「そうよ、ほらこレ」

「間ま違ちがいないみたいだな」

　書類を確かく認にんするが、確かに本物らしい。

「今、乾季で川の水量が減ってル。普ふ通つうの船は、とても通れないヨ。そこで私とこの船を選んだアメリカさン、中々目め利ききネ」

「そなたならば、通れると？」

　興味を覚えたらしいユースフの問いに、船長は自じ慢まんげに胸を張る。

「死んだ親父おやじからこの船を継ついで以来、陸の上より河の上の方が長いネ。輸送、観光、密輸に密航、何でもやるヨ」

「ちょっと、密輸って？」

　何やら物騒な台詞せりふが聞こえた気がしたが、達哉以外は誰だれも気に留めてはいないようだ。

（あれ、俺の聞き間違いか？）

　首を傾かしげた達哉をよそに、今度はアデリーナが質問する。

「ところで船長、荷の中身については何か知っているか？」

「それは職業上の秘密、と気取りたいところだけど、実は私も聞いてないヨ」

　船長は、大おお仰ぎように肩をすくめて見せる。

「好こう奇き心は猫ねこを殺ス、触さわらぬ神に祟たたりなしネ」

「ま、そういうことなら仕方ねえ。おいお前ら、とっととＭ６を立ち上げな！」

「了りよう解かい！」

　カルロスの指示に、達哉たちはそれぞれの乗機に向かう。その背に向かって、ホー船長はひらひらと手を振った。

「よろしく頼たのむヨ、隊長さン。そちらの別べつ嬪ぴんさんとイケメンさんとフツメンさんもネ」

「フツメンで悪かったなフツメンで」




　赤茶けた河面かわもをかき分けながら、達哉のＭ６は腰こしまである緩ゆるやかな流れを遡そ上じようする。河の両岸は鬱うつ蒼そうとした木々の緑に覆おおわれ、時おりへばりつくように集落が立っていた。

「テレビで見たことあるけど、本当に河の上に家が建っているんだな」

　水面から突つき出した柱によって、高たか床ゆか式の水上住宅が建てられている。そんな異国の光景に、達哉は感心した。

　家の玄げん関かん先に腰かけた子供たちが、ＡＳの姿に歓かん声せいを上げて手を振ってきた。達哉もＭ６を操作し、手を振り返そうとする──その時だった。

『ちょっと危ないヨ、フツメンさン』

「へ？──てうお！」

　無線機からホー船長の声が響ひびく。同時に達哉のＭ６が大きく揺ゆらいだ。

「な、何だあ!?」

　濁にごった水面のため踏ふみ出した先が深みだとは気づかず、足場を失って大きくつんのめったのだ。

『タツヤ！』

　とっさに踏みとどまろうとするものの、バランスを崩くずした機体は止まらない。河中を遡航しているため、操縦や平へい衡こうの感覚が普ふ段だんとずれているのだ。

　結果、達哉のＭ６は派手に尻しり餅もちをつく。

　盛せい大だいに水しぶきが噴ふき上がり、岸辺の森から驚おどろいた野鳥が一いつ斉せいに飛び立つ。子供たちはと言うと、こちらを指さして遠えん慮りよなく笑っていた。

「……かっこわりい」

『かっこわるいですんで良かったネ。今は乾季だけど、雨季の水かさならフツメンさんのＡＳ溺おぼれてたヨ』

「いや、ＡＳの気密や防水はしっかりしてるから！　浸しん水すいしたり溺れたりしないから！」

『いいから早く立つんだ』

「わ、分かった」

　アデリーナの叱しつ責せきに、達哉は慌あわてて機体を立ち上がらせる。

『まったくそなたは……』

『いいからちゃっちゃと急ぐぞ』

「りょ、了解」

　ユースフとカルロスから入った呆あきれ声の無線にせき立てられて、達哉機は所定のポジションに戻る。

　今Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳは、船を囲む形で展開している。アデリーナが前衛、カルロスが殿しんがり、達哉とユースフが左右をそれぞれ固めていた。

　言うだけあって、ホー船長の操船は中々巧たくみなものだった。水量が減っているにもかかわらず浅あさ瀬せを避さけながらすいすいと進み、それどころか達哉たちにも危険な場所にさしかかると警告を飛ばしてくれる。

　先ほどの達哉には間に合わず、無様を晒さらす羽目になったが。

『やはり、妙みようだな』

　不意に入ったアデリーナからの通信は、またもや直接回線だった。

「妙って何が？」

　むしろアデリーナの態度を怪け訝げんに感じながら、達哉は問い返す。

『この任務だ。あの船一隻せきで運べる物資など、たかが知れている。わざわざ四機のＡＳを護衛につけるなど、非効率だ』

「よっぽど貴重なものを運んでるんじゃないか？　ほら、船長さんさえ中身を知らないんだしよ」

『そこまで重要な任務ならわざわざ民間の船を雇やとったりせず、軍の輸送船を出すだろう。水量が減っているため航路に不安があるなら、水先案内人を手配すればいい。どうもこの対応はおかしなところがある』

「言われてみれば、確かに」

　リーナの挙げた疑問点に、達哉はうなずく。

「この話、ユースフやカルロスには？」

『あの二人ならわざわざ言わずとも、この程度のことは考えているはずだ』

「つまり俺には無理だから、わざわざ言ってくれたのね」

　当然と言えば当然なのだが、何だか情けなくなってきた。

『これは、まさか……いや、そんなはずは──』

『そろそろ共和国側の勢力圏けんに近づくネ。注意するヨ』

　アデリーナの自問自答に、船長の警告が重なった。




『少しよう佐さ、左岸の部隊は配置につきました』

「うむ、そちらの指揮は任せる」

『了解』

〈ミストラル２〉の狭せまいコクピットで、副官の報告にハシェムはうなずく。

　獲え物ものの通過まであと僅か。迫せまる戦せん闘とうを前にしても、ハシェムの心には緊きん張ちようも恐きよう怖ふもなく、ひどく平へい坦たんだった。

『ところで少佐、あのロシェという坊主のことですが』

「どうした？」

『結局、ボートに配置しました。どうしても矢やお面もてに立ちたいそうで』

「そうか」

　平静な、あるいはそれを装よそおった声だった。だがつきあいの長い副官はハシェムの心情を察したのか、話題を続ける。

『この戦争、一体どこまで続くんですかねえ？』

「ＡＳのライフルを捨て手を上げてアメリカ人の前に出てみたらどうだ？　捕ほ虜りよになるにせよ、銃じゆう殺さつされるにせよ、お前の戦争は終わるぞ」

「はは、そいつはぞっとしませんな」




「こう、仕し掛かけを投げこむ時の感じは何とも言えませんよね」

「そうか。俺は当たりを待って釣つり糸を垂らしている時間が好きだな」

「やっぱり、当たった時の手応えでしょう。こう、たまらないものがありますわ」




　　　　４




　予想に反して、共和国軍ゲリラからの攻こう撃げきは皆かい無むだった。

『そろそろ共和国軍側の勢力圏を抜ぬけるネ。安心するといイ』

「ふう」

　ホー船長の連れん絡らくに、達哉は安あん堵どの息をついた。それほど長い時間ではなかったが、緊張のしっぱなしだったのだ。

　今さらながら、操縦服の下を流れる汗あせに気づく。ひどく不快な感かん触しよくではあるが、それも命あっての物種だ。

（むしろ生きている実感ってやつかな？）

　そう、気を緩めた時だった。

『待て』

　前衛のアデリーナ機から、鋭するどい口調の通信が入る。

『こちらオシラ３。左だ。九時方向、何かが動いた』

『オシラ２了解。確かか？』

　アデリーナの報告に、カルロスが素早く問い返す。

『間違いない、来るぞ』

『はん、なるほど。そういう腹かよ敵さんは』

『ふ、やってくれる』

　カルロスとユースフのＭ６も素早くライフルを構え直し、周囲を警けい戒かいする。

「え、何だ？」

　達哉だけが状じよう況きようの急転についていけず、棒立ちになっていた。

「えーっと、やばいところは抜けたんだよな？　それが何で今さら……」

『バカ者、何をしているオシラ４!!』

　アデリーナの叱責とほぼ同時に、辛かろうじて保たれていた静せい寂じやくが微み塵じんに破は砕さいされる。

　唸うなるディーゼル、鋼はがねの擦こすれる不協和音、そして響き渡わたる銃じゆう声せい。

「う、うわっ!?」

　叩たたきつけられた三七ミリ弾だんが河面を引き裂さき、達哉のＭ６へと迫った。




『気づかれましたか』

「構わん、予定より早いが現時点で襲しゆう撃げきをかける。全隊突とつ撃げき!!」

　舌打ちをこらえながら、ハシェムは足あし下もとのペダルを踏みこんだ。迷めい彩さいネットをはねのけて起き上がった〈ミストラル２〉は、河面のＭ６に猛もう射しやを加える。

　次々と、部下がそれに続く。対岸でも副官の部隊が、こちらに呼応して攻撃を開始していた。

「よし、いける……か？」

　戦せん況きようを確かく認にんしながら、ハシェムはつぶやく。

　混乱から瞬しゆん時じに立ち直った敵Ｍ６のオペレータは、確かに大した腕うで前まえだ。だがそれでもまだ、こちらの有利は動いていない。

　このまま数の優位と地の利を生かして敵を圧殺、標的を奪だつ取しゆし、そのまま速すみやかに脱だつ出しゆつする。

「ふん、俺たちの勝ちだ」




「こちらナウシズ３──来ましたか」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のテントに、通信機を手にしたベルトランの緊きん迫ぱくした声が響く。

　ダニエラと書類の整理をしていたサミーラは、その声こわ音ねに顔を上げる。

「ポイントは──なるほど──ええ、記録を──武運を祈いのりますよ、オシラ２」

　通信を終えたベルトランが、怜れい悧りな表情をサミーラたちに向ける。

[image: ]

「……始まった？」

「ええ。ちょうど敵の勢力圏から抜けたタイミングで、仕掛けてきたようですね。敵ながら中々に知ち恵えが回る」

「……あえて手を出さずにこちらの疑心暗あん鬼きを煽あおり、精神的に疲ひ弊へいさせ、そして気を抜いた瞬間に仕掛ける」

　淡たん々たんと語ったサミーラは、表情も変えずにうなずく。

「……確かに、やる」

　冷静さを崩くずさない少女に、ダニエラが小声で言った。

「心配かい、あの王子様が？」

「……全然」

　あっさりと、サミーラは首を横に振ふる。

「……若は、こんなところで負けないから」

　表情も、顔色も、声音も変えないまま淡々と、ただ全ぜん幅ぷくの信しん頼らいと確信をこめて、サミーラは言った。

「こんなところで、終わる人じゃないから」

「そ、そうかい。羨うらやましいねえ、そこまで信じられる相手がいるってのは。いやあ、これが若さってものかね」

「……違ちがう、そうじゃない」

　ダニエラの言葉にまたもサミーラは首を振った。

「……信じているんじゃない。私は若のことを知っている。ただそれだけ」




　左右の岸辺、木々の間に身を潜ひそめていた敵機が、次々に姿を現す。フランス製の第二世代型ＡＳ〈ミストラル２〉だ。

　装そう甲こう車に手足をつけたような、角張った姿。旧共和国時代に輸入した機体を、まだ使っているのだろう。

　エンジン音からして、ガスタービンではない。第三世界向けに整備が簡易なディーゼルエンジンを搭とう載さいした、簡易輸出モデルだ。

『こいつはちーっとばかしやべえな』

　通信機の向こうで、カルロスが唸る。

　機体性能ならばＭ６が〈ミストラル２〉を上回っているが、向こうは数に勝る上、地の利まで得ているのだ。

　こちらは身を隠かくす遮しや蔽へいもなく、かつ動きを阻そ害がいする河の中。このままではつるべ打ちの良い的だ。かといって護衛する船を残し、上陸することはできるはずもない。

「く、くそ！」

　戦闘の渦か中ちゆうで達哉は、激しく毒づいた。

　一度切ってしまった緊張の糸を、うまく繋つなぎ直せないのだ。

　手足の感覚が覚おぼ束つかなく、うまく機体を操あやつれない。スクリーンの光景も奇き妙みように色いろ褪あせ、現実味を欠いていた。

（ええい、なんだよこりゃ、情けねえ）

　必死の形相でペダルを踏ふみこみ、回かい避ひ機動を取る。だが流れに脚あしを取られ、思うように動けない。

　Ｍ６をライフル弾がかすめ、左腕うでに重い衝しよう撃げきが走る。

「ぐっ！」

　装甲の破片が飛び散り、破損した油圧システムからオイルがだらだらと垂れ流される。左腕反応低下。

（こ、このままじゃ）

『オシラ３、並びに４!!』

　焦あせる達哉に、カルロスから大声で通信が入る。

『ここは俺とオシラ５で食い止める！　お前らは船を護衛して先に向かえ！』

　言うなりカルロスのＭ６は左岸に飛び上がり、共和国軍の〈ミストラル２〉と激しい接近戦を開始する。あっという間に一機撃破。

『なるほど、オシラ５心得た』

『オシラ３了りよう解かい。行くぞオシラ４』

　ユースフ機も素す早ばやく右岸を押さえ、アデリーナ機はそのまま先行する。

『こ、これで助かったネ。悪いけど行かせてもらうヨ』

「オシラ４、了解した」

　ぼそぼそと答え、達哉のＭ６も駆かけ出す。とりあえず時間を稼かせぎ、心身を仕切り直さねば──




『狙ねらい通りですな』

　副官の報告に、ハシェムは言った。

「ああ、これで決まりだ」




　大きく蛇だ行こうし、密林で閉とざされていたレテ河の先が、ようやく開ける。

『これは──いかん、オシラ４！』

　アデリーナの警告と共に、達哉もそれを見た。

　前方に遊ゆう弋よくする、共和国軍の武装ボート。この状況では、ある意味でＡＳよりも厄やつ介かいな敵だ。

『追いこまれたか』

　アデリーナの愕がく然ぜんとした声と同時に、武装ボートが波しぶきを上げながら猛もう然ぜんと突つっこんでくる。

（やばい）

　追いこまれた窮きゆう地ち、眼前の危機を前に、恐きよう怖ふと焦しよう燥そうが臨界まで高まっていく。それが恐きよう慌こうへと陥おちいる寸前──

（このままじゃ、やられる！）

　破は裂れつ直前の意識が、不意に反転した。

　冴さえ渡る意識。熱く昂こう揚ようする精神とは裏腹に、脳のう髄ずいは冷たく醒さめていく。そんな自身の変化に戸と惑まどうことなく、達哉は行動を開始した。

　左手をスティックから離して、スイッチ・パネルに這はわせる。計器の数値を確認しながら、素早く的確な作業で左腕部のダメージ・コントロールを手動で実行。ようやく、出血にも似たオイルの流出は止やんだ。

　損害制せい御ぎよと並行しながら敵ボートを確認し、ペダルを踏みこんだ。ボートの主要武装は、五〇口径の機き関かん銃じゆう。ＡＳの装甲にとっても無視できる火力ではないが、今の状況で優先すべきはまず、〈レテの曙あけぼの〉号の安全だ。

　これまでの失敗で、河中機動のコツはつかんだ。達哉のＭ６は、水流の中を滑すべるような足取りで〈レテの曙〉号の前に割って入り、盾たてとなる。

　たちまち火線が集中、当たりの良かった弾だん丸がんが機体の装甲に弾だん痕こんを刻んだ。サブセンサが破損して、スクリーンにノイズが走る、警告音が鳴り響ひびく中、Ｍ６は右手一本でライフルを構え直した。

（まずは、あいつから）

　右方向のボート上で敵兵がＲＰＧを構えたのを、達哉はめざとく発見した。Ｍ９や〈シャドウ〉の火器管制装置ＦＣＳならば人間もターゲットとして認識可能で、かつ武装から脅きよう威い度の順位もつけられるが、Ｍ６のＡＩでは不可能だ。オペレータ自身の判断で、優先度を決めねばならない。

　流れるような動きで、Ｍ６のライフルをそのボートに向ける。この距きよ離りなら正確な狙いをつけなくても、フルオートの弾幕で十分に捉とらえられる。ろくな装甲も施ほどこされていないボートなど、四〇ミリ弾なら簡単に木こっ端ぱ微み塵じんだ。

「もらった」

　トリガーを引く指に力をこめようとして──達哉は愕然とした。

　スクリーンの中で、目があったのだ。歩兵用のロケット弾を構えた武装ボートの乗員──自分と同じ年とし頃ごろの少年兵と。

（俺、何をしようとしていた？）

　寸前まで、ライフルのトリガーを引こうとしていた。

　一切の容よう赦しやなく、まるで機械のように正確な反応で、乗員ごと敵のボートを吹ふき飛ばそうとしていた。

　人を、殺そうとしていた。

「────あ」

　背筋が凍こおりつくような恐怖。

　今までの実戦とは違う、生身の敵兵。ＡＳの装甲に守られていない剥むき出しの姿が、達哉に改めて今の自分を突きつける。

（俺は、一体）

『何をしている！』

　アデリーナの声で、はっと達哉は我に返る。

　わずか一いつ瞬しゆんの葛かつ藤とう、だがあまりにも長い一瞬だった。達哉が慌あわててトリガーを引く間もなく、少年兵が撃うったロケット弾がＭ６を捉える。

『タツヤ!!』

　アデリーナの叫さけびも虚むなしく、大破したＭ６は横転した。




「やった、やったぞ！」

　武装ボートの船上で、ロシェは熱に浮うかされたように叫ぶ。

　自分が撃ったちっぽけなロケット弾が、あのＡＳに、したたかな一いち撃げきを与あたえたのだ。

　腹の底から湧わき上がってくる愉ゆ悦えつ。だが、Ｍ６はまだ死んでいない。無様な動きで、河中から身を起こそうとしている。

　とどめを刺ささねば。

　使い捨ての発射筒とうを放ほうり投げたロシェは、新たなるＲＰＧを手にＭ６を照準する。

「ヌール兄の敵かたきだ！　くたばれ！」




「どういうことだ！」

　通信機を手に、ベルトランは叫んだ。

「貴様が社長!?　そして、救きゆう援えんだと!?　一体何を企たくらんでいる!!」

　日頃の冷静な態度──旧友の死を目にしても崩くずれなかったそれをかなぐり捨て、通信機に向かって吼ほえる。

「待て、まだ話は──くそ!!」

　一方的に切られた通信機を床ゆかに叩たたきつけると、そのままベルトランはテントから飛び出した。

「待ちなよベル。一体全体、何があったって言うんだい？」

「……求む、情報共有」

「緊きん急きゆう事態です」

　ダニエラやサミーラの問いにも脚を止めず、ベルトランは答えた。

「私も、現場に行かねば」




「ところで今さらながら思ったんですけど、これって釣つりと言うよりは地引き網あみみたいなものですよね」

「むしろ電気やダイナマイトを使った乱らん獲かくのような気もしますわ」

「……言われてみれば、確かにそうだな」




　閉ざされた達哉機のコクピットに、新手の警報が響く。

「こ、今度は何だ!?」

　Ｍ６のレーダーが捉えたのは、九時方向から急速接近する飛行物体の反応だった。距離五〇〇〇──四五〇〇──四〇〇〇──

　慌ててメインカメラを向けた達哉は、スクリーンに映った上空の光景に、自身の苦境も忘れて目を剥いた。

　三機のＡＳが、空中を飛んでいた。

　機体の背部では、巨きよ大だいなブースターユニットが轟ごう然ぜんと唸うなりを上げていた。ロケットエンジンの推力と主しゆ翼よくの揚よう力りよくに物を言わせ、強ごう引いんに上空を突とつ貫かんしている。

　ＸＬ─２緊急展開ブースター。ＡＳを四〇キロ先まで射出することが可能な、使い捨てロケットだ。達哉も実物を見るのは初めてだった。

　通常のエアボーンやヘリボーンよりもはるかに迅じん速そくな兵力展開が可能なものの、一部の特とく殊しゆ部隊でしか運用されていない極きわめて『贅ぜい沢たくな』装備である。

　泡あわを食った共和国軍のＡＳが反応する暇ひまもなく、三機のＡＳはロックボルトを開放し、ＸＬ─２を切り離はなした。

　パラシュートが開く。急制動。減速しきるのをまたずにパラシュートを切り離し、高度およそ一〇〇メートルから自由落下に移る。見事な降下の手て際ぎわだった。

　一機は左岸、一機は右岸、そして最後の一機は河面かわも──横転した達哉のＭ６のすぐ間近に、それぞれ着地した。激しい水しぶき。グレーに塗と装そうされた機体の肩かたには、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のエンブレムが描えがかれている。

「エ、Ｍ９……いや、こいつはまさか」

　初めて目にする機体に、達哉は喘あえぐ。

　機体の基本構造自体は、確かにＭ９の系列機に違ちがいない。だが鋭するどく絞しぼりこまれたシルエットや俊しゆん敏びんな機動マニユーバは、今まで達哉が見てきた従来のＭ９とは一線を画している。

　Ｍ９Ａ２──通つう称しよう〈エンハンスド・ガーンズ〉。高性能化が進む各国のＡＳに対応するため、Ｍ９本来のコンセプトに立ち返って運動性・ステルス能力を強化した、最さい新しん鋭えいモデルだ。

『バカな、まだＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．では〈エンハンスド〉を導入していないぞ。それが、なぜだ？』

　通信機から、アデリーナの驚おどろく声が聞こえた。

　同時に目の前の〈エンハンスド〉が動いた。左右の腰よう部ぶターレットに装備された砲ほう身しんの先せん端たんから、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが武装ボート目指して迸ほとばしる。

〈ビアー〉火か炎えん放射器。対ＡＳ戦でこそ効果が薄うすいものの、非装そう甲こう目標や歩兵の掃そう討とうには絶大な効果を発揮する兵器だ。

　炎えん上じようしたボートから、火だるまになった兵士が悲鳴を上げながら転げ落ちる。燃え続けるゲル状の混合燃料が水面を覆おおい、河そのものが炎に包まれているようだ。

『退ひくぞ!!』

　アデリーナのＭ６が動けない達哉機を抱かかえ、陸上へと退たい避ひする。炎と黒こく煙えんがくすぶる中、それを見ていた〈エンハンスド〉の頭部で、バイザー状のメインセンサが明めい滅めつした。

　まるで、達哉たちを嘲あざけるように。

　エンジンや弾薬に引火し、次々と武装ボートが吹き飛んでいく。火だるまになった兵士の中には、先ほどまで達哉を狙ねらっていた少年兵もいた。

『制圧』




　左岸に着地した〈エンハンスド〉も、共和国軍のただ中で嵐あらしのように荒あれ狂くるっていた。

　両手に構えた大型の単分子カッターが唸るたび、まるで草でも刈かるように〈ミストラル２〉がなぎ払はらわれていく。

　機体の性能差を考こう慮りよしても、尋じん常じような腕うでではない。四方八方を囲まれた乱戦の中、完かん璧ぺきに無む駄だを省いた動きで敵の火線から身をそらしつつ、刃じん圏けんに捉えた〈ミストラル２〉は一ひと太た刀ちで確実に無力化している。

　一〇機近い〈ミストラル２〉が沈ちん黙もくするまで、一分とはかからなかった。

『制圧』




「全機撤てつ退たい!!　密林に逃にげこめ!!」

　自分の部隊が瞬しゆん時じに壊かい滅めつする様を見せつけられながら、ハシェムは血を吐はくような声で絶ぜつ叫きようする。

（はめられた）

　焼けつくような焦しよう燥そうと怒いかりは、何よりもまず自分自身に向けられていた。

　米軍の輸送部隊というエサにまんまと釣られて、貴重なＡＳ部隊の全力をさらけ出し、挙げ句の果てがこの様ざまだ。

　自分たちは猟りよう師しのつもりだったが、間ま抜ぬけな獲え物ものに過ぎなかったのだ。

「少しよう佐さも早く!!」

「いいから先に行け!!　ここは俺が──」

　食い止めると言う間もなく、ハシェムの〈ミストラル２〉は、正面から無む慈じ悲ひなまでに精密な射撃を浴びる。〈ミストラル２〉の装甲は第二世代型ＡＳとしては高めだが、それでも四〇ミリ弾の掃そう射しやに耐たえられるはずもない。

　蜂はちの巣にされた装甲。全身の駆く動どう系が誤作動を起こし、断だん末まつ魔まのダンスを踊おどる。

　ずたずたに引き裂さかれたコクピットでハシェムが最さい期ごに見たのは、〈エンハンスド〉によって容赦なく殲せん滅めつされる部下の機体だった。

『制圧』




「何だってんだ、一体」

　中破したＭ６のコクピットからようやく抜け出し、達哉は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。事態の急展開に、全くついていけない。

『要するに私たちは、撒まき餌えに使われたということだ』

　答えるアデリーナの声は、ひどく苦い。

『これみよがしな「重要物資」とやらを敵の鼻先で動かして見せ、食いついたところを予備の戦力で殲滅する。狙いは、共和国軍が温存していたＡＳ部隊か』

　そのままアデリーナのＭ６は、辛かろうじて無事だった〈レテの曙あけぼの〉号を向く。

『積み荷とやらも空っぽだろう。違うか!?』

『本当に、おたくら知らなかったのかイ？』

　答えるホー船長の声は、逆にこちらをいぶかしんでいた。

『てっきり演技を徹てつ底ていさせているだけだと思ってたんだけド？　おたくら、味方同士なんだロ？』

『味方だと……味方などであるものか！』

　アデリーナは〈エンハンスド〉の一機をにらみつける。

『一応、今の俺はお前たちのボスということになっているのだがな』

「────!?」

　その声に、達哉は心底から驚きよう愕がくし、同時に戦せん慄りつした。

　片膝ひざをついた〈エンハンスド〉のコクピットハッチが開き、オペレータが姿を現す。どこか眠ねむそうな顔立ちと引き締しまった逞たくましい体たい躯くを持った、四〇代半ばの白人男性──

「ステファン・イリイチ・ミハイロフ……」

『この手口、やはり貴様だったか!!』

　叫さけぶなりアデリーナのＭ６は、ミハイロフにライフルをつきつけようとした。その瞬間、残る二機の〈エンハンスド〉が動く。

　瞬時に間合いを詰つめた一機が、単分子カッターでＭ６のライフルを叩き斬きった。もう一機の砲ほう門もんは、正確にＭ６のコクピットを狙っている。

『これ以上そちらが動くのだったら、僕も容よう赦しやはしないよ』

『わたくしとしましては、その方が好みですけど』

〈エンハンスド〉の機体から響ひびく声は、聞き覚えのある少女と少年のものだ。

「菊きく乃の、それに旭あきらか」

　高まった緊きん張ちようが、弾はじけるその直前──

『銃じゆうを引きなさい』

「ベルさん!?」

　通信機から響く声と同時に、輸送ヘリが姿を現す。ホバリングした機体からウインチで降りながら、ベルトランが無線機越ごしに呼びかけてきた。

『その〈エンハンスド〉のオペレータが、我が社の新社長です』

　苦い薬を、無理矢理に飲み下すような声と表情だった。アデリーナは、呆然と問い返す。

『何を言っているんだ、ベル？』

『ここは抑えなさい、いいですね』

『くっ』

　呻うめいたアデリーナのＭ６が、半はん壊かいしたライフルを下げる。三さん条じよう姉きよう弟だいの〈エンハンスド〉も、それにならった。

　それを確かく認にんしたミハイロフが、縄なわばしごを伝って地上に降りる。いくら二機のＭ９が護衛についているとはいえ、大した胆たん力りよくだ。

「とりあえず機体から降りてもらおうか。社員同士がＡＳ同士でにらみ合いなど、外聞が悪いだろう」

　ミハイロフは上空を見やる。ベルトランが同乗していたヘリは、アメリカ軍のエンブレムをつけていた。

「それとも、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の看板に傷がついても構わないと？」

『く……』

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の名前を出され、アデリーナは小さく呻く。そのまま彼女のＭ６は片膝をついた。




　ヘリから降りてきたのは、アメリカ兵の一隊だった。指揮官らしい将校が、ミハイロフの姿に鼻を鳴らす。

「大した手て際ぎわの良さだな。さすがに悪名高いテロ屋なだけはある」

「これは我が社とそちらとの契けい約やくに則のつとった、合法的な業務だが」

「ふん、あくまで今回はな」

　ひどく不ふ機き嫌げんそうな様子で、指揮官は部下たちと戦場の調査を始める。ミハイロフたちにも達哉たちにも、それっきり見向きもしない。

　結果、放置される形になった第三班は、生身でミハイロフたちと向き合うことになる。

（こいつら……）

　達哉は無言のまま、探さぐりを入れるようにミハイロフたちを観察する。ミハイロフ自身はともかく、姉弟はひどくやる気がなさそうだった。

　菊乃は物もの憂うげな仕草で長い黒くろ髪かみをかき上げ、旭は不機嫌そうにそっぽを向いている。

「やはり、貴様か」

　まず口火を切ったのは、アデリーナだった。

「貴様が社長をあんな目に遭あわせ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を乗っ取ったというのか」

「後者はともかく、前者は違うな。あいにくと俺も、つまらん尻しりぬぐいを押しつけられた口だ。雇やとわれの身では、スポンサーには逆らえん。大体──」

　淡たん々たんとした声で、ミハイロフは答える。

「──俺なら、あんなヘマはせんよ。標的は確実に仕留めている」

「黙だまれ！」

　アデリーナが激発する寸前、それに先んじて菊乃が動いた。ぬるりとした踏ふみ込みで瞬時に間合いを詰め、アデリーナの手首を握にぎる。

「貴様──」

「退いてくれませんか、アデリーナさん」

　ただそれだけでアデリーナの仕草を制しながら、菊乃はアンニュイなため息をつく。

「こんなつまらない諍いさかいで、あなたとの縁えんを終わらせたくないのです」

「ふざけたことを」

　歯は噛がみするアデリーナ。その様子に、カルロスやユースフも殺気だつ。

「おいこら、何を調子こいてんだテロ屋ども」

「離はなれよ」

「おいおい、突つっかかってきたのは彼女の方だろう」

　含ふくみ笑いで答えながら、今度は旭が割って入った。

「どけ！　此こ度たびは機体の半身を抉えぐるだけではすまぬぞ！」

「ああ、怖こわい怖い。これからは同じＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の仲間なんだし、仲良くしようよ、仲良くさ」
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「仲間だと!?　貴様らのような輩やからと組む気など毛頭ない！」

「へえ、君はこういうのが好きだと思ってたんだけどな。昨日の敵は今日の友とか、子供向け漫まん画がのお約束ってやつじゃなかったっけ？」

「戯ざれ言を！　誰だれが無法の賊ぞく徒とと肩かたを並べられようか！」

「ユースフの言うとおりだ」

　右手首を巧たくみに捻ひねって菊乃の拘こう束そくを振ふりほどき、アデリーナはミハイロフをにらむ。

「ミハイロフ、わたしが貴様に従うことなど、絶対にない！」

「つまり、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を辞めると？」

「マオ社長のいないＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．など、わたしにとって無意味だ。留とどまる理由などない。しかし──」

「しかし、何だ？」

「ここは退く。だがミハイロフ、お前がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の名を奪うばい、汚けがしたことは忘れん。絶対にな」

「覚えておこう」

　まるで歯し牙がにもかけず、ミハイロフはアデリーナをあしらっている。

「まあ！」

　それを聞いた菊乃が声を上げる。

「聞きまして、達哉さん？　ひょっとして、あなたも同じ意見なのでしょうか？」

「あ、当たり前だ」

　正直、目の前の菊乃は怖いが、それでもきっぱりと答える。

「お、お前らみたいなテロ屋と、一いつ緒しよに──」

「素す敵てきです！」

　達哉の言葉は、菊乃の歓かん声せいで断ち切られた。

　潤うるんだ瞳ひとみ、バラ色に上気した頬ほお。今までの物憂げな態度はどこへやら、陶とう然ぜんとした甘い声で菊乃は達哉に語りかける。

「嬉うれしいですわ、達哉さんにアデリーナさん。お二方ともあくまでわたくしたちの敵でいてくださって」

「サンジョウ・キクノ、貴様は──」

「そうでないと、約束を果たせませんもの。達哉さんにわたくしの初めてを捧ささげ、アデリーナさんを法ほう悦えつに導くという約束が」

　その艶なまめかしい笑えみに、達哉の背筋をぞくりとした震ふるえが走り抜ぬけた。

「楽しみにしていますよ、お二人とも」








第二話　わかれ道









　　　　１




　市いち之の瀬せ由ゆ加か里りが目を覚ましたのは、目覚まし時計が鳴る三〇秒前だった。

「さむい……ねむい……」

　時刻は一二月の朝六時。由加里は布ふ団とんにくるまったまま小こ柄がらな体を丸め、左右にごろごろ転がる。

（うう、あと五分くらいは寝ねていたい──ってダメ！）

　二度寝の誘ゆう惑わくが由加里を堕だ落らくさせようとささやき続ける。だがここで屈くつしてしまえば、一家の主婦役は勤まらない。

「うーん、そいやあっ!!」

　大おお仰ぎような気合と共に布団を蹴け飛とばす。たちまち寒気が襲おそいかかってくるが、ここはぐっと我が慢まんのしどころだ。

「ふわあ」

　窓のカーテンを開き、由加里は小さく声を上げた。

　鉛なまり色いろの空から、はらはらと雪が降っている。裏手に広がる土場は、下りた霜しもで真っ白になっていた。

「お父さんたち、大だい丈じよう夫ぶかなあ」

　父の俊とし之ゆきが社長をしている市之瀬建設は、最近は夜間工事の現場が続いている。まだ雪は積もっていないとはいえ、この寒さは辛つらいだろう。

「何か、温かいものつくってあげないと……」




　陣じん代だい高校の制服に着き替がえて顔を洗うと、だいぶ頭もしっかりしてきた。制服の上からエプロンを身につけ、由加里は台所に向かう。

「さーてと、ご飯ご飯」

　まずは、炊すい飯はん器を確認する。昨夜にセットしたタイマーは正確に作動していて、熱い蒸気を噴ふき上げている。後一〇分もすれば炊たきあがるだろう。

　続いてヤカンでお湯を沸わかそうとして室内を何気なく見回し、由加里は素すっ頓とん狂きような声を出した。

「うひゃ!?」

　台所から続きになっている居間の片かた隅すみに、兄の達たつ哉やがいた。明かりもつけないまま、暗がりの中で、両膝ひざを抱かかえてうずくまっている。

「も、もう、脅おどかさないでよお兄ちゃん。いるならいるって言ってよね」

「ん、ああ」

　どきどきする胸を押さえて文句を言うが、達哉は気のない返事しかしない。

　ため息をついた由加里は、動こうとしない兄に代わり、居間に上がって蛍けい光こう灯とうのひもを引っ張る。

「ずいぶん早いね」

「まあな」

「ひょっとして、また眠ねむれなかったの？」

「別に──」

　それだけ言うと、達哉は目を逸そらした。

（やっぱり、昨日の晩も眠れなかったんだ）

　そんな胸の思いを表情には出さないよう、由加里は意識して笑え顔がおをつくった。

「ちょっと待っててね、すぐ朝ご飯にするから」

　つとめて明るい態度をとりながら、由加里は台所に戻もどって冷蔵庫の扉とびらを開く。

「あったあった」

　お目当ての品を見つけ、由加里はにっこりと笑う。

　まず取り出したのは、北陸の親しん戚せきが送ってくれた新あら巻まき鮭ざけだ。使いやすいよう切り身にして冷れい凍とう保存しているのだが、ビニールに入れたアラがまだ残っている。

　続いて、近所の小料理屋──達哉の幼おさな馴な染じみである楓かえでの家──からもらった酒さけ粕かすを出す。取引先の造り酒屋からのもらい物を、お裾すそ分わけしてくれたのだ。

　さらにニンジン、大根、ゴボウに、作り置きしていた昆こん布ぶダシ、あと味み噌そ──問題ない、具材はみな揃そろっている。

「今朝は粕かす汁じるだからね」

「……ん」

「美お味いしくって温まるよ」

　聞こえているのか聞こえていないのか、返ってきたのはやはり生返事だった。どうにも張り合いがない。

「さてと……」

　気を取り直して調理開始。

　鍋なべでダシを温め直しながら、次々と切りそろえた具を放ほうりこんでいく。半月切りのニンジン、イチョウ切りの大根、大きめのささがきにしたゴボウ、乱切りにした鮭。
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「はい、どうぞ」

「……ん」

　その合間にヤカンのお湯が沸いたので、達哉のためにお茶を淹いれる。だが達哉はこたつに置かれた湯飲みにも急きゆう須すにも手を伸のばさず、じっとしていた。

（またかあ）

　由加里は小さくため息をつく。最近の達哉は万ばん事じがこういう調子で、覇は気きというものが全く感じられないのだ。

（いつになったら、元気を出してくれるのかな）

　そう心配しながら、由加里はダシ汁じるで酒粕と味噌を溶とき伸ばし、鍋に加えていく。新巻鮭からかなりの塩気が出ているので、味噌の量は慎しん重ちように。

　小皿で味見し、ぐっと握にぎり拳こぶしをつくる。

「うん、いい味」

　そのまま居間の達哉を振ふり返り、由加里は言った。

「ご飯よそうぐらいは自分でやってね」

「……ん」

　あいかわらずの生返事だが、のろのろと達哉は動き出した。茶ちや碗わんを取り出し、炊飯器からご飯をよそう。

　量は少ない。本調子なら朝から丼どんぶり飯めしを食いかねない達哉なのに、茶碗のご飯は精々七分目といったところだ。

　何も言わないまま、由加里は手て際ぎわよくネギを刻み、粕汁を注ぎ分ける。漬つけ物もののタッパーや自分の茶碗・湯飲みと共に、お盆ぼんで居間まで運んだ。

「ほら、食べよ。いただきます」

「……ん」

「さっきから『ん』しか聞こえないんだけど」

「……いただきます」

　達哉もさすがに、ばつが悪そうな様子で手を合わせた。そのまま気のない様子で、粕汁に口をつける。

「──うまいな」

「でしょ」

　ようやく達哉が見せた反応に、由加里は顔をほころばせた。

「ちょっと味が濃こすぎる気もしたけど、どうかな？」

「疲つかれて帰ってくる親父おやじのためのもんだろ。ならこれくらい濃い方がいいだろうさ」

「うん、やっぱりそうかな」

　今朝になって初めての会話らしいやり取りに少しほっとしながら、由加里は少し真ま面じ目めな表情をつくった。

「あのね、お兄ちゃん」

「どうした？」

「その──」

　手をぎゅっと握り、勇気を振り絞しぼる。

「か、会社をクビになったからって、そんなに落ちこまなくていいと思うの！」

「クビじゃねえよ」

　不ふ機き嫌げんそうに達哉は唸うなる。

「俺はな、自分からＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ドムスを辞めたんだよ。いいか、断じてクビになったんじゃないぞ、断じてな」

「でもお兄ちゃんってＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．じゃ見習いだったんだし、クビとか辞めるとか以前の問題だよね」

「────む」

　痛いところを衝つかれたのか、達哉は言葉に詰つまる。

「試用期間で仮採用を打ち切られたとか、そんな感じ？」

「だから俺の方から辞めたって、何度言えば──」

「就職に失敗したのは事実でしょ」

「……ふん」

　そのまま達哉は不機嫌そうにそっぽを向く。まるですねた子供のような、大人げない態度だ。

「もう、お兄ちゃんったら」

　由加里はため息まじりに、自分が食べ終わった空の茶碗や湯飲みをお盆の上に片付け、席を立つ。

「食べ終わったら、ちゃんと流しまで運んでね。それともう七時半だよ。遅ち刻こくしないように急ぐこと」

「分かった分かった」

　手早く洗い物を片付けながら、由加里は少し反省する。

（ちょっと、言い過ぎちゃったな）

　だがそれでもさっきの会話では、久しぶりに普ふ段だんの達哉とのやり取りを思い出せた。ひょっとして、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の話題だったからだろうか。正直、ほっとしている自分がいる。

　だが台所から出る前に居間を一いち瞥べつした途と端たん、そんな気持ちはあっという間に霧む散さんしてしまった。一人になった達哉は、また暗い目でテーブルにもたれていたのだ。

　結局は、振り出しに戻っただけなのかもしれない──そんな徒労の思いに加えて達哉の気持ちが伝染したのか、何だか由加里まで暗く落ちこんでしまう。

「早く、元気になってよ……」

　小さなつぶやきが、一言だけ漏もれた。




「じゃあ、行ってきます」

　実家である小料理屋『わくい』の裏口から外に出て、牧まき島しま楓は挨あい拶さつした。

「行ってらっしゃい」

　店の奥から響ひびいてきた母の声に送られ、楓は踏ふみ出す。狭せまい裏庭の霜しも柱ばしらを踏み潰つぶすたびに、しゃりしゃりと音が立った。

　粉雪の舞まう曇くもり空の下もと、吐はく息は白い。吹ふきつけた北風に、楓は制服とコートに包まれた体を震ふるわせる。

「もう、冬本番か」

　独りごちながら楓は、すっかり葉の落ちた並木道を陣代高校へと急いだ。コートのポケットから単語帳を取り出し、チェックする。

　受験はもう、すぐそこまで迫せまっているのだ。たとえ一分一秒とはいえ、無む駄だにはできない。

「おはよー、楓」

「おはよう」

　校門が近づくにつれ、生徒の数も増えてきた。クラスの友人たちと挨拶を交かわすが、ほとんど皆みんなが楓と同じく、単語帳や参考書と向き合っている。

　ついこの間までは、校門前で友人たちとドラマやファッションの話で気楽に盛り上がっていたのに、ずいぶんと変わったものだ。

　そんな時の流れを感じながら、ふと楓は単語帳から顔を上げる。前方の人ひと混ごみの中に、よく見知った後ろ姿を見つけたのだ。

　幼おさな馴な染じみの達哉が、自転車を押しながらのろのろと歩いていた。

「おはよう、タッくん」

「……ん、ああ──おはよ」

　小走りに駆かけ寄り、そう声をかける。生返事しながら振り返った達哉は、楓の顔と手の単語帳を交こう互ごに見やる。

「車にはねられても知らねーぞ」

「う」

　もっともな指し摘てきだった。

「タ、タッくんと違ちがって、私は受験生なんだからね。時間は有限で貴重なんだから、ちゃんと効率よく使わないと」

「……そうか」

「ああでも、とろとろ道を歩きながら単語帳めくるくらいなら、とっとと学校に急いで教室で参考書でも開いた方が、よっぽど頭に入るのかな」

「……かもな」

「でも、それはそれ、これはこれってものよね、うん。なんて言うか、そう、心構えとか気の持ちようとか、そういう話なんだし」

「……だろうな」

「とは言ってもこれじゃ、全然効率的じゃないよね──ってタッくん」

　気のないおざなりな相あい槌づちを返す達哉を、楓は半眼で見やった。

「……なんだよ？」

「なにその生返事、つまんないの。なんだかお地蔵さんに話しかけてるみたい」

　楓の言葉に、達哉はつと目をそらした。

「悪い」

　小声でもごもご謝った達哉が、押していた自転車に乗った。

「就職を取り消されてがっかりなのは分かるけど、あんまり落ちこんでばっかりいるのはよくないよ」

「分かってるって。じゃあ、先に行ってるから」

　それっきり振り返りもせず車道の隅すみを走りながら、達哉は学校へ向かう。その背を見送りながら、楓はつぶやいた。

「本当に、らしくないよ──タッくん」




　一二月も半ばともなれば、高校教師は、一ひと月つき後ごに迫ったセンター試験の準備に余念がない。やや緩ゆるめでのんびりとした校風で知られる都立陣代高校であっても、それは例外ではなかった。

　そんな忙いそがしい時間の一部を割さき、三年三組担任の小お野の寺でら孝こう太た郎ろうは、厄やつ介かいな生徒への進路面談をしていた。

「んで結局、就職はご破算ってことか」

「はあ……」

　昼休みの職員室、気のない声で答える達哉を、小野寺は半眼でにらむ。

「で、どうするつもりなんだよお前は？」

「当初の予定通り親父の会社に潜もぐりこみますよ。幸いと言うか、まだ首の皮一枚で倒とう産さんは免まぬがれてますし」

「そうなるか……そうなるよな……」

　少し考えた小野寺は、ペンでこつこつと机を叩たたく。

「なあ、やっぱりお前、大学に行く気はないか？　今年度は無理でも、一いち浪ろうして目指してみるとかさ」

「またその話っすか」

「何度も言うが正直、お前の英語力はもったいないんだよ。通訳とか翻ほん訳やくとか、そういう進路もあるわけだしな」

「…………」

「家業を継つぐのが悪いってわけじゃない。だがなあ、あんまり自分の未来や可能性を狭せばめちまうってのはどうだ。若いうちは色々と自分を試ためしてみるってのも、いいんじゃないのか？」

「……よしてください、オノＤ」

　達哉は笑おうとして失敗したような、奇き妙みような形に表情を歪ゆがませる。

「市之瀬？」

「なんつーか俺、分相応ってもんが分かりましたから。あんまり欲張ったり上を目指したりせず、身の丈たけにあった生き方を選びたいんです」

「おいおい」

　じっと達哉の顔を見やった小野寺が、深々とため息をつく。

「──確かにお前がそう決めたんなら、俺がこれ以上どうこう言う筋合いじゃないけどな。行っていいぞ」

　そう言って小野寺がひらひら手を振ふると、達哉は軽く頭を下げた。

「失礼します」

　そのまま早足で、職員室を後にする。閉とざされた扉とびらを見やり、小野寺は軽く肩かたをすくめた。

「何を無理して取り繕つくろってんだよ。らしくねーぞ、市之瀬」




　センター入試を間近に控ひかえ、三年三組の教室は、ぴりぴりした緊きん張ちように包まれている。

　目を血走らせて、参考書と格かく闘とうする者。疲ひ労ろうや睡すい眠みん不足が限度を超こえたのか、机に突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てる者。あそこで漫まん画がを読んでいる生徒は推すい薦せんが決まっているのか、それとも自や棄けを起こしたのだろうか。

（大変だな……みんな）

　そんなクラスメイトたちをまるで他ひ人と事ごとのようにながめながら、達哉は内心でつぶやいていた。

　楓や武たけ村むら健けん司じという、達哉と特に仲のいい友人たちも受験生だ。

「ねえタッくん、今年のおせちもうちの店でいいのかな？」

「そうだな。多分そうなると思うけど、一応は由加里に聞いておくよ」

「分かった。それじゃ私、先に帰るね」

「おう」

　放課後もこんな感じになることがほとんどで、三人で一いつ緒しよに帰ることもなくなった。

「あのさ──」

「どうした？」

「ううん、何でもない」

　どこか心残りな様子で教室を出る楓の背中を、達哉はぼんやりと見送る。と、それを見計らったかのように、健司が近づいてきた。

「市之瀬、ちょっといいかな」

「え？」

　健司にそう切り出され、達哉は少し驚おどろいた。

「俺は別にいいけど、お前は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「そんなに時間は取らないさ」

「そうか、なら──」

　楓に声はかけないのか？──と聞きかけて、達哉は言葉を止めた。

　わざわざ教室から彼女が出てから、声をかけてきたのだ。その意味くらいは、達哉にも見当がつく。

（サシの話がしたいってことか）

　そう察し、軽くうなずく。

「行こうか」




　夕暮れの河か川せん敷じきは、意外なほど賑にぎわっていた。

　犬の散歩で立ち寄った主婦に、土手の上でランニングをしている中高年、三角ベースの野球を楽しんでいる小学生もいる。

「ほらよ」

「ん、サンクス」

　健司から缶かんコーヒーを受け取り、達哉は枯かれた芝しばの上に腰こしを下ろした。

「野球か。三人で神じん宮ぐうに行ったのっていつだっけ？」

「今年のオープン戦だろ。楓が店の常連客から内野席のチケットをもらってさ。もうずいぶん昔な気がするな」

「はは、まだ一年も経たってないじゃないか。年寄りくさいよ」

「うるせえっての」

　男同士の気の置けない会話だからか、変に気を遣つかわれないのがよかったのか、不思議と会話はすらすら続いた。

「そういや市之瀬がメガホンで、飛んできたファウルのボールをキャッチしたのもあの時だっけ」

「おお、あれは我ながら見事なファインプレイだった」

「まったく、あの時のお前の得意げな顔ときたら」

「いいじゃないか、周りの客も一緒に盛り上がったんだしよ。って──」

　噂うわさをすれば何とやら、三角ベース野球の方からファウルボールが転がってきた。拾い上げた健司は、座ったまま無造作に投げ返す。

　きれいな放物線を描えがいたボールは、あわてて駆け寄ってきた小学生へと正確に届いた。驚きながらも、その小学生は礼を言う。ラグビー部を引退してもう半年近いのに、中々のコントロールだ。

「さすがだな。ラグビー、大学でも続けるのか？」

「そのつもりだよ。志望校もそのつもりで選んだし。模試じゃＣ判定だから、頑がん張ばらないといけないけど」

　軽く肩を回しながら、健司は言った。

「やっぱ実業団とか、そういうの目指してるのか？」

「……それはちょっと難しいだろうね。中学のころから六年もやってれば、自分の才能くらい見えてくるよ」

　答える声は静かだったが、達哉は少しばかりバツが悪くなった。

「そっか」

「難しいとは言っても、諦あきらめるつもりはないよ。後四年、石にかじりついてでも頑張ってみるさ」

　土手に寄りかかり、健司は言った。

「それが、今の僕の目標だ」

「目標か……」

　何気なく答えた達哉を、健司は細い眼でじっと見やる。

「市之瀬、今のお前に目標ってあるのかい？」

「目標、ねえ……」

　少し考える振りをした後、達哉は大おお仰ぎような仕草で肩をすくめた。

「決まってた就職先がパーになっちまったからなあ。ま、振り出しに戻もどるっていうか、夏休み前と同じさ。家の会社に入って、ぼちぼちやってくよ」

「それは違ちがうだろ」

　達哉に、健司はきっぱりと言う。

「夏のころのお前には、家の会社に入って家業を立て直す──そういうちゃんとした目標があっただろう」

「それは、今だって変わらないさ。会社をクビになったことで、自分の身の程ほどってものがよく分かったしな」

　学校の職員室で小野寺に語ったことを、達哉は繰くり返す。

「ま、これからは汗あせまみれで地道にこつこつ働くよ。それが人生ってものだろうし」

「本当に、そうか？」

　吹ふき抜ぬけた冬の風が、枯れた芝草をなぶる。

　身を起こした健司は、うつむきがちの姿勢で言葉を続けた。

「うまくいえないけどさ、僕には今のお前が、ひどく宙ぶらりんに見えるんだよ」

「どういう意味だ？」

　達哉の問いには答えないまま、健司は空を見上げていた。

「お前と会って、もう三年だよね」

「ああ」

　いきなり変わった話題に達哉は戸と惑まどいながら、ふとこれまでの高校生活を思い返した。

　幼おさな馴な染じみの楓とは違い、健司との付き合いは高校に入ってからだ。最初に話したのは一年の教室で席が近かったという、そんなごくありふれた理由だった。

「色々あったよな」

　一年の夏には花火大会で酔よっぱらいに絡からまれ、殴なぐり合いのケンカに巻きこまれたこともある。二年の秋では丹たん沢ざわのハイキングで楓が足をくじき、二人で交こう互ごにおんぶしながら山を下りた。

　毎年の都大会では、声をからして健司たち陣代高ラグビー部を応おう援えんした。最後の大会で準決勝敗退となった時は、我がことのように涙なみだが出た。

「この三年で、お前には何度も驚かされたよ」

　健司のつぶやきが、ふと達哉を回想から引き戻す。

「特に今年になってからは、いきなりＴＯＥＩＣ[image: ]で九〇〇点とったり、海外の企き業ぎようからスカウトされたりね」

「結局、クビになったけどな」

「そういうことじゃないんだよ、市之瀬。そういうことじゃないんだ」

　憮ぶ然ぜんと答える達哉の前で、健司は首を振った。

「お前ってさ、一度こうと決めたら一直線、脇わき目めもふらずに突とつ貫かんしてやってのけるだろ。そういう爆ばく発はつ力というか、突とつ破ぱ力というか、そういうのがすごいと思うんだ。その会社だって結局、お前のそういうところを見込んだんだろ」

「……そうかもな」

　マオにスカウトされた時のことを思い出しながら、達哉は居い心ごこ地ち悪げに身じろぎする。

「何さっきからおだててるんだよ。背中がこそばゆくなっちまうって」

「別におだてているつもりはないよ。お前がそういうのに無自覚なところは、どうかと思うしね」

（陣校祭の時の、あれか）

　今年の文化祭の最終日、後夜祭のキャンプファイアーでのやり取りを、達哉は思いだした。

『そういう無神経なところ、無性に腹が立つんだよね』

　健司の言葉が、耳に甦よみがえる。

　あの時と違って、健司の表情は平静なままだ。だが達哉には、彼が言わんとすることが何となく予想できた。

「前にアデリーナさんや英研の香か山やまを引き合いに出したことがあるけど、そんな気持ちも分かるんだ。多分、僕も似たことを感じているのかもしれない」

　悪びれずに、健司は認めた。

「凡ぼん才さいの身としては正直、できるやつが何もせずにくすぶっているのを見てると、何だかたまらなくなってくるんだよ」

「…………」

「親父おやじさんの家業を継つぐって言えば聞こえがいいけど、それって自分の才能から逃にげてるだけじゃないのか？」

「才能から、逃げる？」

　そうつぶやいた達哉が思い出したのは、つい先日のバリクでの戦せん闘とう──容よう赦しやなく生身の敵兵を撃うとうとした、自分自身の姿だった。

　確かに自分には、ＡＳアーム・スレイブを操縦する能力がある。そしてその技術は、今までも何度か達哉自身や仲間を助けてきた。

　だがその能力は、裏を返せば敵兵を殺し、その命を奪うばう力でもあるのだ。

「だとしたら、ろくなもんじゃねえよ、俺の才能なんて」

　頭をぼりぼりかきながら、吐はき捨てるように達哉は言った。

「大体もしその才能ってヤツがどうしようもなくくだらなくて、誰だれかを傷つけることしかできないなら、どうしたらいいんだよ？」

「え？」

　怪け訝げんそうに、健司が問い返す。

「どういうことだい、それ？」

「それは──」

[image: ]

　続けようとして、達哉は言葉に詰つまった。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での業務の内容を、今まで伏ふせてきたという負い目もある。だが何よりも、これ以上は説明しようがないことに、気づいてしまったのだ。

　今まで戦場で感じた恐きよう怖ふ、怒いかり、そして昂こう揚よう。それらを知らない健司に言葉だけを伝えても、自分の葛かつ藤とうや煩はん悶もんが理解できるとは思えない。

　半年前の自分でさえ、全く分からなかったのだから。

（何てこった）

　高校時代という、人生で最も多感で実りある三年間──それを共に過ごしたはずの友人との間に出来ていた、大きな断絶。それに気づいた達哉は、ひどく覚おぼ束つかない気分になる。

「どうした、顔色悪いぞ」

「ああいや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　辛かろうじてそれだけ言って、達哉はそのまま立ち上がった。すっかり冷めたコーヒーの残りを飲み干す。

「悪いけど、先に帰っていいか？」

　スポーツバッグを抱かかえ上げ、制服のズボンについた芝を払はらう。自分でも無茶苦茶な態度だと思うが、これ以上はこの話を続けられなかった。

「おい、大丈夫か？」

「ああ、家までなら歩ける」

「…………」

　それっきり、会話は途と切ぎれた。気まずい沈ちん黙もくの中、達哉は振ふり向かずに歩き始める。

「じゃあな」

　今の健司の顔を、見たくなかった。

　今の自分の顔を、見せたくなかった。




「ただいま」

　達哉が自宅に戻った時、時刻は六時を回っていた。

「おう、帰ったか」

「親父……」

　作業服姿をした父の俊之と、玄げん関かん先でばったり行き合う。

　夜勤の現場へと出発するには、まだ時間が早い。その前に事務所で、帳ちよう簿ぼのチェックでもするつもりだろうか。

「その…………」

「行ってくる」

　言葉が思い浮うかばずにそっぽを向いた達哉の肩かたを軽く叩たたき、俊之は外に出た。広い肩を寒気で軽く震ふるわせている。

（悪いな）

　達哉は心の中で、俊之にわびる。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を辞めて日本に帰ってきた日も、俊之は特に何も言わなかった。

『そうか』

　その一言で切り上げ、何事もなかったかのようにいつもの暮らしを続けている。

　それが単なる放任ではなく、気き遣づかいや信しん頼らいの産物であることくらいは、達哉にも分かっていた。

　だが──

「お帰りなさい」

　台所の扉とびらがひょっこりと開き、お玉を手にした由加里が顔を出した。何やら満面の笑えみを浮かべている。

「今晩はシチューだよ。何とスガモ屋さんで仕入れた、幻まぼろしの──」

「悪い、疲つかれてるからちょっと寝ねる。飯はいいから」

　そう一言だけ言って、達哉は自分の部屋へと向かった。




「お兄ちゃん──」

　達哉を見送り、由加里は深々とため息をついた。造った笑みは、もうごっそりと抜ぬけ落ちている。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を辞めて以来、達哉はずっとあの調子だ。

（でも──）

　それでも達哉が帰ってきてくれたことは、素す直なおに嬉うれしい。

　ふと由加里は、夏休みのことを思い出す。達哉を追って押しかけたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のキャンプと、そこで見たＡＳ同士の戦闘。

　身長一〇メートル近い鉄の巨きよ人じんが広大なフィールドを駆かけ巡めぐり、激しく砲ほう火かを交える。上空のヘリからそれを見ていた由加里は、達哉の〈シャドウ〉が発砲するたび、その轟ごう音おんに身をすくめていた。

　正直言って、怖こわかった。

　それがペイント弾だんを用いた模も擬ぎ戦だと知っていてもなお、ＡＳという存在は由加里の心に根源的な恐怖を残していた。

　アデリーナやマオたちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の人間には、達哉のことも含ふくめて色々と世話になった。本当に、よい人たちだと思う。だがその一方で彼女たちは、あのＡＳという怪かい物ぶつを手足のように操あやつるオペレータなのだ。

　だからそういう世界から達哉が離はなれてくれたことに、由加里は人知れず安あん堵どしていた。

　だがしかし、本当に──

（ううん）

　わき上がる不安を、由加里は押し殺す。

　今の達哉の態度は、ほんの一時のことだ。きっとすぐに元の兄に戻もどるのだと、自分自身に言い聞かせる。

「大丈夫だよね」

　自分の部屋に戻る前、兄の部屋を振り向く。静まりかえった扉の向こうからは、物音一つしていなかった。




　暗い部屋の中で、達哉は明かりもつけないまま膝ひざを抱えてうずくまる。

　日はとっくにくれているが、窓の外は薄うすぼんやりと明るい。エンジン音や胴どう間ま声ごえなども響ひびいてくる。市之瀬建設の面々が、今夜の現場の準備をしているのだろう。

「こら坂さか口ぐちぃ！　積み荷はきちんと固定しとけって言っただろうが!!」

「す、すいません社長！」

　騒さわがしいことこの上ない。自分はともかく、勉強中の由加里には邪じや魔まになっていないだろうか。

　やがて明かりは消え、ディーゼルの音も遠ざかっていく。ようやく、夜のくらがりと静せい寂じやくが戻ってきた。

「何をやってるんだろうな、俺」

　ぼやくような声が漏もれた。

　小声で家族に詫わびる。いや、家族だけではない。楓や健司、小野寺たちも、自分の態度を不ふ審しんに思い、心配しているだろう。

　自分が悪いことは分かっている。

　だが、それでも話せない。

　話したところで、分かってもらえるとは思えない。

　あの場所を──戦場のことを。

「…………」

　ＰＭＣという非日常の世界での日々は半年あまりであっけなく終わり、達哉はこの日本に──自分が生まれ育った日常の世界に戻ってきた。

　そう思っていた。

　そのはずだった。

（なのに、どうして）

　どうしても、戦場のことが忘れられない。

　マランパの闇やみ、バリクの密林、駆けるＡＳに飛び交かう砲弾、紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えん、そして散さん華げする兵士たち──

　そう言った諸もろ々もろが、全すべて鮮あざやかに脳のう裏りへと焼きついている。

　そしてその分だけ、今の日々が色いろ褪あせて見えた。

　何もかもがひどく薄っぺらく、ふわふわとしていて、まったく現実味が感じられない。家族や友人と話していても、何かが噛かみ合わず、時にひどく苛いら立だってしまう。

　自分がおかしいことくらいは分かっている。だがどうしても周囲と噛み合わず、空回りしてしまうのだ。

　その一方で戦場の情景だけは、時として圧あつ倒とう的なリアルで眼前に甦よみがえってくる。

　まるで体だけは日本に帰ってきても、心や精神はいまだあそこに残っているのではないか──そんな夢想すら、時々抱いだくことがある。

「俺は──俺は──」

　夜の中、達哉は一人孤こ独どくにたたずんでいた。
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　板張りの廊ろう下かは、ひどく寒かった。窓まど越ごしに見える小さな庭では、松が青々と葉を茂しげらせている。

「こちらへどうぞ」

　女将おかみの案内に従い、陸上自衛隊の下しも村むら悟さとる一等陸りく佐さは廊下を進んだ。用件が用件だけに、制服ではなく背広を身につけている。

「こちらの部屋でございます」

　突つき当たりの襖ふすまを、女将が開く。下村は身をかがめ、座ざ敷しきに踏ふみ入った。

　廊下とは裏腹に、座敷の気温は十分に暖まっていた。部屋の片かた隅すみには何と火ひ鉢ばちが置かれており、じりじりと炭火が燃えている。

「おう、久しぶりだね下村くん」

　妙みように明るい声が、下村を迎むかえた。

　先客は二人。用意されていた膳ぜんの前であぐらをかいている四〇絡がらみの男性と、その後ろに控ひかえる眼鏡をかけた物静かな女性だった。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、霧きりヶが谷や先生」

「先に始めさせてもらってるよ」

　燗かん酒ざけのお猪ちよ口こを手に、衆院議員霧ヶ谷大だい樹きは言った。その向かい側に、下村は腰こしを下ろす。すぐに、彼の分の膳が運ばれてきた。

　手て際ぎわの良さに、下村はむしろ不ふ機き嫌げんそうに言った。

「料りよう亭てい政治というヤツですかな」

「はは、ここはそういう大おお仰ぎような店じゃないよ」

　小さく笑った霧ヶ谷は、お猪口の中身を呷あおる。

「まま、とりあえず一いつ献こん」

　差し出されたお銚ちよう子しを、下村はむっつりと見やった。

「では、頂ちよう戴だいします」

　自分のお猪口で霧ヶ谷の酌しやくを受けると、こちらも一息に飲み干す。やや温ぬるめに燗された酒は香かおりが立っており、ふわりとした飲み心ごこ地ちだった。

　小さく吐と息いきを漏らし、お猪口を膳に戻す。

「ここは私の身内がやってる店でね。何を話しても外に漏れる気遣いはない。そこは安心してくれたまえ」

「けっこうですな」

　下村がそう答えると、霧ヶ谷の声の調子が不意に変わった。

「それで、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が言ってきたという話は本当かい？」

「本当です」

　うなずいた下村は、あらためてメールの文言を読み上げる。

「一二月××日現地時間二二時一七分──ＡＳ─１一号機二号機を動作試験のための移送中、不ふ慮りよの事故で輸送機が海上に墜つい落らくした。両機とも回収不能。なお極きわめて遺い憾かんながら、同機には恵比寿重工ＥＨＩから出向していた溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろう博士も同乗しており、生存は絶望視される──」

　淡たん々たんとした下村の言葉に、霧ヶ谷は無言で耳を傾かたむけている。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の体制刷新を受けて、ＡＳ─１関連契けい約やくの打ち切りと機体の返へん還かんを申し出たのですが、その矢先の出来事でした」

「いやはや、打つ手が早いというべきか、露ろ骨こつすぎると言うべきか」

　ネクタイを緩ゆるめながら、下村は言った。

「まさか預け先の首をすげ替かえて借りパクとはね。さすがにここまでされるとは思わなかったよ」

「同日の同時刻にＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．所有のヘリが事故で墜落していますが、これは偽ぎ装そうでしょう。完全に、予想外でした」

　抑おさえきれぬ悔かい恨こんの色が、下村の両目で揺ゆれている。

　頓とん挫ざしかけた純国産第三世代型ＡＳ開発計画を救うため、ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉の試作機をＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に委ゆだねて各種試験を行なうというのは、起死回生の一手だった。

　実際に綱つな渡わたりの連続ではあるものの、異機種間ＡＳ戦闘訓練ＤＡＣＴ等で得られた貴重なデータは、来きたるべき量産化に向けての大きな一助になっている。

　だが肝かん心じんのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．との契約自体が、国内外の批判をかわすため、霧ヶ谷と下村のラインで極ごく秘ひ裏りに進められたものだった。つまるところ、このような事態に陥おちいっても、日本政府として表立った抗こう議ぎができないのだ。

「表おもて沙ざ汰たになれば、君や僕の首程度じゃすまないだろう」

「この首一つで、溝呂木主任やＡＳ─１が戻ってくるならいくらでも腹を切りますよ。無む駄だ死じにをするつもりはありませんが」

「なるほど、まだ諦あきらめるつもりはないと」

「当然です」

「よろしい」

　ぽんと霧ヶ谷は膝を打った。

「僕の方でも、色々と調べてはいてね──加か賀が見みくん」

「はい」

　今まで無言で控えていた加賀見秘書が、数枚の書類を取り出す。

「これは？」

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の買収について、金の流れを追ったものだよ」

「ほう」

　手際の良さに感心しながら、下村は書類を受け取った。

「ずいぶんと手間取ったよ。様々な偽装ルートだの、ダミー企き業ぎようだのを噛ませていたからね。でもようやく、大元まで遡さかのぼれた」

　霧ヶ谷の言葉を聞き流しながら、下村は書類に目を走らす。その視線が書類の一角──正確には、そこに記された名前に止まる。

「こ、これは──」

　ジオトロン・エレクトロニクスＣＥＯ、ロバート・モーガン会長。

「どうだい、面おも白しろいだろう」

「何が面白いのですか、何が」

　辛かろうじて言葉を絞しぼり出し、下村は汗あせをぬぐう。

「しかもＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の新社長、これが何とＡＳ─１を狙ねらったテロ屋の親玉だそうじゃないか。さすがに名前は変えているみたいだがね」

「繋つながった、かもしれません。ジオ社が黒幕と分かれば、奪うばわれたＡＳ─１が運ばれた先にも見当がつきます」

「これは勘かんだがね、ここまで向こうがお膳立てしている以上、溝呂木くんも監かん禁きんされている公算が高いと思う。ＡＳ─１共々助け出したいものだが、ここから先は実力に訴うつたえるしか手段がないか」

　さらに声を低くしながら、霧ヶ谷は尋たずねる。

「一つ聞きたいが、自衛隊は動かせるかね、一佐。ここ最近で、そういった部隊もずいぶんと拡かく充じゆうしてるそうじゃないか」

「それは──」

　しばし考えた後、下村は首を横に振ふった。

「難しいでしょう。海外というだけならともかく、米国内での非公式な特とく殊しゆ作戦となりますと、さすがに」

「なるほど、やはり無理かね」

　とはいえ聞いた霧ヶ谷の方は、それほど困った様子はない。あくまでとりあえず聞いてみた、という様子だ。

「仕方がない。やはり外注になるか」

「外注、ですか？」

　怪け訝げんそうに言った下村に、霧ヶ谷はにんまりと笑った。

「色々調べていると言っただろう？　ちょうどいい人たちがいるじゃないかね。話の持って行きようでは、互たがいに協力し合えるはずだ。蛇じやの道は蛇へびというか、毒を食らわば皿までというか」

「それは、まさか……」

「ああ、君もよく知っている相手だよ」




　北米大陸の広大な平原を、舗ほ装そうされた路面が緩やかな地平線の向こうまで続いていた。

　カリフォルニア州の郊こう外がいを、一台のリンカーンが走っている。昼下がりのハイウェイには行き交う車も他には見えず、周囲には人家もない。

「わざわざ見送りは不要だったのだがな」

　リンカーンの助手席で、腕うでを組んだミハイロフはつぶやいた。

「申しわけありませんが、お送りせよとの会長のご指示ですので。ミハイロフ社長」

「ふん」

　運転手の型通りな言葉に、ミハイロフは鼻を鳴らした。

　今日のミハイロフは、ジオトロン社のモーガン会長と面談した帰り道りだ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長就任後に打った一連の工作が一段落したため、雇やとい主であるモーガンに直接の報告をしたのである。

　横目でミハイロフは、運転手の姿を見やった。ジオトロン社会長室付きの、ダリル・クラークという男だ。

　仕立ての良いスーツを着こなした三〇過ぎの白人で、一見してビジネスマン以外の何者にも見えない。だがミハイロフは血色の薄うすい痩やせぎすの横顔の下から、荒こう廃はいした暴力の臭においを嗅かぎ取っていた。

（同業者、それもあまり組みたくはない手合いだな）

　身も蓋ふたもない感想を抱いだきながら、ミハイロフはそういう人間を見送りにつけたモーガンの真意を推察する。単なる護衛か、何らかのプレッシャーをかけているつもりなのか、あるいは──

　だがその解答がもたらされることは永遠になかった。

　不意にクラークの体が、弾はじかれたように大きくのけぞる。弾ける頭ず蓋がい。撒まき散らされた血と脳のう漿しようが、後席を赤黒く汚よごす。

　そして、フロントガラスに刻まれたクモの巣状の弾だん痕こん。

　──狙そ撃げきか!?

　驚おどろくより先に、体が動いた。

　ミハイロフはクラークの死体を押しのけるようにしてハンドルを握にぎり、伸のばした足でブレーキを踏ふむ。コントロールを失ったリンカーンの車体を立て直し、芝しば生ふの分ぶん離り帯に突つっこませた。

　大きく弾はずんだリンカーンは、そのまま停止した。ボンネットが跳はね上がり、エンジンから白はく煙えんが濛もう々もうと立ち上る。

　と、身を伏ふせたミハイロフの眼前で、クラークのポケットから携けい帯たい端たん末まつの着信音が響ひびいた。スターウォーズのテーマ曲だった。

　少し迷った後、ミハイロフは死体のポケットから携帯を取る。あえて車内に伏せたりはせず、助手席に座ったままだ。捨て鉢ばちになったわけではない。もし自分も標的になっているのであれば、真っ先に撃うたれるのは自分だという判断からだった。

　電話の向こうからの声は、冷ややかな男のものだった。

『俺の女によう房ぼうを吹ふき飛ばしたのが、そこでくたばったクソ野や郎ろうだってのは分かっている』

　おそらく狙撃手と思われる男は、いきなりそう告げた。そのやり取りで、ミハイロフは男の素す性じようと目的をあらかた悟さとる。

『てめえもグルか、新社長さんよ』

「何のことか分からんな」

　そう答えた途と端たん、ミハイロフの手から携帯が跳ね飛んだ。足あし下もとに落ちた携帯の真ん中には、弾痕が穿うがたれている。

（角度からして、潜ひそんでいるのはあのサイロか）

　わずかに身を起こし、割れた窓から周囲を確かく認にんする。ミハイロフが目星をつけたサイロは、リンカーンからおよそ一キロほど離はなれた場所に建てられていた。そこから一発で携帯を撃ち抜ぬくとは、尋じん常じような腕ではない。

　すぐさま、今度はミハイロフの携帯が鳴った。

『なら、てめえの飼い主に伝えな。落とし前は必ずつけるってな』

「承知した」

　返答代わりに、またもや銃じゆう声せいが響いた。

　再び携帯が撃ち抜かれる。今度はミハイロフも意表をつかれた。どうやら狙撃手は、脅おどしの骨法というものを心得ているようだ。

「やれやれ、面めん倒どうなことになったものだ」

　今度こそ訪おとずれた静せい寂じやくの中、ミハイロフはリンカーンの車外に出る。人っ子一人見当たらない郊外で、自動車も携帯も壊こわされてしまった。これでは立ち往生だ。

（都合よく、タクシーでも通りかからないものか）




　　　　３




　その年の一月一日の朝を、達哉は自宅で迎むかえた。

「ふわぁ～」

　洗面台で顔を洗う。鏡に映った自分の顔は、新年だというのにどんよりと曇くもっていて、不景気だった。

（ひでえツラだ……）

　除じよ夜やの鐘かねより前に布ふ団とんに入り、初日の出の後に起き出す。そんな面白みはないが健康的な朝を迎えたとは思えない。

　パジャマの上に半はん纏てんというずぼらな格好で、達哉は居間に向かう。

「あ、お兄ちゃん。明けましておめでとう」

「ん、おめでとう」

　こたつに入っていた由加里と、新年の挨あい拶さつを交かわす。つい昨日まで由加里と二人で大おお掃そう除じに邁まい進しんしただけあって、室内はきれいに片づき、正月を迎えるに相応ふさわしい落ち着きがあった。

　こたつの上に並ぶ色とりどりのおせち料理は、昨夜に楓の家である『わくい』へ取りに行ったものだ。

「親父おやじはまだ寝ねてるのか？」

「まさか、新年の挨拶回りだよ」

「そっか。商工会じゃ酒とかも出るだろうし、こりゃしばらく帰ってこないな」

　そう言いながらこたつに潜もぐりこんだ達哉を、由加里はじっと見やる。

「どうした？」

「べ、別に──そうそう、お餅もち焼くけど何個食べる？」

「いらね。これで十分だ」

　はしを手に、おせちをつっつく。とはいえ、黒豆だのたたきゴボウだのに、申し訳程度に口をつけただけだが。

「ねえ、何かＴＶ見る？　正月特番、色々やってるけど。ほら、例の映画の特集とか」

「別にいい。お前が見たけりゃ好きなの見ろよ」

「うん……」

　そう答えながらも、由加里はテレビのリモコンに手を伸ばそうとはしなかった。古ぼけたテレビのブラウン管は、沈ちん黙もくを守っている。

「もう食べないの？」

　ごろりと畳たたみに横になった達哉に、由加里は言った。

「ああ、もう腹一いつ杯ぱいだって」

「うそ。ほとんど何も食べてないじゃない」

「食欲がないんだよ」

　体をひねり、由加里に背を向ける。だがそれでも、視線が自分に向けられているのを感じる。

　ひどく、煩わずらわしい──そんなことを考えている自分に気づき、ぎょっとする。

（部屋に戻もどるか）

　そんなことを思った時、達哉の携帯が鳴り響く。

「誰だれだ？」

　送信先を確認すると、楓だった。達哉は出るかどうか少しだけ迷ったが、着信ボタンを押す。

「もしもし」

『あ、タッくん、明けましておめでとう』

「おめでと。で、正月早々に何の用だよ」

『ねえタッくん、今暇ひま？』

「……は」

　話の流れに、達哉は少し戸と惑まどう。

「そりゃお前みたいな受験生に比べりゃ、暇かどうかって聞かれれば暇だと言えないこともなくはないが──」

『暇でしょ？　暇なんだよね。暇に決まってるし』

「おい、聞けよ」

　こちらの事情や言葉を無視して、あっさりと何やら自己完結したらしい楓。そんな幼おさな馴な染じみに、達哉は久々につっこむ。

『というわけで、一いつ緒しよに初はつ詣もうで行こう』

「は？」

『だから、初詣に──』

「それは聞いたけど、何が『というわけ』なんだよ？　前後の文脈が繋つながってないぞ。いやそれ以前に、お前は受験生だろうが」

『受験生、だからだよ』

「どういう意味だ？」

『ほとんど人事は尽つくして、天命を待っているの。だったらもう、神かみ頼だのみでもするしかないじゃない』

　携帯越ごしに、幼馴染のアンニュイな声が聞こえる。頭痛を感じた達哉は、こめかみをもみほぐした。

「いいから落ち着け楓。大体だな、天命を待つのは受験が終わってからに──」

『近所の神社片かたっ端ぱしからハシゴして、お守り買い占しめなきゃ』

「何を変な方向に、意欲と熱意を燃やしてるんだよ？　学業成じよう就じゆのお守り一つあれば、十分だろうが」

『確かにそうだね。となるとやっぱり天神様か。菅すが原わら道みち真ざね公に万ばん歳ざいだね』

「だから落ち着けって！」

『というわけで、駅前のコンビニに一一時ね。ケンちゃんも来るから』

「決定事じ項こうかよ!?　おい、楓──」

　一方的に決められ、一方的に切られた。沈黙する携帯を達哉が無言でにらんでいると、由加里が言った。

「楓さんから？」

「ああ。元がん旦たんから騒さわがしいやつだ」

　そうぼやきながら、達哉は携帯をしまいこんだ。

「初詣に行こうってさ。まったく……」

「いいじゃない。お兄ちゃん、行ってきなよ」

　何やら由加里が、俄が然ぜん意気込み始めた。

「いや、でもだな……」

「寝正月なんて不健康だよ。結局、クリスマスも家で一人きりだったんだし。さあさあ、急いで準備準備」

「いや、待ち合わせの時間はもっと先だ──っていうか、まだ俺は行くと決めたわけじゃないぞ」

「あ、そうだ。遠出するんだし、まずはちゃんと腹ごしらえしないとね。お雑ぞう煮にの用意するから」

「あ、ちょっと待て」

　台所へぱたぱた駆かけ出した妹の背を呼び止めようとするが、由加里は振ふり向こうとすらしない。

「ああ、分かった分かった、行けばいいんだろう」

　ついに根負けして、達哉は降参した。




「ふう」

　自室で電話を切り、楓は小さくため息をついた。まだどこか、妙みようなテンションが残っている気がする。

「さて、と」

　気を取り直して楓は、今度は健司に電話をかける。

『もしもし、市之瀬の様子はどうだった？』

　呼び出し音数回で、すぐに健司が出た。

「うん、あの調子だったら来てくれると思う。タッくん、無茶振りされると変に流されちゃうところがあるから」

『そうかい』

「ごめんね、大事な時期に付き合わせちゃって」

『はは、ちょうどいい息いき抜ぬきだよ。正月だってのに一日勉強ずくめじゃ、さすがにちょっとね』

「ありがと」

　朗ほがらかに笑う健司に、楓はそっと礼を言う。

『それに、僕も市之瀬の様子を見ておきたいし』

「そうだね」

　話が本題に入ったことを感じ、楓は小さくつばをのむ。

「ねえケンちゃん、私さ、タッくんが卒業したらどこか遠くに行っちゃうものだと思っていた」

『ああ、僕もだよ』

　以前にも、健司と二人で交わしたやり取りを思い出す。あの時は確か、文化祭の直前だった。

「今タッくんはここにいるけど、それって本当に帰ってきたのかな？」

『…………』

　楓の疑問に、健司は押し黙だまる。

「多分、今のタッくんって宙ぶらりんなんだと思う。何だかまだ、戻り切れてないっていうか」

『それは、僕もそう思う』

「私、そういうのってよくないと思うんだ。せっかく戻ってきたんだし、ちゃんと地面に足をつけて生活して欲しい。おじさんの会社を継つぐにしても、他の生き方を探すにしても。何なら、一いち浪ろうして大学を目指してもいいんだしさ」

『本当に、それでいいのかな』

　電話の向こうで、何かをためらう気配があった。

「え？」

『いや、何でもない。一一時に泉せん川がわの駅前だったね』

「うん、また後でね」




「それじゃあ、行ってくるから」

「行ってらっしゃい」

　由加里の声に送られて、達哉は家の裏手から外に出た。

　今日の冬空は澄すみ切っており、雲一つ見えない。その分、明け方の冷えこみは厳しかったのだが、日が高く昇のぼった今は中々にいい陽気だ。

（ちょっと厚着しすぎたかもな）

　ハーフコートにセーターの重装備だったためか、駅まで自転車をこぐだけで少し汗あせばんできた。とりあえず、マフラーだけでも取っておく。

　泉川の駅前についたのは、約束した一一時からきっちり五分前だった。コンビニの周りを見回すと、楓と健司の姿があった。

「おーい、待たせたか？」

　そう声をかけると、二人も達哉に気づいた。と、楓がぺこりと頭を下げる。

「あらためまして、明けましておめでとうございます──今来たばかりだから、気にしないで」

「明けましておめでとう、市之瀬。僕も同じだよ」

「おめでとう。ならそれでいいんだが──」

　そう答えた達哉は、しげしげと楓を見やる。

「ど、どうしたのよタッくん」

「いや、お前らしいと言えばお前らしいんだけどさ、正月なのにいつもの格好かよ」

　今日の楓の服装は、いつものクリーム色をしたコートに、ジーンズのパンツルック。活動的な装よそおいはよく似合っているが、華はなやかさには欠ける。

「顔を合わせるなり女の服に点数つけるとか、サイテー」

　半眼でにらみつけられ、達哉は焦あせる。

「ああ、いや、そのだな。せっかくお前着物持ってるのに、ちょっともったいないかと思ってさ。なあ武村、お前だって久しぶりに見たかっただろ？」

「そこで何で僕に振るのさ？　いや、そりゃ見たくないって言ったらウソだけど……」

　ぐだぐだ話す男二人に、楓は小さくため息をついた。

「あのねえ、二人とも。受験生にいちいち着物の着付けとかする時間の余よ裕ゆうはないの。せっかくの息抜きなんだし、時間は効率的に使わないと」

「やっぱり息抜き目当てかよ」

「わ、悪い？」

「いや、別に悪くないけどさ。どうせ息抜きなら、服とかにも凝こった方が効果があったんじゃないのか」

「何か屁へ理り屈くつっぽくない、それ」

「まあまあ、そろそろ電車の時間だよ」

　そんな言葉を交かわしながら、達哉たち三人は駅の構内に入った。

　正月なだけあって、行き交う人の中には和装の女性がぽつぽつと混じっている。様々な色合いや模様付けに飾かざられており、中々に華やかだ。

「やっぱ母さんに頼たのんで着付けをしてもらうべきだったか」

「はは、後の祭りってやつだな」

　少々意地悪く、達哉は笑った。




　達哉が出かけると、家の中は急に静かになった。

「うーん、眠ねむい」

　おせちのお重を片付けて、由加里はこたつの中でうとうとと微睡まどろむ。朝方、俊之のお屠と蘇そにお相しよう伴ばんしたのが、今になってまわってきたようだ。

（これじゃあお兄ちゃんのことをどうこう言えないなあ）

　そうは思うものの、どうも体が動かない。こたつとアルコールによって体が内外からぽかぽかと温められ、さながら桃とう源げん郷きようの心ここ地ちだった。

　いいや、もう寝ねちゃえ──すっと遠ざかった意識が眠りの淵ふちへと転がり落ちる寸前、玄げん関かんでインターフォンが鳴り響ひびく。

「お客さん！」

　一いつ瞬しゆんで目が覚めた。

「は、はーい！　ちょっと待ってくださーい！」

　大声で答えながら飛び起きた由加里は、大おお慌あわてで口元のよだれをぬぐった。手て櫛ぐしで髪かみを整え、玄関へ急ぐ。

「すいませーん、お待たせしました」

　開く玄関戸。そこで待っていた『客』の姿に、由加里は驚おどろいた。

『ユカリか、久しぶりだな』

「リーナ……さん？」

　端たん正せいだがむっつりした顔は、由加里にとっても馴な染じみのものだった。

　突とつ然ぜんの来訪に、由加里は目を瞬しばたたかせる。

『タツヤはいるか？』

『え、えーっと、楓さんたちと天神さまの初はつ詣もうでに行ってて、留守です』

　慌あわてて頭を英語モードに切きり換かえ、つっかえつっかえ由加里は言った。

『ハツモウデ？　この国の宗教儀ぎ礼れいだったな。テラだったかジンジャだったか』

『ひょっとして、事前に来るって言ってなかったんですか？』

『うむ、奇き襲しゆう効果を狙ねらったのだが、まさか回かい避ひされるとは。新年のミサか、確かに予想してしかるべきだった』

『…………』

　何やら色々と間ま違ちがってるアデリーナを、由加里は半眼で見やった。

『要するに黙って遊びにきてお兄ちゃんを驚かせようとしたら、すれ違いになったわけですね』

『そうとも言うな』

『そうとしか言いません』

　ぴしゃりと言われ、アデリーナは視線を泳がせる。

『しかしテンジンサマか、異教徒であるわたしが訪おとずれても非礼にはならないだろうか？』

『えーっと、外国の観光客の人たちもけっこう来てますし、大だい丈じよう夫ぶですよ。ただ今日はすごくこんでると思いますし、神社に行ってもまたすれ違いかも』

『そうか、どうしたものか……』

　やや困こん惑わくした様子のアデリーナに、由加里は声をかけた。

『なんなら、うちで待ってますか？』

『いいのか？』

　由加里にとっても、アデリーナは色々と世話になった友人だし、無下にはできない。

（でも……）

　その一方で、せっかくアデリーナが遊びに来てくれたというのに、なぜか由加里はぼんやりとした不安を感じていた。

　そんな内心を出さず、由加里は笑え顔がおをつくる。

『構いませんよ』

『そうか、失礼する』

　軽く一礼し、アデリーナは市之瀬家の敷しき居いをまたいだ。




　畳たた敷みじきの居間に、アデリーナは腰こしを下ろした。ややへたった客用の座布団が、形のいいジーンズのヒップを受け止める。

『どうぞ、粗そ茶ちやですが』

『ソチャ？　とりあえずいただこう』

　由加里が出した緑茶に、アデリーナは口をつけた。

（えーっと、何から話そうかな）

　迷いながらも、由加里は口を開く。

『リーナさんも、お兄ちゃんと一いつ緒しよに会社を辞めたんですよね』

『ああ、新経営陣じんと対立してな』

　かなり際きわどい話題だったが、アデリーナは気にしたそぶりも見せずにうなずく。

『次の職場も、何とかなりそうだ──ところで、タツヤの様子はどうだ？』

『ええ、ああ──はい……』

　いきなり切りこまれ、由加里は目を白黒させる。そんな由加里の様子を見て、アデリーナはやはりと言いたげにうなずいた。

『大方、気が抜ぬけて呆ほうけているんだろう』

『ええと、近いような、でも違うような──』

『なに、大丈夫だ。わたしに任せておけ』

『え？』

『新しい仕事の話を持ってきた。これで少しは、タツヤも気合が入るだろう』

『────』

　その言葉を、全く予想していなかったわけではない。だが、そこからは無意識に目をそらしていたのだ。

　また達哉がＡＳに乗るかもしれないという、その可能性からは。

『……今日は、遊びに来てくれたわけじゃないんですね──』

『いや、新しくわたしが籍せきを置くことになったＰＭＣから、参加要よう請せいを伝えに来た。本来なら電話で済ませるところだが──』

　そこでようやくアデリーナも、由加里の強こわ張ばった顔に気がついたようだ。

『──ユカリ？』

『また、お兄ちゃんを危ないところに連れて行くんですか？』

『それは──』

　やや低めな由加里のつぶやきに、アデリーナははっと顔を上げた。ごく軽いが、狼ろう狽ばいにも似た表情が浮うかんでいる。

『確かに危険が皆かい無むというわけではない。だが、今のタツヤなら──』

『それ、お兄ちゃんじゃなきゃだめなんですか？』

『…………』

　続く言葉に、アデリーナは今度こそ押し黙だまった。

（お兄ちゃんは、どうするんだろう）

　由加里としては、これからも達哉には日本で普ふ通つうに過ごして欲しい。もう海外で危ないことをして欲しくない。

　だがもし、達哉自身がＡＳに乗り続けることを選んだのなら──

（あたしは、どうすればいいんだろう）

　答えが出ない。思考が螺ら旋せん状の迷めい宮きゆうに陥おちいり、どこまでも深く沈しずんでいく。

　どれくらい、時間が流れただろうか。気まずい沈ちん黙もくの中、アデリーナは立ち上がる。

『すまない、邪じや魔まをしたようだ。失礼する』

　恥はじ入るような、悔くいるような表情で、アデリーナは立ち去る。由加里は無言のまま、見送りも呼び止めもしなかった。




　達哉たちが目指す天神社は、最も寄よりの駅から徒歩で五分の場所にある。祭神として菅原道真を合ごう祀ししており、学業成じよう就じゆや合格祈き願がんに不足はない。

「人、多いな」

　ややうんざりしたように、達哉は言った。こぢんまりとした境けい内だいは、参拝客でごった返している。拝はい殿でんや社務所の前には、長い列ができている。

　考えることは同じなのか、同年代の生徒たちが大勢押しかけている。というかそこかしこに、見知った顔がちらほらあった。

「困った時の神かみ頼だのみか」
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「そんなものでしょ。さ、行こう！」

　楓や健司と列に並びながら、達哉はふと真ま面じ目めな表情になった。

「ここって、健康とか病気平へい癒ゆとかにもご利り益やくあるのか？」

「そりゃ、大丈夫だと思うよ」

「どうしたの？　ひょっとしておじさんが新年早々風か邪ぜひいたとか」

「いや、そうじゃないんだが」

　負傷して入院中のマオやバクスターを思い浮かべながら、達哉は言葉を濁にごした。

　まずは、建て直されたばかりの手水ちようず所で手と口を漱ゆすぐ。

「何か小こ綺ぎ麗れいすぎて、いまいち周りと釣つり合いが取れてないよな」

「そのうち古くなって馴染むでしょ。ていうかタッくん、柄ひ杓しやくに直接口つけちゃダメだって」

「あ、いけね」

「あのだね、そもそも手水の作法ってものは──」

　続いて、拝殿に参って二拝二拍はく手しゆ一拝。

「お前ら二人とも、賽さい銭せんに五〇〇円玉かよ。大おお盤ばん振ぶる舞まいだな」

「はは、験げん担かつぎだよ験担ぎ」

「これで入試合格が買えるなら惜おしくないし」

「それもそうか。俺もそれぐらいは出しとこ」

　社務所前で、おみくじを引く。

「大だい吉きち！　これで志望校合格間違いなし──だといいなぁ」

「吉か。可もなく不可もなく、神頼みは難しそうだね。市之瀬はどうだい？」

「末すえ吉きち……ていうか仮にも吉のくせして、ろくなこと書いてないぞ。失うせものとか特に」

　ブツブツ愚ぐ痴ちる達哉に、楓が声をかけてきた。

「私たち絵馬を奉ほう納のうしてくるから、ちょっと待っててね」

「ん、おう」

　そう答えた達哉は、もう一度境内を見回す。その目が、一点に止まった。

　人混みの中でちらちら見える、金きん髪ぱつのポニーテールとすらりとした肢し体たい。いつものむっつり顔で、周囲を見回している。

　まるで、人混みの中から誰だれかを捜さがしているように。

「リーナ……」

　呆ぼう然ぜんと、達哉は言った。

　皆かい目もく、見当がつかない。なぜアデリーナが、ここにいるのか。一体、誰を捜しているのか──いや、そうではない。

（俺、だよな？）

　激しく、達哉は戸と惑まどう。

「どうしたの？」

　ちょうどそこに、楓と健司が戻もどってきた。

「あ、いや──」

　達哉の不ふ審しんな態度を察したのか、その視線を追い──

「アデリーナさん？」

　楓もまた、彼女の姿を見つけた。

「ひょっとして、先約？」

「ち、違う、そうじゃない！　ていうか、俺にも何が何だかさっぱりで──」

　やや不審げな楓に、狼狽しながらも達哉は答える。だが口にした言葉は、事実ではなかった。

　何となく、達哉には理解ができていた。アデリーナが持ってきたであろう話と、それがもたらすだろう結果を。

　ここが、分ぶん水すい嶺れいなのだ。

　踏ふみ出せばもう戻れない分かれ道。ここで踏み出せば、達哉は自分自身で日常よりも戦場を選ぶことになる。

　そう、自分自身の意志と責任で。

（あ──）

　雑ざつ踏とうの中から達哉を見つけられなかったのか、アデリーナが携けい帯たいを取り出した。だが頭を振るとかけないまましまい込み、境内の外へ向かって歩き出す。

　どこか、重い足取りで。

　もう、決断までの時間は残されていない。このままアデリーナを見送ってしまうのか、それとも──

　行くべきか、行かざるべきか。葛かつ藤とうする達哉の肩かたを、健司が叩たたいた。

「行きなよ」

　わずか一言、いつもと変わらないはずの声。だがその一言にこめられた重いものを、達哉は確かに感じ取った。

「ちょっと、ケンちゃ──」

　口を挟はさもうとする楓を、健司は細い目で見やる。押し黙る楓。

　そんな二人の友人を前に、達哉もゆっくりと息を吐はいた。

（ああ、なんだ）

　迷いはまだある。葛藤が消えた訳でもない。だが何となく、達哉は理わ解かしつててしまった。

　今の自分の立ち位置は、もうここではないのだと。

　無言のまま二人に頭を下げ、達哉は駆かけ出した。




　ぽつんとたたずむアデリーナの背に、達哉が小走りで近づく。

　振り向いたアデリーナが、むっつり顔にほんのわずかだが安あん堵どの表情を浮かべた。そのまま二言三言、二人は言葉を交かわす。達哉の表情は、ここからではちょうど陰かげになっていて見えない。

　やがて達哉とアデリーナは連れ立って、人混みの中を境内の外に向かって歩き始めた。一度だけ振り向いたアデリーナが、こちらに小さく目礼する。

　そんな二人の姿が見えなくなるまで、健司と楓はじっと見送っていた。

「これでよかったのかな、ケンちゃん？」

「ああ」

　楓が漏もらしたつぶやきに、健司はきっぱりうなずいた。

「これでよかったんだと思うよ、楓さん」
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「そっか……」

　健司の言葉に楓はしばし黙っていたが、やがてぽつりと言う。

「うん、そうだよね」

　おそらく楓にも、そのことは分かっていたのだろう。そう健司に答えた時には、いつもの調子を取り戻している。

　だがそれでも、声がほんのかすかにだが揺ゆれていたのは、残された一片の迷いのせいだろうか。

「行っちゃうんだろうね、タッくん」

「────」

　楓の言葉は、予想以上に重い響ひびきを負って、健司に届く。

　思わず健司は、胃のあたりを押さえる。自分が予想し、あるいは期待すらしていた達哉の『答え』。だが実際にそれを目まの当たりにした時、なぜか腹の底がすっと冷えるような喪そう失しつ感を味わっていた。




　　　　４




「お客さまぁ、ご注文はぁ？」

「コーヒー二つ」

「かしこまりましたぁ」

　元日早々営業スマイルを張りつけたウェイトレスに、達哉は注文した。

『だいぶ、応こたえているようだな』

『まあな』

　アデリーナの前で虚きよ勢せいを張っても仕方がない。達哉は座席の背もたれにだらしなく体を預け、ぼんやりと宙を見上げる。

　そんな達哉から、アデリーナはつと目をそらした。

『社長たちは、どうなっている？』

『マオ社長の意識はまだ戻っていないし、バクスター班長も面会謝絶の重態だ。ウェーバー役員もあれっきり姿を見せないまま。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は完全に、ミハイロフたちに乗っ取られたようなものだ』

『何だよそれ!?　そんなのありかよ』

　唸うなり声を上げる達哉の前で、アデリーナは軽く首を振る。

『警察の捜そう査さでも結局、社長を狙ねらった犯人があの男だという物証は何も出てこなかった。とはいえＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を去る社員も多い。ベルやコールマン課長も辞表を出した。カルロスは残るようだが』

『カルロスが？』

　達哉は少し意外な気がした。カリフォルニアのキャンプやバリクでの態度からして、ミハイロフに唯い々い諾だく々だくと従うとは思えなかったのだ。

『仕方あるまい。あいつはわたしやベルのように、身軽な立場ではないからな』

『そうなのか？』

『確か毎月、実家に送金しているはずだ。弟や妹が多いらしくてな』

『……へえ』

　初めて知ったカルロスの意外な一面に、達哉は驚おどろきと戸惑いを感じた。何となく、実家の借金返済のためＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入った自分と重なる。

　軽く顔をしかめてお冷やを飲み、そこでふと達哉は今までアデリーナが伏ふせていた名前に気づいた。

『ところでクララの様子はどうだ？　社長の昔の友達の所に行ったみたいだけど』

『ああ、その通りだ。あの子にはこのまま大人しくしていて欲しいものだが──』

　そうアデリーナが慨がい嘆たんした時、またもウェイトレスの声がかかった。

「お待たせしましたぁ」

『…………』

　運ばれてきたコーヒーに、アデリーナはブラックのまま口をつける。

『まだ詳しよう細さいは未定だが、新しい会社を立ち上げることになった』

『へえ』

　いきなり話題を変えたアデリーナに、達哉は小さく言った。

『やっぱ俺たちみたく、ミハイロフに辞表を叩きつけた連中でか？』

『ああ。まだ詳細は未定だがベルが代表、当面の資金はユースフが出資してくれることになっている』

『ポケットマネーでＰＭＣ運営かよ……オイルマネー恐るべし』

　達哉の叩く軽口には応じず、アデリーナは言葉を続ける。

『初仕事の依い頼らい人は日本政府、というよりも霧ヶ谷議員というべきか。標的は──Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．』

『────』

　アデリーナの口調はいつも通りの淡たん々たんとしたもので、芝しば居いがかった調子も思わせぶりな様子も何一つない。だがその一言は、それだけで達哉の息を止めるのに十分だった。

（それって、つまり──）

　何か氷ひよう塊かいのように重く冷たいものが、達哉の胃の腑ふに生じる。

『目的は〈レイヴン〉の奪だつ還かん、およびドクター・ミゾロギの救出だ。今のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は日本の返へん還かん要求に応じず、不当に〈レイヴン〉を占せん有ゆうしている。とはいえ事情が事情だけに、表立っての抗こう議ぎはできない。だから──』

『目には目を、歯には歯を、ってわけか』

『そういうことだ』

　冷めかけたコーヒーを一口。ひどく苦い。

『来てくれないか、タツヤ』

『…………』

　その言葉自体は、予想通りのものだった。わざわざこんな話をしたのは、〈レイヴン〉一号機の専任オペレータとしての自分に用があるのだということくらい、達哉にでも見当がつく。

　だがそれでも、実際に聞くと腹の底に重く響いた。

『俺がいなけりゃ、やばいのか？』

『……ユカリにも、似たことを言われた』

　アデリーナには珍めずらしい、歯切れの悪い口調だった。何となくだが、彼女らしからぬ戸と惑まどいが伝わってくる。

　ふと達哉は、ファミレスの店内を見回した。大勢の親子連れやカップルで賑にぎわう、活気に満ちた空間。自分たちが交わしている物ぶつ騒そうな会話が、ひどく浮ういて、現実味がないように思える。

（いや、違ちがう）

　この平和な日本の日常において市之瀬達哉という人間は、すでに異物なのだ。

『君が、必要なんだ』

　続くアデリーナの言葉に、達哉はふと顔を上げた。

『オペレータの技量とか、〈レイヴン〉に乗り慣れているとか、そういうことじゃない。ただ君となら、困難なミッションでも乗り越こえられる──そんな気がする』

　達哉はまじまじとアデリーナを見つめた。その視線に、彼女はさっと顔をそらす。

『す、すまない、つまらないことを言ってしまった。今のは忘れてくれ。全く、理論的じゃないな』

『やるよ』

『え？』

　そう答えた達哉に、アデリーナは目を瞬しばたたかせる。これまた珍しいことに、きょとんとした表情を浮かべていた。

『だから乗るって言ったんだよ、その話に』

『……本当か？』

　やや上目づかいで問いかけるアデリーナを前に、達哉はうなずく。

『本当に、いいのか？』

『ああ、いいさ』

　そう、もう自分はつい先ほど、選んだのではないか。ならばなぜ今さら、迷う必要がある？

『ありがとう』

　一言そう言い、アデリーナは顔を上げた。その時にはもうすっかり、いつもの態度を取り戻もどしている。

『来週の日曜に、航空機のチケットを手配している。〇六一七だ。空港で待っているぞ』

『了りよう解かい』




　達哉が自宅に帰ったのは、夕方の六時前だった。

「ただいま」

「お帰りなさい」

　裏の玄げん関かんをくぐると、恐おそる恐るといった様子で由加里が顔をのぞかせた。

「その、昼にアデリーナさんが来てね……」

「ああ、神社で会ったよ」

　ひょいっと、ごく気軽な足取りで、達哉は玄関に上がった。

「つーか、腹減っちまったよ。何かあるか？」

「え、おせちはまだたくさんあるけど」

「そっか。後モチ焼いてくれモチ。二つ、いや三つ頼たのむわ」

「え、ええっ」

　きょとんとしていた由加里が、驚きの声を上げる。

「どうした？　まさかもうモチがないとか？　ひょっとしてお前、あれだけのモチを全部食っちまったとか？」

「そんなわけないでしょ、もう！」

　頬ほおを膨ふくらませた由加里が、台所に急ぐ。

「待ってて、今すぐ焼くから。お醤しよう油ゆと海の苔りでいい？」

「任せるよ」

　モチ焼き網あみを用意した由加里が、振ふり向かずにつぶやく。

「また危ないところに行っちゃうんだね、お兄ちゃん」

「そんなことないって」

「うそ」

　誤ご魔ま化かそうとした達哉だが、あっさりばれた。

「分かるのか」

「そりゃ分かるよ」

　低い声で、由加里は言った。そのまま深々とため息をつく。

　迷い、悲しみ、諦あきらめ──様々な想おもいの断片が妹の横顔で複雑に揺ゆれているのを、達哉は確かに見た。

「由加里──」

「ま、いいけどね」

　だがそう答えた時には、由加里はすっかりいつも通りの態度だった。

「どーせ止めたって、あたしのいうことなんて聞かないんだろうから」

「……すまん」

　その奥に秘められた膨ぼう大だいな感情に胸を刺さされ、達哉はやや気まずげにそっぽを向く。

「それで、いつ行くの？」

「来週の日曜だ。ただ今回は、ちょっと長くなりそうでさ」

「ふーん」

　由加里の目が、どんどん不ふ審しんそうになってきた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなんだよね？」

「……多分」

「た・ぶ・ん？」

　ずいっと由加里に迫せまられ、達哉はたちまちしどろもどろになった。

「ああ分かった分かった、本当にすぐ帰ってくるって」




　達哉が居間へ行くと、大の字になった俊之が酒さけ臭くさい大いびきをあげていた。こたつに足をつっこんではいるのだが、腰こしから上が外にはみ出している。

「ったく、いくら正月だからって、真っ昼間から潰つぶれるほど呑のむなっての」

　呆あきれながら達哉は、俊之のすぐ脇わきに座った。せめて乱れていたこたつ布ぶ団とんを直し、父の上体に被かぶせる。

「風か邪ぜ引いちまうぞ。もう歳としなんだからさ、体を大事にしろよ」

　その途と端たん、俊之が大きくあくびをした。

「うるせえ、余計なお世話だバカ息子むすこ」

　そのまま大あくびと共に、体を起こす。

「何だ、起きてたのか」

「今、目が覚めたんだよ。大体だな、お前に心配されるほど──」

　そこでぴたりと、俊之は言葉を止める。そのままじっと、達哉の顔を見ている。

「どうした？　俺の顔に何かついているのか？」

「何だ、いつの間にかちったあマシなツラになったじゃないか。つい昨日まで、腐くさったような目をしてたのによ」

「腐った目って、何だよそりゃ」

　達哉の抗議に構わず、俊之はタバコに火をつけた。

「由加里から聞いたが、リーナちゃんが来たそうだな」

「まあな」

　それっきり、会話が途と絶だえる。

　しばしの沈ちん黙もくの後、口を開いたのは達哉が先だった。

「俺、もう一回だけ行ってくるよ」

「そうか」

　ただ一言、それだけのやり取り。親子のやり取りは、それだけだった。それだけで、十分だった。

　大あくびをしながら、俊之は一いつ升しよう瓶びんを引き寄せる。

「まだ呑むのかよ」

「うるせえ。で、いつ行くんだ？」

「ん──ああ、来週の日曜」

　達哉の答えに、俊之は顔を上げる。

「何だ、またずいぶん早いな」

「急な話だったもんでさ」

　そう言った達哉の前に、俊之は大きな湯飲みを置くと、一升瓶の中身を注ぐ。

「呑め」

「え、俺がポン酒ダメなこと、親父おやじも知ってるだろ？」

「いいから呑め」

「それにさ、由加里がモチ焼いてくれてるんだよ。もう少しで焼き上がるだろうし」

「モチを肴さかなに呑め」

「絶対太るだろそれ……」

　ぼやきながら達哉は、湯飲みの酒をちびちびと呑んだ。




　そして、旅立ちの朝──

「行ってきます」

　達哉の挨あい拶さつに、返事をする者はいなかった。

　夜明け前の曇くもった夜空に星は見えない。暗がりの中スポーツバッグ一つを手に、達哉は歩き出す。

　空港行きのシャトルバスが出るまで、あまり時間はない。早く駅前まで急がなければ。

　ふと達哉は足を止め、振り向いた。今まで自分が生まれ育った我が家──影かげのように黒々とわだかまる市之瀬建設の社屋を見上げる。

「由加里、親父、楓、武村」

　大切な家族や友人を、達哉はある意味で偽いつわったのかもしれない。

　嘘うそを口にした訳ではない。だが、本当のことを全すべて伝えたわけでもない。

　今から達哉が向かうのは本物の戦場なのだから。

「──すまない」

　だがそれでも、達哉に悔くいはなかった。

　自分の意志で、この道を選んだ。

　踵きびすを返す。冷たく凍こおった土が、足の下でさくさくと音を立てる。

　それっきり振り返らず、達哉は旅路へと踏ふみ出した。
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　薄うすぼんやりとした暗がりが、天地を包んでいる。針葉樹がまばらに生えた地表は、一面の雪と氷に覆おおわれていた。

　一日を通して日が昇のぼらぬ極地の冬。地平線の彼方かなたまで広がる凍いてついた大地を、赤い影が駆かけ抜ぬけていく。

「ああ、なんて綺き麗れいな」

　ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉二号機のコクピットで、三さん条じよう菊きく乃のは独りごちた。

　アラスカ北部の広大なツンドラ地帯。厳寒期の今では、正午でも気温は氷点下を遥はるかに下回っている。

　大気中の水蒸気が氷ひよう晶しようへと昇しよう華かし、ダイヤモンドダストとなって月光にきらめく。吼ほえ猛たける寒風に、氷雪が舞まっていた。

　そんな人の生存を拒こばむ過か酷こくな情景が、菊乃にはとても美しく見えた。

《敵機発見。一〇時方向、距きよ離り五》

「来ましたか」

　ＡＩの報告とスクリーンに映った機き影えいが、菊乃の思考を現実へと引き戻もどす。

　電磁迷彩システムＥＣＳと劣れつ悪あくな視界が相まって生じた、近距きよ離りでの遭そう遇ぐう戦。演習とはいえ、実に菊乃好みの展開だ。

「ＭＩＫＥ、動力レベルＧＰＬ最大マツクス、ＥＣＳを解除して」

《了りよう解かい》

　菊乃の指示に従って、〈レイヴン〉二号機に移植されたＡＩは静かに答えた。同時にパラジウム・リアクターの出力が跳はね上がり、全身のマッスル・パッケージに三四〇〇kWの大電力を供給する。

　力強く、かつしなやかな歩法で、〈レイヴン〉は敵てき影えいに接近する。まるで、摺すり足で間合いを詰つめる武道家のように。

　この演習での仮想敵機は、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスのエンブレムをつけた三機の〈シャドウ〉だ。外見こそ輸出仕様のＭ型だが、その中身は本国仕様機と何ら遜そん色しよくがない。

　互たがいに連れん携けいを取りつつ散開し、手にしたライフルの砲ほう門もんをこちらに向ける〈シャドウ〉。よく訓練された戦術機動だが──

「遅おそい、ですわね」

　端たん正せいな顔が、嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがむ。伸のばされた〈レイヴン〉の右手は、背部にマウントしたカービンライフルには目もくれず、左腰の長大な『刀』──一〇式単分子カッターの柄つかを握にぎった。

　同時に菊乃はペダルを踏みこみ、半拍びよう子しおいてスティックのスイッチを押しこんだ。身をかがめた〈レイヴン〉の両肩かたと腰で、アジャイル・スラスタが点火する。

　吼え、撒まき散らされるプラズマの輝かがやき。地面すれすれを滑すべるように、〈レイヴン〉は〈シャドウ〉との間合いを瞬しゆん時じに詰めた。

　応射する〈シャドウ〉。ライフルの砲門で、照準用のレーザーが瞬またたく。だがマウリッツ・システムの下した判定は『被ひ弾だんを認めず』。

　ほとんど回かい避ひ機動を取らない直線的な動きでありながら、完全に機を読み間を盗ぬすんだ絶ぜつ妙みようの踏み込み。

「もらいました」

　抜ばつ刀とうとそれに続く斬ざん撃げきを、一挙動で繰くり出した。完かん璧ぺきな居合いの一いつ閃せんが、すれ違ちがいざま先頭の〈シャドウ〉の脇わき腹ばらを薙なぎ払はらう。

　訓練用カバーに覆われた刀身は、速すみやかに撃破判定をもたらした。機能停止した〈シャドウ〉は、凍とう土どに崩くずれ落ちて動きを止める。

「一つ」

　そのまま〈レイヴン〉は手首を返し、機体が身を起こす動作を下段からの斬きり上げに繋つなげる。

　蛇へびのようにしなやかな太た刀ち筋すじに、二機目の〈シャドウ〉も反応できない。そのまま為なす術すべなく斬り伏せられる。

「二つ」

　謳うたう菊乃の前で、三機目の〈シャドウ〉が動く。〈レイヴン〉から見て左手側に跳ちよう躍やく、カッターの間合いから逃のがれつつ、ライフルを構え直す。

　素す早ばやく的確な判断だが、やはり菊乃と〈レイヴン〉にとっては遅すぎた。

「ブースト」

　菊乃のつぶやきと共に、右肩かたのアジャイルスラスタが一瞬だけ作動する。

〈レイヴン〉の踏み込みに伴ともなう体幹の回転が、本来は一直線であるはずのスラスタ機動を円の動きに変えた。

　左足を軸じくにした、反時計回りの急旋せん回かい。ぐんと伸びた斬撃が、刃じん圏けんから逃れたはずの〈シャドウ〉を易やす々やすと捉とらえる。

「三つ……もうお終しまいですか」

〈レイヴン〉二号機の狭せまいコクピットで、菊乃はつまらなさそうにつぶやく。

「ステンカ小お父じさま、わたくしは少し退たい屈くつしています」

　少女の黒い瞳ひとみは、〈レイヴン〉のメインスクリーンに映った軍用ヘリを、じっと見つめていた。




「あの姉ちゃん、見かけによらずロックだな」

　曇どん天てんを飛ぶ輸送ヘリのキャビンで、溝みぞ呂ろ木ぎはつぶやいた。

　白衣姿をいくつものピアスや指輪で飾かざり立てた、いつも通りの『ロッケンロール』な出いで立ちで、ヘリに積みこんだ観測機材をあれやこれやといじり回している。

　と、強風に煽あおられて、ヘリの機体が大きく揺ゆれた。

「うお!?」

　体勢を崩した溝呂木は慌あわてて手を伸ばし、崩れかけた機材を支える。

「おいこら、何やってやがんだ」

　不ふ機き嫌げんそうに唸うなりながら、溝呂木はコクピットをにらむ。

「真まっ直すぐに飛ばすこともできないのかよ、このヘボパイロット」

「お言葉ですが──」

　コクピットから返ってきた声は、旭あきらのものだった。

「この天候では、フライトにある程度の危険が伴うと説明したはずです。ですからデータの収集は我々に任せて、博士は地上の研究棟とうで解かい析せきに当たっていただけるように提案したのですが」

　少なくとも表面上は丁てい寧ねいかつ慇いん懃ぎんな態度で、旭はそう答える。

「ああん？　何を言ってやがんだ、クソガキ」

「クソガキ……」

　叩たたきつけられた罵ば詈り雑ぞう言ごんに、旭は姉と瓜うり二ふたつの整った顔をしかめた。

「目の前のステージでやっているライブを、わざわざ中ちゆう継けいで見るアホがどこにいるってんだよ。ったく、これだからロッキンポってやつは」

「こ、この……」

　一瞬だけ絶句した旭は、脅おどすような口調で続けた。

「溝呂木博士、ご自分の現在の立場というものをもう少しお考え頂きたいのですが。あまり不用意な言動を積み重ねていますと、こちらとしましても──」

「アキラ」

　静かな、だが重い声こわ音ねが、旭の言葉を断ち切る。キャビンでタブレットＰＣを操作していた、ミハイロフの声だった。

「ドクター・ミゾロギは、大切な客人だ。可能な限りの便べん宜ぎを図はかるように言っておいたはずだが」

「で、ですがステファン・イリイチ、建前はともかく、博士の立場は──」

　なおも言いつのる旭に、ミハイロフはヘリのコクピットを見やる。

「二度は言わんぞ」

「……承知しました」

　短く答え、それっきり旭は押し黙だまった。

「おーおー、パパに叱しかられてごめんなさいかよ」

「…………」

　皮肉げな溝呂木の言葉にも、旭は沈ちん黙もくを守っている。

「ケッ」

　つまらなさそうに鼻を鳴らした溝呂木は、キャビンの向かいに腰こしかけているミハイロフをねめつけた。

　持ちこんだタブレットＰＣや衛星電話を使い分けながら、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の経営者として各所に指示を出している。
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「やれやれ、会社の経営というのも存外面めん倒どうなものだ」

「その割りには、そつなくこなしているみたいですけど」

　ミハイロフの慨がい嘆たんに、旭が小声でつぶやく。

「社長業はつまらんが、お飾り扱あつかいも面おも白しろくない。それだけだ」

「そういうものですか。ところで、今後の予定は？」

「いくらこちらの案件が最重要とはいえ、そうそう本社を空けてはおれん。四日後に一度、ＬＡに戻もどる」

　旭にそう答えながら、ミハイロフは溝呂木を見やる。

「客人の護衛は任せたぞ」

「承知しました」

「は、客人の護衛と来たか」

　度の入っていないサングラスの下で、溝呂木の目が鋭するどく細まる。

「最近は銃じゆうを突つきつけて拉ら致ちるのも招待って言うのか、ええ？　言葉の乱れってのも深刻になったもんだ」

「言葉というのは水物だからな」

　やや綱つな渡わたり気味な溝呂木の挑ちよう発はつを、ミハイロフはあっさりと受け流した。そのままヘリの窓から、日の昇のぼることない曇天を確かめる。

「荒あれそうだな」

　少し考えたミハイロフが、時計を確かめた。

「ドクター、本日の野外テストはこれで切り上げる。よろしいかな？」

「勝手にしやがれ」

　そっぽを向いた溝呂木は、心底から不機嫌そうに唸った。




　氷雪の大地に、ヘリのローター音が響ひびく。

　雪原に着陸した輸送ヘリが〈ブレイズ・レイヴン〉二号機を回収し、南の方角へと飛び立った。残された三機の〈シャドウ〉は、徒歩でその後を追う。

　騒そう々ぞうしいＡＳアーム・スレイブ演習から解放された原野に、静せい寂じやくが戻る。

　避ひ難なんしていたカリブーの群れが、掻かき分けた雪の下からコケを囓かじる。空を舞まうライチョウの鳴き声が、高く響いた。

　と、針葉樹の下を駆かけ抜ぬけていたナキウサギが、ふと足を止めた。まるで、何かに気づいたように、短い耳をぴくぴく震ふるわせながら周囲を見回す。

　その眼前で、不意に影かげが立ち上がった。

　全身を軍用防寒服と雪原迷めい彩さいのギリースーツで、すっぽり覆おおった人間だった。一目散に逃にげ出すナキウサギには目もくれず、手にした双そう眼がん鏡きようでヘリが飛び去った南の空をじっと見ている。

「……ようやく、尻しつ尾ぽをつかんだ」

　無感動な少女の声は、ユースフの侍じ女じよであるサミーラのものだった。さすがに今は、いつものメイド姿ではない。

　と、その隣となりで、同じ格好をしていた男性が起き上がる。

「よく見たな、サミーラ」

　フードとゴーグルを取ると、温厚そうなアラブ人男性の顔が出てきた。サミーラの父である、ハッサン・ビン・ジャスィームだ。

　本来はラシッド王国陸軍中ちゆう佐さの地位にあるのだが、今はユースフの側そば仕づかえとして国を離はなれている。

「早く、殿でん下かにお知らせせねば──ぶわくしょん!!」

　盛せい大だいにくしゃみをしたハッサンは、大きく体を震わせる。幾いく重えにも防寒着を着こんだ姿は、まるでシロクマのようだった。

「それにしても、この寒さは何とかならんのか。コーランによれば地じ獄ごくとは熱く燃え上がっておるそうだが、そちらの方がまだ耐たえられそうだ」

「……砂さ漠ばくも夜にはけっこう冷える。親父おやじ殿どのの鍛きたえ方が足りないだけ」

　一方のサミーラは、この寒さにも全く応こたえた様子はない。ハッサンを見やりながら、小首を傾かしげる。

「……歳とし？」

「砂漠とは、寒さの質が違ちがうではないか。大体、この雪というものがいかぬ。寒さがしみこんでくるようだ。全く、こんな場所で暮らす人間の気が知れぬ」

「……多分イヌイットの人をアラビアに連れて行っても、似たことを言うと思う」

　そんな緊きん張ちよう感のない会話をしながら、サミーラはヘリが消えた南の空をもう一度だけ見やった。

「……斥せつ候こう任務は、一段落。次は二人に任せる」

「そうよな」

　うなずくハッサン。そのまま父子は連れ立って、迷彩シートで偽ぎ装そうしていたスノーモービルに向かった。




　　　　２




　北ユーコン先せん端たん工学研究所──通つう称しようユーコン研は、ジオトロン・エレクトロニクス傘さん下かの民間研究施し設せつだ。その名の通り、ユーコン河の支流に面した荒こう野やに建てられている。

　設立されたのは一九八〇年代の後半。

　当時のジオトロン社はＳＤＩ計画の一いつ環かんとして、第一世代型ＡＳであるＸＭ４を独自開発していた。そのため寒冷地帯での耐たい久きゆう試験と機密保持を目的として、北アラスカの広大なツンドラにこの研究所を開設したのだ。

　とはいえ当時のＡＳは海の物とも山の物とも知れぬ試作兵器であり、ジオトロン社にしてもそれほど期待していたわけではない。それを反映してか、当初の施設はまるで掘ほっ立て小屋のような宿舎兼けん研究棟、それにだだっ広い演習場（という名の原野）という粗そ末まつなものでしかなかった。

　だが後にＸＭ４はアメリカ軍によってＭ４として小規模にだが採用され、ソ連軍のRk─89と共に『世界初の正規ＡＳ』の栄えい誉よを分かち合うことになる。

　それから二〇年以上、ＡＳが急速に発展と普ふ及きゆうを続ける中で、ユーコン研はジオトロン社におけるＡＳ開発の一いち翼よくを担にない続けていた。それに伴ともない施設も順次拡張され、現在でもその槌つち音おとは鳴り止やまない。

　いわば、ＡＳの歴史と共に歩み続けた研究所と言っても過言ではないだろう。

「要するに、人目につかないよう拉ら致ち被ひ害がい者や盗とう難なん兵器をいじくり回すにゃ、最適の環かん境きようってことだな」

　菊乃による〈レイヴン〉二号機演習から、一夜が過ぎた午後。ユーコン研管理棟の最上階にあるカフェテリアで、溝呂木は皮肉げに笑った。

「拉致や盗難とか、そんな物ぶつ騒そうなことを口にされては困りますわ、ドクター。人聞きの悪い」

「そうですよ。警備を担当している僕たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の信用に関かかわるじゃありませんか」

『護衛』として同席している菊乃と旭の姉きよう弟だい──ご丁てい寧ねいにもＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の制服を着用中──が、含ふくみ笑いを浮うかべながら言った。

「はっ」

　溝呂木は、二重になった窓沿いに外を眺ながめる。ちょうどここからは、暗がりに沈しずみつつある研究所のほぼ全ぜん貌ぼうを、一望にできるのだ。

　ユーコン研はこの管理棟を中心として、制せい御ぎよ系や駆く動どう系、素材系といった各分野ごとの研究棟とうが建ち並んでいる。その西と南は、大きく蛇だ行こうしたユーコン河の支流によって遮さえぎられていた。

　研究区画を離れた東には、研究者や職員用の宿舎が建てられている。さらには職員やその家族を対象にした商業施設やレストラン、学校や教会まで併へい設せつされており、ちょっとした町のようだ。

　そして北には空港の滑かつ走そう路ろやターミナルが並び、その向こうには演習場を兼かねた原野がどこまでも広がっていた。

　それらの施設は、今でも増設の真っ最中だ。もっとも防寒仕様の外がい壁へきや窓に遮られ、工事の喧けん噪そうは屋内に届かないが。

「何を企たくらんでやがるんだか」

「まあ、人聞きの悪い」

　アラスカの町や村では珍めずらしくないのだが、ユーコン研には道路も鉄道も通じておらず、陸路では完全に孤こ立りつしている。要するに空港での厳重なチェックを何とかしてくぐり抜けなければ、自力の脱だつ出しゆつは不可能ということだ。

「今までの待たい遇ぐうでジオ社の誠意も見えたでしょうし、そろそろ首を縦に振ふってもらえないでしょうか？　そうしていただければ護衛の仕事も、ずいぶんと楽になるんですけど」

「おうおう、監かん視し役が白々しい」

　お為ためごかしな旭の言葉を、溝呂木は鼻で笑う。

　とはいえ実質的に軟なん禁きん状態の溝呂木だが、少なくとも物質的な面でほとんど不自由をしていないのは事実だった。

　研究所内の移動は原則として研究区画のみ。他者との接せつ触しよくも必要最小限以下に制限されているが、この管理棟にある広々としたゲストルームを一人で占せん有ゆうしている。カリフォルニアのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．総合訓練キャンプに残してきたギターやＯＡ機器、各種グッズも、その日のうちに一つ残らず搬はん送そうされた。

　おかげで一流ホテルのスイートを思わせる豪ごう奢しやなゲストルームは、わずか一両日でロッケンロールの魔ま窟くつへと造り替かえられたが。

　夜や休日も居住区画の店に繰くり出すというわけにはいかないが、電話一本で酒も食事も好きなだけ飛んでくる。

　少なくともジオ社は溝呂木を懐かい柔じゆうするに当たって、金も手間も惜おしむつもりは一いつ切さいないようだ。とはいえそんな待遇そのものが、溝呂木の反骨ロツク精神に火をつけているのも事実だったが。

「大体だな、誠意を見せるって言うなら、せめて納なつ豆とうと味み噌そ汁しるくらいは用意してからいいやがれってんだ」

　不平をもらす溝呂木に、菊乃と旭は顔を見合わせた。

「お言葉ですけどドクター、この店の日本食は相当に充じゆう実じつしてますわ。この米もカリフォルニア米ではなく、わざわざ新にい潟がたから取り寄せたコシヒカリですし」

　カフェテリアの看板メニューであるフライド・スシ・サンド──シュリンプのスシをさっと揚あげてパンとレタスに挟はさんだものだ──を上品に囓りながら、菊乃が言った。

「そうそう、この蕎そ麦ばだって長なが野の産の高級品だし」

　ライスの上にクリームソースで和あえたソバ・ヌードルを載のせたクリーム・ソバ・ボウルを静かにすすりながら、旭がうなずく。

「こいつはもう、お百ひやく姓しようさんたちの汗あせへの冒ぼう涜とくだろうが……一応は日本人だろ、お前たちだって」

「わたくしたち血統的には日本人ですが、生まれ育ったのは日本ではありませんので」

「そもそも親の顔も覚えてないし、日本人云うん々ぬんって言われてもなあ」

「それにしたってよ、飯とパンとか飯とソバとか、明らかに組み合わせがおかしいだろうが。大体、炭水化物をおかずに炭水化物を食うってありえねえだろ」

　うんざりとした溝呂木に、菊乃はころころと上品に笑う。

「あらあら、日本にはオコノミヤキ──でしたかしら？　クレープの一種をおかずにライスを食べる習慣があると聞いたのですが」

「ラーメンライスだっけ。ヌードルをおかずにするのも、珍しくはないそうだけど。違うのかな」

「……妙みような知識だけは豊富だな」

　やりこめられた溝呂木の前に、ようやく注文していたメニューが届いた。

　ボニト・タタキ。レアに焼いた鰹ボニトの身をぶつ切りにして、マリネに仕立てた料理だ。数あるゲテモノメニューに比べれば十分に食える──というかむしろ旨うまいのだが、少なくともこれを『タタキ』だとは認められない。

（あー、肉じゃが食いてえ）

　妙に日本食が充実していたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の食堂を、溝呂木は思い出した。

　そんな彼を見やりながら、菊乃は慎つつましやかな仕草で口元をぬぐう。

「つまるところドクターとしましては、日本食の改善がなされれば交こう渉しように応じることもやぶさかではない、と」

「んなわけねえだろ」

　きっぱりと溝呂木は言った。

「少なくともお前らの親分がいじくり回している悪あく趣しゆ味みなオモチャ、あれに協力するつもりなんぞ毛頭ねえよ」

「それは、同感ですわね」

「ね、姉さん？」

　慌あわてて諫いさめるように、旭が言った。

「だってそうでしょう、旭。あんなつまらないのが出しゃばるつまらない戦場なんて、わたくし退たい屈くつしてしまうわ」

「でも、実用化されれば色々と便利だと思うよ」

「そういう問題ではないの。戦いの焔ほのおとは、己おのれか敵手の身命をくべてこそ鮮あざやかにかがやくものでしょう」

　両手を胸の前で組み、菊乃は陶とう然ぜんとした表情でうっとりと語り出す。そんないつも通りな姉の姿に、旭は深いため息をついた。

「姉さんがそんなこと言っても、説得力ないって。ていうか大人ぶった中学生が男のあれこれを語ってるみたいで、聞いてていたたまれなくなってくるんだけど」

「旭！　あなたいつからそんな子になったの!?　そんな背せ伸のびなんてしなくても──」

「背伸びねえ。少なくとも、姉さんよりは色々と経験豊富なつもりだよ」

　突とつ然ぜん始まった、姉弟の諍いさかい。それをさらりと無視し、溝呂木は黙もく々もくと鰹のマリネを片づけている。

　と、小さな音と共に溝呂木の体が揺ゆれた。観葉植物を運んでいたカートが、背後から椅い子すをかすめたのだ。

「おいおい、気をつけろよ」

「……すいません」

　顔をしかめた溝呂木が振り返ると、カートを押していた職員は深々と頭を下げてぼそぼそ謝った。

　正直、あまり褒ほめられた態度ではない。

「どうなさいました、ドクター？」

「ああいや、何でもねえ。おい、とっとと行きな」

　大おお仰ぎように手を振り、溝呂木は職員を追っ払ぱらった。




　食後に溝呂木は、トイレへと向かった。監視として同行している菊乃と旭を、うんざりと振り返る。

「どうだい嬢じようちゃん、なんなら個室の中でもじっくり警備してくれないか？」

「な、何てことをおっしゃるんですか、ドクター!?　いやらしい、最低です！」

「そういうのもロックていうんですか？」

　姉弟の呆あきれ顔をしりめに、溝呂木は飄ひよう々ひようとトイレの個室に入る。

「えーっと、ここだよな」

　小声でつぶやきながら、溝呂木はポケットからしわくちゃのメモ紙を引っ張り出す。先ほど食堂で、すれ違ちがいざま職員から手て渡わたされたものだ。

　メモの指示に従い、溝呂木はトイレのタンクの蓋ふたを無造作に開く。

「おう、あったあった」

　タンクをのぞきこみ、溝呂木はにやりと笑った。ビニールで厳重にくるまれた何かが、防水テープでタンクの内側に貼はり付けられている。

　口笛を吹ふきながら包みをはぎ取り、乱雑にビニールを引きむしった。もっと安全な場所に移動してから中身を確かめるという発想は、最初からない。

（ったく、来るのが遅おそいんだよ）

　むしったビニール包みの中から出てきたのは、００７よろしく腕うで時計に偽ぎ装そうされた通信機だった。

　何とも安っぽい外見で、溝呂木の趣しゆ味みには全く合っていない。顔をしかめた溝呂木は、内心で毒づきながら、時計型通信機を上着の内ポケットに放ほうりこむ。

　トイレから出ながら、溝呂木は不ふ機き嫌げんそうに言った。

「おう、とっとと行くぞ」

「分かりましたわ」

　その前後を三条姉きよう弟だいは挟み、護衛という名の監視を続ける。

　溝呂木が手を洗い忘れたのに気づいたのは、およそ三分後だった。




　ユーコン研の拡張工事は、昼夜兼けん行こうの突とつ貫かん態勢で行なわれていた。昼夜とは言っても、日は沈しずみっぱなしだが。

　飛行機で運ばれてきた大勢の労働者たちは、三交代制で働いている。そのため現場も宿舎も、一日中喧噪が絶えない。

「……ふう」

　その人ひと混ごみに紛まぎれこみ、アデリーナは小さく息をついた。変装用につけた栗くり毛げのカツラと、伊だ達て眼鏡の具合を確かめる。

　現在、アデリーナと達たつ哉やはＰＳパワー・スレイブ操縦の作業員として、この現場に潜せん入にゆうしているのだ。

　つい先ほど偽ぎ造ぞうＩＤで管理棟に忍しのびこみ、通信機とメモを置いてきたばかり。菊乃たちが溝呂木の側そばを離はなれなかったためにかなり危ない橋を渡わたったが、追っ手や監視がつけられた気配はない。

（賭かけには勝ったか？）

　だがまだ安心はできない。アデリーナは内心で気を引き締しめ直しながらも、外見は何気ない様子を装よそおう。

　と、そんな彼女に後ろから声がかけられた。

「──ど、どうだったよ？」

「落ち着け、タツヤ」

　ややうんざりした声で、アデリーナは答えた。

　実際に潜入したアデリーナ以上に、待機中の達哉の方が緊きん張ちようしていたようだ。青ざめた顔をして、周囲を必要以上にきょろきょろ見回しながら歩いている。変装用の口くち髭ひげは、全くもって似合っていない。

　挙動不ふ審しんなその姿に、周囲からは怪け訝げんそうな目が集まっていた。

「手はず通り、通信機とメモを置いてきた」

「そ、そうか」

　アデリーナが小声でそっけなくささやくと、達哉は明らかにほっとした表情で何度もうなずいた。

「ちゃんと溝呂木のセンセイに渡ったかなあ。ずっと側に菊乃や旭が張り付いていたんだろ？　もしバレてたら──」

「今、気にしても仕方あるまい。結果が分かるのは、夜になってからだ。それまでは、今まで通り注意しながら待て」

「そりゃそうだけどさ」

　沈ちん着ちやくな態度を崩くずさないアデリーナに、達哉は口を尖とがらせた。

　そんなやり取りをしながら、二人は作業員宿舎の大部屋に戻もどった。ちょうどシフトを終えたばかりの昼勤組が、陽気に騒さわいでいる。

　まだ日中──日は沈みっぱなしだが──だというのに酒が出され、タバコの煙けむりがもうもうと立ちこめる。そこかしこで、カードやサイコロの賭け事が始まった。

「ここはコールだ。このゲームはもらったぜ」

「セブンアウトかよ、くそったれ」

「おい、バーボン一つ持ってこい」

　疲つかれ切っているにもかかわらず、作業員たちの大半は陽気なものだった。

　寒冷地での過か酷こくな作業が続くため、作業員たちの待たい遇ぐうは非常にいい。給金は相場のほぼ二倍、宿舎の食費はタダ同然だし、酒やタバコも格安で提供されている。

　休日シフトの人間をラスベガスまで運ぶため、空港から無料の直行便まで出ている始末だ。

「さすがにあれって足が出るんじゃねえの？」

　目立たないよう大部屋の片かた隅すみに座りこみながら、達哉はアデリーナに小声で言った。

「なに、カジノからある程度はキックバックを受け取っているのだろう。向こうから見たら、カモの団体客を連れてきているわけだからな」

「なるほど、頭いいな」

　そう達哉が感心すると、アデリーナは気まずそうに目を伏ふせる。

「……と、ベルが言ってた」

「そういうことね」

　おそらくアデリーナも達哉と同種の疑問を抱いだき、定時連れん絡らくのついでに尋たずねたのだろう。

「何がおかしい」

「い、いや別に何も」

　半眼になったアデリーナからにらまれ、達哉は慌てて吹き出しかけた表情をとりつくろう。

「で、ベルさんは何て言ってた？」

「向こうの準備はほぼ終しゆう了りようしたそうだ。ユースフの手配も含ふくめてな。ドクターとの連絡がつき次し第だい、一気に仕し掛かけるぞ」

「了りよう解かい」

「それとだな、この研究所の警備についているのは名前こそＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．だが、大半はミハイロフが連れてきた子飼いの連中らしい。カルロスやベイカー班長のように、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に残った生え抜ぬきはいない」

「そうか」

　アデリーナの言葉に、達哉は安あん堵どした。

「結局カルロスは来てくれなかったんだよな」

「あいつには、あいつなりの判断があるということだ。別段この業界では、珍めずらしいことではない」

「そりゃそうだけどさ、やっぱこっちは頭数が少ないし。気になるよ」

　指を折りながら達哉は数える。

「ＡＳ乗りでいるのが、俺とお前の他ほかにはユースフにハッサンのおっさん、サミーラの三人だろ」

「陽動には十分な数だ。むしろそれ以上の数では、逆に奇き襲しゆうが成立しない恐おそれもあるぞ」

「そんなものかねえ」

　と、そんな物ぶつ騒そうな会話を交かわしていた二人に、やたらと大声での呼びかけがあった。

「おおい、兄アンチャンに姉ネエチャン、若わけえのに何しけた顔してんだよ！　こっち来な、ちょいと遊ぼうや！」

「おう、わざわざすまねえなとっつぁん！　今すぐ行くよ！」

　国や人が変わっても、飯場の空気はそう変わらない。気さくに答えた達哉は勢いよく立ち上がると、少しばかりばつが悪そうにアデリーナを見やる。

「いや、ほらさ、やっぱりこの中に溶とけこまないといけないわけだし、そうなるとやっぱりよ──」

「別に言い訳はいらんぞ」

「だから、言い訳じゃなくってだな──」

「いいから早く行かないと、却かえって目立つぞ」

「……了解」

　邪じや険けんに追っ払われるようにして、達哉は席を去った。その背中に、アデリーナはそっとため息をつく。

「まったく、二度とギャンブルはしないのではなかったのか？」

　達哉の財さい布ふが空っぽになるまで、一時間とはかからなかった。




　その日の午後の勤務を溝呂木は、いつも通りにサボタージュすれすれの不ふ真ま面じ目めさでこなした。

「ではお休みなさいませ、ドクター」

「へいへい」

　監かん視し役の菊乃たちに自室まで送られた溝呂木は、木で鼻をくくったような態度で早々に姉弟を追い払はらう。いつも通りのやり取りだ。

　書類やディスクが部屋のそこかしこで放りっぱなしになっており、床ゆかは足の踏ふみ場もないほどだ。溝呂木は着き替がえもしないままソファーの上にだらしなく寝ねそべると、プレーヤーの電源をいれる。

　リモコンの操作をしたのは伸のばした右足の指先という横着さだ。

　スピーカーから独特のシャウトがガンガンに響ひびき、部屋の分厚い内ない壁へきや窓を最大音量で震ふるわせる。暴力的なまでの音楽の快感に、溝呂木はしばし身をゆだねた。

　これもまた、溝呂木にとってはいつも通りに平常運転の日常だ。盗とう聴ちよう器き越ごしの監視者も、間ま違ちがいなくそう判断するだろう。

（そろそろ時間か）

　あくびをしながら溝呂木は昼に渡された偽ぎ装そう通信機を手に取る。時間はちょうど、スイッチを入れ、指定された周波数に合わせる。

　腕うで時計型の通信機を、耳に押し当てる。ロッケンロールの洪こう水ずいの中、溝呂木は通信機からの音を辛かろうじて聞き分けた。

『こ──ちら、オシラ３──ドクター・ミゾロギ──か──』

「この声、嬢じようちゃんか。ずいぶんと来るのが遅おそかったじゃねえか」

　聞き覚えのある無愛想な声に、溝呂木はにやりと笑った。

『それはすまなかった。それにしても盗聴対策とはいえ、少々騒そう々ぞうしいな』

「おいおい、この魂たましいのシャウトをうるさいってのはどういう了りよう見けんだぁ？　いいか、ロッケンロールってモノはだな──」

　この期ごにおよんでも、いざ音楽となると溝呂木の舌は止まらなくなった。

『落ち着いてくれ、今はそんな話をしている場合ではないだろ』

　アデリーナの返答は、相当に辟へき易えきした様子だった。

『時間は有限で貴重だ。そもそもミハイロフたちに気け取どられでもしたら、元も子もないだろう。まずは本題に入りたい』

「ああ分かった分かった、とっとと始めな」

『…………』

　何やら言いたげに沈ちん黙もくしたアデリーナだが、咳せき払ばらいをして本題に入る。

『まず、この研究所に潜せん入にゆうしたのは、わたしとタツヤの二人だ。それに加えてバックアップ要員が、フェアバンクスに待機している』

「ほうほう」

　気楽な調子で相あい槌づちを打ちながら、溝呂木は聞き入った。

『作戦の目的はＡＳ─１の奪だつ還かんと、ドクターの救出だ。具体的な手順については──』

　アデリーナが手短かにまとめた作戦計画の具体的な内容を、溝呂木は脳のう髄ずいに刻みこむ。さすがに万一を考え、メモを取ったりはしない。

『──以上だ。聞いての通り、ここから先はドクターの手引きや協力が不可欠になる。問題は？』

「望むところだ。あのクソッタレな連中に一ひと泡あわ吹ふかせられるってんならな」

　歯を剥むき出し、不敵かつ陽気に溝呂木は笑った。

『危ない橋を渡らせることになって、すまない』

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、こんなけたっくその悪いド田舎いなかで、俺みたいな天才がくたばるわけねえだろうが」

『────』

　絶句したアデリーナをよそに、溝呂木はスケジュールを確かく認にんする。

「ちょうど三日後に、ミハイロフの野や郎ろうがここを離はなれるらしい。どうせなら決行は、それに合わせるってのはどうだ？」

『確かにあの男が不在なら、それだけで作戦の成功率は上がるな』

　溝呂木の提案に、アデリーナはすぐ同意した。

『三日後か、了解した。ベルと打ち合わせてみよう。以後の連絡は常にこちらから行なうので、そのつもりでいてくれ』

「頼たのんだぜ。とはいえお前さんはともかく、相方が坊ぼう主ずってのがどうも不安だが」

『否定はできんな』

　溝呂木が相変わらずの口調で、達哉をこきおろす。

「ま、ファイアーフォックスの主人公も、スパイとしては付け焼き刃ばもいいところだったし、何とかなるだろ」

　ふと学生時代に観た映画を思い出し、溝呂木は言った。

　冷戦期まっただ中の、八〇年代初頭に公開された映画だ。ソ連軍の最さい新しん鋭えい戦せん闘とう機を奪だつ取しゆするため、クリント・イーストウッド扮ふんするアメリカ空軍のエースパイロットが、ソ連領内の秘密研究所に潜入する──というアクション作品である。

『あの映画か……』

　アデリーナの声が、雑音越しでもそれとわかるほど、あからさまに不ふ機き嫌げんになった。

「観たことあるのか？」

『あの作品におけるソビエトの描びよう写しやは、非常に恣し意い的かつ作り手の悪意に満ちている。そもそも──』

　よほどファイヤーフォックスが気に入らないのだろう。唐とう突とつな素人しろうと映画批評を、アデリーナは始めた。

「あー、分かった分かった、あの映画を引き合いにした俺が悪かったから、もう切っていいか？」

『待ってくれ。ハリウッド映画とは合衆国によるプロパガンダの一いつ環かんであり、場合によっては文化的侵しん略りやくとすら言える──』

「本題は、もうお終しまいらしいな」

『ドク──』

　あっさりと、溝呂木は通信機を切った。

「ったく、相変わらず緊きん張ちよう感のない連中だぜ」

　自分のことを完全に棚たなに上げた溝呂木の顔には、実に楽しそうな笑いが浮うかんでいた。

　ソファーから立ち上がり、棚からスコッチ・ウイスキーの瓶びんを手に取る。まだ封ふうを切っていない、シングルモルトの逸いつ品ぴんだ。

　祝しゆく杯はいにはまだ早いが、前祝いの一杯程度なら許されるだろう。

「はてさて、何に乾かん杯ぱいしたものやら」




　北ユーコン研究所から南東におよそ三〇〇マイルほどすすむと、アラスカ第二の都市であるフェアバンクス市にたどり着く。

　アラスカ鉄道やハイウェイ、石油パイプラインが交差する、アラスカ内陸における交通と経済の中心地だ。また、極北アラスカ観光の拠きよ点てんとしても知られている。

　今もオーロラ観測やウィンタースポーツを楽しむ観光客により、市内のホテルは賑にぎわっていた。

「ええ、分かりました──では、三日後ということで──細かなスケジュールは、後でそちらに──十分に気をつけて──」

　フェアバンクス国際空港の最も寄よりにある、高級ホテルの最上階。アデリーナとの定時通信を終え、ベルトランは小さく息をついた。

「三日後とは、良いタイミングだ。その日ならば、うまく機を合わせられよう」

　ソファーで手紙に目を通していたユースフが、小さくうなずく。こちらもちょうど、かけていた電話を切ったところだった。

「空港の様子は？」

「サミーラの報告によれば、〈ヴォルフ〉も〈シャドウ〉も調子は万ばん全ぜんだ。ヘリへの積みこみも終わったらしい」

　ベルトランの問いに、ユースフは明快に答えた。

「となりますと、後はアプローチの問題ですな」

　つい今朝方ホテルに戻もどってきたハッサンが、テーブルの上に地図を広げながら言った。

「なるほど」

「ふむ」

　ユースフとベルトランが、その地図をのぞきこむ。衛星写真等から自作した、ユーコン研の周辺の地図だ。

　いくつもの赤いマーキングが記されており、それはちょうど研究所を中心に、歪ゆがんだ円を描えがいていた。

「現地でそれがしとサミーラが調査いたしました、研究所周辺の無人センサによる監かん視し網もうです。これは中々の難物ですぞ」

「光学・電波・振しん動どう等に対応した複合センサですか。ＡＳにせよヘリにせよ、うかつに接近すれば間違いなく発見されるでしょうね」

「たかだかＡＳ二機の戦力では、正面切った強きよう襲しゆうは無む謀ぼうに過ぎる。何らかの形で、奇き襲しゆうの利を得ねば」

　地図を見ながら、三人はそれぞれのプランを練る。まず発言したのは、ベルトランだった。

「定石としては、すでに潜入したリーナたちに工作してもらうことになりますが」

「これ以上、二人に負担を強しいる訳にはいくまい。却きやつ下かだな」

　ユースフが首を振ふると、こんどはハッサンが案を出す。

「ならばクラッカーを手配し、電子的に制圧するのはどうですかな？」

「残念ながら研究所の警備システムは、外部とは完全に切り離されておる。不可能だ」

「電子戦は電子戦でも、電磁パルスＥＭＰ攻こう撃げきでセンサを破は壊かい──」

「高々度核かく爆ばく発はつでも起こすつもりかそなたは。却下だ却下」

　そんな主従のやり取りを、ベルトランはやや白けたようにながめた。

「その様子ですと、あなたにも何らかの腹案があるようですね」

「ほう、分かるか」

「それは、あんな見え見えの態度を取られれば」

　ベルの指し摘てきもどこ吹ふく風と、ユースフは自信満々で指を立てる。

「狙そ撃げきはどうだ」

「狙撃？」

「うむ。ヘリに先んじて狙撃手を向かわせ、センサを索さく敵てき範はん囲い外から射撃によって破壊するのだ」

　そう言いながらユースフは、地図に描かれたセンサ群のうち、東側の二つを示す。

「この二つを停止させれば、空いた間かん隙げきからヘリが侵しん入にゆうできよう。そのまま一息に、本丸を目指す。人じん為い的な破壊ではなく事故に見せかけるよう、工く夫ふうは必要であろうがな。どうだ？」

「うーむ」

　ユースフの献けん策さくに、ハッサンはやや大おお仰ぎようにうなる。その顔には、主あるじの案への難色が浮かんでいた。

「確かに奇策としてはお見事であります。ですが少々、距きよ離りが開きすぎておりませぬか？　実現できぬ策では策と申せませぬぞ」

「この手のセンサをアウトレンジするならば、最低でも一キロは離れた場所から、かつ初しよ弾だん必中を狙ねらう必要がありますね」

「ハッサン、そなたは確か鉄砲上手マークスマンであろう。狙えぬか？」

「殿でん下かのお言葉ですが、さすがに一キロとなりますと、それがしの腕うでではとてもとても」

　少し考えたベルトランが、軽く首を振る。

「──一人だけそれが可能な狙撃手を知っていますが、今は独自の行動をしていて連れん絡らくがとれません。どうしたものか」

「そうか、だが案ずる必要はない。私にも一人、心当たりがおってな」

「心当たり、ですか？」

「実はこんなこともあろうかと、すでに連絡は取っている」

　もったいぶった仕草でユースフが指を鳴らすのと同時に、部屋の扉とびらが大きな音を立てて開かれた。

「つーわけで、アタシの出番ってわけだ!!」

　ずかずかと入ってきた小さな影かげが、胸を反らしてそっくり返る。
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「ク、クララ……？」

　唖あ然ぜんとつぶやくベルトランの顔から、眼鏡があやうくずれ落ちかける。

「だからよ、腕の良いスナイパーがいるんだろ？」

　愛らしい顔に、むやみやたらと自信に満ちた不敵な表情を浮かべ、クララは自分自身を親指で指し示す。

「だったらここに、ちゃんといるじゃねーか！」

「何を馬ば鹿かなことを言って──」

「よく来てくれた！」

　ベルトランの言葉を遮さえぎり、ユースフが立ち上がる。

「アラスカの荒こう野やで一キロ先を初弾必中。たとえ静止目標とはいえ、たやすい役目ではないぞ」

「はん、誰だれに言ってんだよ。そんなのオチャノコサイサイのアサメシマエってもんだ」

「ふ、頼もしいな。とはいえまさか、そなたを単身で向かわせるわけにもいくまい。ハッサン、そなたがつけ」

「ま、またそれがしに、あの雪原へ向かえと!?　い、いえ、ご命令ならばいたしかたありませぬ。謹つつしんでお受けいたしますぞ」

　悲ひ壮そうな決意を固めたハッサンの肩かたを、クララは気安く叩たたいた。

「頼たのんだぜ、ハッサンのおっちゃん」

「──待ちなさい」

　妙みようなテンポでとんとん拍びよう子しに進む話に、ようやくベルトランが口を挟はさむ。

「ベ、ベル……」

「あなたはＴＴ女史のところに行ったはずでしょう。また抜ぬけ出したのですか」

「────」

　クララは気まずそうにそっぽを向く。そのすぐ側そばまで歩いたベルトランは、しゃがみこんで目線の高さを合わせた。

「帰りなさい」

「イヤだ」

　ややうつむき気味で、きっぱりとクララは言った。

「ベルたちって、ヤツらに一発かますつもりなんだろ。だったら、アタシだってみんなの力に──」

「そんな必要はありません」

　取り付く島もなく、ベルトランは言った。

「あなたはまだ、一一歳になったばかりでしょう。そんな子供が──」

「よいではないか」

　そこにユースフが助け船を出す。

「実の親をあのような目に遭あわされたのだ。たとえ小児といえども心に刃やいばを抱いだいて当然であろう。『生命には生命、目には目、鼻には鼻、耳には耳、歯には歯、凡すべての傷害にも同様の報復を』コーランにもこう記してある」

「確かその後にこう続いたはずですが──『しかしその報復を控ひかえて許すならば、それは自分の罪の償つぐないとなる』と」

「む──」

　やや不ふ穏おん当とうな視線を交かわすユースフとベルトランに、むしろクララの方が戸と惑まどう。

「あ、あのー、二人ともさ、そんなマジにならなくても──」

「誰のせいだと思っているんですか」

「うう」

　ベルトランの視線を避さけ、クララはハッサンの後ろに身を隠かくす。

「ですが現実に、何らかの策は必要ですぞ。クララ殿どのの参さん陣じんをこばむとして、何か代案はおありでしょうか？」

「それは──」

　痛いところをつかれ、ベルトランは押し黙だまった。しばしの沈ちん黙もくと思考の後、重たい息を吐はく。

「出資者の意向なら、やむを得ませんか」

「そ、それじゃあベル、いいんだな!?」

　不承不承、自分自信を騙だまそうとしているベルトランの声に、クララはぱっと喜色を浮うかべた。

「これは遊びではない、本物の戦争です。たとえ弾たまが飛んできても、あなたのご両親は守ってくれませんよ」




　　　　３




　その当日──

「やっと仕上がった」

　ユーコン研のＡＳ格納庫。仁に王おう立だちになった青いＡＳの姿に、溝呂木は感かん慨がい深ぶかげに言った。

「これでようやく、本来の態勢に戻った訳か」

「ぶちこわしたヤツの台詞せりふじゃねえだろ、それは」

　かたわらのミハイロフに、溝呂木は毒づく。ミハイロフ自身は、相変わらず飄ひよう然ぜんとしていたが。

「ふむ、そういうことになるのか」

「ったく、テメエでブッ壊こわしといてテメエで直してりゃ、世話はないっての。どういうマッチポンプだよ、ええ」

「そう言ってくれるな。俺はこれでも、このＡＳ自体を気に入っているつもりだよ。上の思おも惑わくはどうあれな」

「上、ね」

　ミハイロフの言葉に、溝呂木はせせら笑う。

「あんなクソつまんねえガラクタでっち上げて、お前さんたちは何をやろうってんだよ、おい」

「さあな。俺はただ、自分の仕事をするだけだ」

「仕事かよ」

　つまらなさそうに言うと、溝呂木は青い〈レイヴン〉に目線を戻もどす。

　様々な思惑により、一号機の修理には思わぬ時間がかかった。とはいえ結果論から言えば、それがもたらしたのは、決して悪い面ばかりではないのも事実だ。

「ま、あれには感謝してるがよ」

　機体のあちこちをながめながら、溝呂木はつぶやく。よくみれば装そう甲こうの所々に、今までの〈レイヴン〉には存在しなかったもの──展開式のカバーが設置されている。

　Ｍ９等に搭とう載さいされているのと同型の、ジオトロン社製ＥＣＳだ。

　これまで〈レイヴン〉には最低限の電子戦装備しかなされておらず、ＥＣＳも未装備だった。それがユーコン研での修理のついでに、ジオトロン社側の技術を用いて改修することになったのだ。

　ちなみに同様の改修は、並行して二号機でも行なわれていた。こちらは先日の演習で、菊乃の手によりその成果を証明している。

「ＥＣＳやＥＣＣＳといった電子戦兵装じゃ、悔くやしいがアメリカ製の性能がダントツだからな、くそ」

「少々不快ではあるが、事実は事実として認めるべきだな」

　何とはなく業ごう腹はらそうに、〈ブレイズ・レイヴン〉一号機──正確には内蔵されたＥＣＳ──を見やる日本人とロシア人。

「つーかせっかく積みこむなら、不可視モード付きのＥＣＳを寄よ越こせってんだ。ったく、肝かん心じんなところでけちくさい連中だな」

「……ＥＣＳを不可視モードで使用しつつスラスタを吹ふかしたら、一体どういう風に見えるのだろうか？」

　どうでもいい疑問に首を傾かしげながら、ミハイロフは踵きびすを返す。

「そろそろ航空機の時間だ。行かせてもらう」

「け、とっとと行っちまえ」

　その背に、溝呂木は毒づいた。




（時間通りか……）

　ミハイロフを乗せた飛行機の離り陸りくを確かく認にん後、アデリーナは偽ぎ造ぞうしたＩＤカードを使って格納庫に潜もぐりこんだ。さりげない仕草で、周囲を見回す。

　薄うす汚よごれた作業服で変装をしてはいるものの、顔をよく見られれば正体が露ろ見けんする恐おそれは十分にある。可能な限り怪あやしまれないよう、アデリーナはさりげなく作業する振ふりを繰くり返した。

　予定通りならば、ユースフたちがもうじき作戦を開始する。アデリーナたちもそれにタイミングを合わせて行動するのだが、その瞬しゆん間かんまでは機体の間近にいられるこのポジションを、確保していなければならない。

（それにしても）

　内心の焦あせりを顔に出さないよう注意しながら、アデリーナはもう一度だけ周囲を確認する。やはりいない。

　怪しまれないよう別ルートで潜せん入にゆうしたはずの達哉が、まだ姿を見せていないのだ。

（一体どうしたというのだ）

　もう作戦開始まで時間がない。わき上がる黒雲のような不安を顔に出さないためには、かなりの精神力が必要だった。




「少しお待ちになってくれません？」

　格納庫裏手の廊ろう下かで呼び止められ、達哉は全身を緊きん張ちように震ふるわせた。

「な、何でしょうか」

　上ずりそうな声を必死に抑おさえながら、達哉は恐る恐る振り返る。今の声は、聞き覚えのある少女のものだったのだ。

（違ちがっていてくれ）

　懸けん命めいな祈いのりは、だが全く報むくわれなかった。振り返った先にいたのは、予想通りの人ひと影かげだった。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の制服を身につけた三条菊乃が、いつもの上品な笑えみを浮かべて立っている。

（最悪だぁーっ！）

　顔から血の気が引くが、達哉は懸命に演技を続けた。口元に愛あい想そ笑わらいじみた表情を浮かべ、うつむいたままおどおどと答える。

「……あ、あの？」

「あなた、見ない顔ですわね」

　アルカイックスマイルじみた菊乃の表情からは、内心を全くうかがうことができない。達哉はさらに帽ぼう子しを深く被かぶり直し、可能な限り顔を隠す。

「し、新入りなものでして。で、では失礼します」

　つっかえながら答えて、達哉はそのまま歩き出す。早足にならないよう注意するが、両脚あしは持ち主を裏切っていた。

　正直、駆かけ出さないだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「お待ちなさい」

　決して大きくはないものの、鞭むちのように鋭するどい声だった。それを発するのと同時に、菊乃が動く。

　滑すべるような歩法で瞬時に達哉との間合いを詰つめ、背後から右手首をつかむ。同時に菊乃の左手が、達哉の帽子と付け髭ひげを引ったくった。

「え？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくことしかできない達哉。その眼前で、菊乃は花のような可か憐れんさで微笑ほほえんでいる。

　抵てい抗こうはおろか反応すら不可能な、一瞬の早はや業わざだった。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の訓練で習った軍隊式の近接格闘術ＣＱＣとは全く異質な技術なのだと、達哉にすら分かった。

　おそらく何か東洋的な武術の一種なのだろう。一瞬とはいえ見み惚とれてしまった自分に、達哉はようやく気づく。

「まあまあ、本当に達哉さんでしたか」

　鈴すずを転がすような菊乃の声に、ようやく達哉は我に返った。

「最近、ドクターの様子が少々不ふ審しんでしたので独断で調べていたのですが、まさか達哉さんがいらっしゃっていたなんて。ひょっとして、わたくしに会いに来てくれたのでしょうか」

「誰だれがお前なんかに」

　慌あわてて菊乃の手を振りほどこうと、身をよじる。何としてもこの場を切り抜ぬけ、作戦開始までに間に合わせねば──

「まあ、おいたはいけませんよ」

　次の瞬間、達哉の右半身で苦痛が爆ばく発はつした。

「あいたたたたたたた痛い痛い痛い」

　菊乃は、つかんでいた達哉の右手を軽く捻ひねっただけ──客観的には、どう見てもそれだけの動作しかしていない。ただそれだけの動きで、達哉の右腕うでは瞬時に極きめられていた。

「は、放しやがれ──いや、肩かたの関節がゴリゴリいってるから」

　叫さけび声だけは、何とか辛かろうじてこらえる。少しでも体を動かすたび、達哉の右腕は耐たえ難がたいほど痛んだ。

「安心してくださいませ。この一画には監かん視しカメラがありませんし、人通りも少ないですから。二人の秘ひめ事が漏もれる気き遣づかいは無用ですわ」

「秘め事ってなんだよ秘め事ってのは!?」

「まあ、女の口から言わせるのですか、それを。何てはしたないことを」

「そこでなぜ赤くなる!?」

「本当につれない人です」

　脳がしびれるような甘い声で、菊乃は囁ささやいた。そのまま空いた左手の指で、そっと達哉の脇わき腹ばらにのの字を書いた。

　と、その時だった。激しい轟ごう音おんが、格納庫の外から響ひびいたのは。

「これは──？」

（始まったか）

　銃じゆう声せいに砲ほう声せい。警告のサイレンと兵士の叫び、怒ど号ごう。そして鋼はがねの二脚きやくが大地を踏ふみしめ、駆け抜け、飛び跳はねるその足音。

　菊乃がよく知った──そして達哉も最近はずいぶんと慣れてきた、それは戦場の音楽だった。




　時間は、しばし遡さかのぼる。

「次は、右手の送電線を」

「おうよ」

　観測手を務めているハッサンの指示で、クララは引き金を絞しぼった。飛び出した銃じゆう弾だんは、あっさりと送電線を切断した。

　先ほどからクララたちはセンサ本体を無視して、まず周辺の設備に適度な被ひ害がいを与あたえていた。研究所側にセンサの異変を襲しゆう撃げきではなく、風害や雪害による事故だと誤認させるための細工だ。

「では、いよいよ本命と参りましょうか」

「────」

　ハッサンの言葉に、クララは無言でうなずいた。

　雪中で腹ばいになった、伏ふせ撃うち姿勢。構えたライフルは、ずしりと重い。雪原迷めい彩さいの防寒着越ごしにクルミ材の感かん触しよくを味わいながら、クララはスコープをのぞきこんだ。

　およそ一〇〇〇メートル先の光景が、三六倍に拡大される。恐ろしく遠く、手の届かない世界。そこに設置された複合センサへと焦しよう点てんを合わせる。

　狙ねらうのは、センサからごくわずかにのぞいているコード。ここを撃ち抜きさえすれば、ただ一発の銃弾でセンサの機能を麻ま痺ひさせられる。

　風向き・風力・温度・湿しつ度ど・弾丸や銃の状態に、地球の自転がもたらすコリオリ力。狙そ撃げきに必要なありとあらゆる要素を計算し、クララは引き金に指をかけた。

　銃身の微び細さいな震えを少しでも消すため、呼吸を止める。胸で脈打つ心臓の鼓こ動どうすら、今は煩わずらわしい。

（ママ、パパ──）

　響く銃声。反動を殺しきれず、クララの小さな体はライフルの銃身ごと浮うき上がる。だが確かめるまでもなく、クララ自身に結果は分かっていた。

　トリガーを引く寸前のイメージ──銃口から飛び出した弾丸が狙い通りにセンサを捉とらえてコードを引きちぎるさまを、クララは確かに見たのだ。

「命中」

　だから単眼鏡をのぞきこんだハッサンの報告は、クララにとって全くの蛇だ足そくだった。素す早ばやく伏せ撃ち姿勢を取り直し、二つ目のセンサに銃口を向ける。

　後は、呆あきれるほどに簡単だった。当たり前のようにトリガーを引き、当たり前のように飛び出した銃弾が、当たり前のように標的を射い貫ぬく。

「またも命中。いやはや、全くもってお見事ですぞ」

　単眼鏡から目を離したハッサンが、ほとんど手放しでクララを賞賛する。シロクマのような外見は、相変わらずだ。

「あったり前だろ」

「そのお歳としでその腕うで前まえとは。それがし、感服しましたぞ」

「ま、アタシはホンモノの天才ってやつだからな。って──」

　そっくり返ったクララの真上から、異音が降ってくる。見上げると、二機の輸送ヘリが近づいていた。地面すれすれの匍ほ匐ふく飛行で稜りよう線せんに身を隠かくしつつ、河沿いにユーコン研を目指している。

　センサはすでに無力化した。研究所でも突とつ然ぜんの『事故』をいぶかしんではいるだろうが、まだ襲撃との確信は持てていないはず。

　その間かん隙げきにこそ、奇き襲しゆうを成功させうる好機がある。

「来ましたな」

「うん、アタシらのミッションは成功だな」

　そう答えながら、ふとクララはハッサンを見やった。

「どうなさいましたか？」

「なあおっちゃん、サミーラのことは心配じゃねーのか？」

「……娘むすめの身命は、すでに殿でん下かへとお預けしておりますゆえ。それに──」

「それに？」

　オウム返しに尋たずねるクララの前で、ハッサンは莞かん爾じと笑った。

「そうそう不覚をとるほど、柔やわな鍛きたえ方はしておらぬつもりですので」

「そっか、信じてるんだな、サミーラのこと。ちょっと、うらやましい」

　少し顔をそらしながら、クララはつぶやく。その声が聞こえたのか聞こえなかったのか、ハッサンは傍かたわらのスノーモービルのエンジンを入れた。

「ささ、合流ポイントまで急ぎますぞ。万一取り残されでもしたら、ぞっとしませんからな」

「賛成、賛成」




　輸送ヘリのカーゴベイが、ゆっくりと軋きしみながら開く。〈ヴォルフ〉の光学センサで見下ろす雪原は、暗がりに沈しずんでいた。

「最果ての地か」

　愛機のコクピットでつぶやきながら、ユースフは静かに瞑めい目もくしていた。一六〇ノットの速さで流れていく情景。降下ポイントが近づいてくる。現在の高度、およそ三九〇フィート──

『こちらナウシズ３──』

　機体の通信機から、ヘリに同乗したベルトランの声が聞こえた。

『カウント10で投下します。ご武運を』

「オシラ５、心得た」

　ベルトランにそう答え、思考を研とぎ澄すませる。〈ヴォルフ〉のスクリーンは、急速に近づいてくるユーコン研の施し設せつを捉えていた。

『３、２、１──ＧＯ！』

　機体を固定していた油圧ボトルが開放され、ユースフの〈ヴォルフ〉はヘリから切り離はなされる。全身の関節ロックを解除。

　目まぐるしく変動する光学ジャイロと人工三半規管の数値を確かめ、機体の姿勢を制せい御ぎよする。パラシュートを用いない、低空からの自由降下だ。

　スクリーンの片かた隅すみに映ったもう一機のヘリから、ＡＳが飛び出してきたのを確かく認にんした。後続のヘリから降下した、サミーラの〈シャドウ〉だ。背部には、コンテナ状のユニットを背負っている。

　着地、そして衝しよう撃げき。

　衝撃吸収システムが全力で作動し、一〇トンを超こえる〈ヴォルフ〉の機体を受け止めた。身をかがめた姿勢のまま、アスファルトの舗ほ装そうをがりがり削けずりながらスライド移動し、停止。全身の関節ダンパーから、蒸発した衝撃吸収剤ざいが濛もう々もうと立ち上る。

　素早く周囲を索さく敵てきする。狙いどんぴしゃり、事前に地図や写真で確認した、格納庫の正面に間ま違ちがいない。

「ふ、狙い通りか」

　兵装選せん択たく。手にしたマウザーの三五ミリライフルを、〈ヴォルフ〉は両手で構えた。サミーラの〈シャドウ〉がその背を固める。

　そのまま僚りよう機きとも、背負っていたコンテナを投とう棄きする。

「では、始めるぞ」

『……御ぎよ意い』

　慎つつましやかな声で、侍じ女じよは答えた。




「バカな、なぜ気づかなかった!?」

　建物の陰かげに身を隠しながら、旭は眼前の情景に叫ぶ。

　突とつ如じよとして現れた二機のＡＳは、研究所内で嵐あらしのように暴れ回っていた。

　逃にげ惑まどう非武装の職員たちは無視しつつ、反撃する警備員たちには片かたっ端ぱしから電気銃を撃ちこんで気絶させている。

　目指しているのは、格納庫で間違いない。

「最悪だ」

　思わず旭は呻うめく。ミハイロフが不在な上、演習用の〈シャドウ〉は三機とも整備中なのだ。

　その頃ころになってようやく、警備用のＡＳが出撃する。スウェーデン製の第二・五世代型ＡＳ〈ゴブリン〉が四機。

　寒冷地に強い機体に倍の機数とはいえ、あの〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉の前にはいかにも心こころ許もとない。

　舌打ちした旭は近くに止まっていた軍用車両に飛び乗った。ＡＳの注意を引かないよう気を配りながら、アクセルを踏みこむ。

「やってくれるよ、全く」

　走り出した運転席で、旭は憎にく々にくしげに〈ヴォルフ〉をにらむ。

　実戦用とは思えないほど派手に飾かざり立てられた機体は、ラシッドの王子がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に持ちこんだものに違いない。最近の溝呂木の不ふ審しんな動きと合わせると、狙いにも見当がつく。

　問題は、溝呂木の件は自分に任せろと言っていながら、菊乃がいまだに何の手も打っていなかったことだ。

（まさか、また悪いクセが出たんじゃ……）

　内心で不安を覚えながら、旭は通信機を手に取った。




「まあ、中々素す敵てきな趣しゆ向こうですこと」

　格納庫裏手の廊ろう下か。響ひびき続ける戦場音楽の中、菊乃は艶えん然ぜんと笑っていた。

「いつもわたくしたちは責める側でしたし、たまには責められるというのも悪くない経験ですわね。そう思いませんか？」

「なんで言ってることが一々エロいんだよお前は!?」

「そんな、人をはしたない女みたいに言わないでください。わたくしはただ、この燃えさかるような熱情に身も心も委ゆだねているだけで──」

「そういうところがエロいって言ってるんだよ!!」

　菊乃に組み敷しかれながら、達哉はやけくそ気味でわめき立てた。

　と、菊乃が左手で通信機を取る。

「あら、旭──こちらの様子？──」

（やばい！）

　身を硬くした達哉にちらりと流し目を送り、菊乃は報告を続ける。

「ええ、何も異常はないわ──」

（え？）

　その意外な返答に、達哉は腕うでの痛みも忘れて驚おどろいた。

「第二格納庫ね──ええ、わたくしも急ぐから──それじゃ」

　通信を切った菊乃は、達哉の右手を放す。

「何のつもりだ、お前」

　まだ痛む右腕を押さえながら、達哉は立ち上がる。じりじりと後ずさりながら、菊乃から距きよ離りを取った。

「と、おっしゃいますと？」

「俺を見み逃のがそうってのか」

　小首を傾かしげる菊乃に、達哉は言った。

「ああ、そんなことですか」

　言うなり菊乃は瞬しゆん時じに達哉との距離を詰つめた。息がかかるほどの距離で、少女はじっと達哉を見つめている。

　震ふるえるまつげや潤うるむ瞳ひとみが、達哉の目に焼きついた。

「本当に分かっておられないんですね、わたくしの想おもいを」

「おい、それってどういう──」

　言うなり菊乃は、達哉の口を塞ふさいだ。自分自身の唇くちびるを使って。

「────!?」
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　たとえようがないほど柔らかく心ここ地ちよい感かん触しよくに、頭が真っ白になる。

（……や、柔らけえ──）

　その感覚と、目の前にいる黒くろ髪かみの少女だけが、今の達哉にとっては全すべてだった。

　止まっていた世界が動き出す。頬ほおをバラ色に上気させた菊乃は、慎ましやかな仕草でそっと達哉から身を離した。整った面おも差ざしを、恥はじらうように伏ふせたまま。

「い、一体、何なんだよ……」

　廊下の壁かべに寄りかかった達哉は、そのままずるずるとへたりこむ。

「わたくしは、達哉さんを初めての人にすると決めたんです。それがこんなところで終わってしまうなんて、認められません」

「…………」

「もちろん、これも初めてですわ」

　謳うたうようにそう告げながら、菊乃は身を翻ひるがえした。

「お、おい──」

「さあさあ、急いでくださいませ達哉さん。今日この戦場で、存分に愛し合いましょう」

　最後に誘さそうような笑みを残し、菊乃は駆かけ出す。

「お待ちしております。わたくしの愛いとしい方」

「ま、待てよ」

　残された達哉は、ただその背を見送ることしかできない。

「何なんだよ、あいつ。本当に、何なんだよ」

　互たがいの初めてを交かわした唇には、まだ甘く熱い余よ韻いんが残っていた。




（はじまったか）

　外部の喧けん噪そうに、格納庫のアデリーナはすぐに気づいた。

「ＡＳの奇き襲しゆう!?」

「バカな、一体なぜ──」

「テ、テロ!?」

　慌あわてふためく人の流れをさりげなくかき分けながら、整備士に扮ふんしたアデリーナは〈レイヴン〉二号機を目指す。

　いまだ格納庫に姿を見せない達哉のことが心配ではあるが、今は意図的に頭から締しめ出していた。

（しかし、わたしたちがテロ屋呼ばわりか）

　内心でアデリーナは小さく嘆たん息そくした。客観的には全くの事実なのだが、どうにもやりきれない。

「おい、どうしたお前？」

　作業服の胸に整備主任のＩＤをつけた男が、アデリーナに気づいた。明らかに浮うき足立った物もの腰ごしだ。

「〈レイヴン〉二号機の搬はん送そうを任されました」

「そ、そうか、急げよ」

　あらかじめ用意していた言い訳に、主任はうなずいた。実際、作業の時に便利なため、整備士の中には時々ＡＳの操縦資格を持つ者もいるのだ。

　普ふ段だんなら間違いなくバレるだろうが、状じよう況きようの混乱が主任から冷静さを奪うばっていた。軽く一礼し、駐ちゆう機き姿勢の二号機に取りつく。

「しかし、初めて見る顔──」

　つぶやいた主任の顔色が変わる。どうやら誤ご魔ま化かせるのもここが限度のようだ。

「おい待てお前、何者だ!?　機体から離れ──ぐわっ！」

　血相を変えてすがりつく主任を蹴けり飛ばし、アデリーナは〈レイヴン〉の背部へとよじ登った。

「ど、どうしました主任？」

「し、侵しん入にゆう者だ！　二号機を盗ぬすみ出そうとしている！　取り押さえるんだ！」

　主任の指示に従って機体を登ってきた整備士たちを、アデリーナは肘ひじや膝ひざで容よう赦しやなく叩たたき落としていく。と、駆けつけた武装警備員が、こちらにサブマシンガンの銃じゆう口こうを向けていた。

　間かん一いつ髪ぱつ、コクピットハッチを手動で開放し、滑すべりこんだ。機体の装そう甲こうが銃じゆう弾だんを弾はじき、乾かわいた音が響く。かなぐり捨てた変装用のカツラと眼鏡が宙に舞まった。

（盗んだのはどっちだ）

　小さくつぶやきながらも、アデリーナは可能な限りの速さで機体を起こす。目覚めたＡＩの人工音声が、狭せまいコクピットに響いた。

《パラジウム・リアクター点火》

　淡たん々たんとした音声パターンは、アデリーナ用のＡＩであるカラマーゾフのものだ。直前に、菊乃のＭＩＫＥから溝呂木がデータを差し替かえたのだ。

　スクリーンの表示を見ながら、アデリーナは操縦スティックのスイッチを次々に押しこんでいく。

　普段ならばほとんどがＡＩ任せの起動手順だが、今は一刻を争う。悠ゆう長ちように音声入力するよりも、この方が早い。

　安全基準の確かく認にんをほとんどすっ飛ばし、最速で〈レイヴン〉二号機を目覚めさせる。

《全ヴェトロニクスを強制起動》

《アクチュエーターの接続を確認》

《各種点検項こう目もくを全省略──警告、現状ではオペレータと機体の安全を十分に確保できません。規定の手順に従い、これより点検項目Ａ群を実じつ施し──》

「強制起動コードＤ─３７４」

《了りよう解かい。最終起動シークエンスを実施。確認を》

「承認」

　杓しやく子し定規なＡＩを、アデリーナは強制コードの一言で黙だまらせる。

　機体のハッチが閉へい鎖さされ、マスター・スーツが全身を締め付ける。スクリーンが点灯して、格納庫の情景を映し出した。

　クモの子を散らすように周囲から逃にげ出す作業員。と、その中で流れに逆らう者がいる。拡大し、姿を確認。

「ようやく来たか。遅おそいぞまったく」

　現れた達哉の姿に、アデリーナは口調とは裏腹な安あん堵どの表情を見せた。




〈ヴォルフ〉の重厚な機き影えいが、極夜の空に跳ちよう躍やくした。その後を守備隊の〈ゴブリン〉が、懸けん命めいに追う。

〈ゴブリン〉を生んだスウェーデンは長らく武装中立の方針を採っており、専守防衛を目的とした独自の兵器体系を有している。それは〈ゴブリン〉も例外ではない。

　最大の特とく徴ちようはパラジウム・リアクターとマッスルパッケージによる完全電気駆く動どうを実現していながら、あえて補機としてディーゼル・エンジンと油圧装置を併へい用ようしていることだ。そのため『第二・五世代型ＡＳ』と呼ばれてはいるものの、極地での防衛戦となれば、十分に一線級の性能を発揮できる。

　だが現状では四機の〈ゴブリン〉のうち半数がすでに撃げき破はされており、鋼はがねの骸むくろを晒さらしていた。

「ふっ」

　鋭するどい気勢を発し、ユースフは空中で機体を制せい御ぎよ。ジャクソン・アーチを決めながら、一機の〈ゴブリン〉の背後に降り立つ。そのしなやかさは、狼おおかみというよりも猫ねこのそれを思わせた。

　残るもう一機の〈ゴブリン〉が〈ヴォルフ〉の着地際ぎわを狙ねらおうとするが、横合いからの猛もう射しやに慌てて飛び退のいた。サミーラの〈シャドウ〉による援えん護ご射撃だ。

「甘いな」

　勝てる。個々の技量でも、互いの連れん携けいでも、ユースフとサミーラの主従は敵機を圧あつ倒とうしていた。

「この程度の腕うででＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の名を汚けがすか、慮りよ外がい者ものめが」

　謳いながら左手で振ふるった単分子カッターが、〈ゴブリン〉を腰よう斬ざんに処する。素す早ばやく機体を反転させ、最後の一機に右手のライフルをつきつけた。

　唸うなるマズルフラッシュ。サミーラ機との十字砲ほう火かに捉とらえられた〈ゴブリン〉は、瞬時に頭部と脚きやく部ぶを破は壊かいされて頽くずおれた。

　無力化された四機の〈ゴブリン〉から、それぞれのオペレータが脱だつ出しゆつすのが見える。

『……これで、終わり？』

「いや」

　サミーラからの通信に、ユースフは小さく首を振る。大気を満たす強きよう烈れつな戦意は、いまだ衰おとろえていない。

『……若』

「来るぞ！」

　不意に叩きつけられた、無数の弾幕。迫せまり来る二〇ミリ弾の猛射を、〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉は跳躍して回かい避ひする。

『へえ、今のタイミングでかわすかい。まあ、挨あい拶さつ代わりだけどね』

　嘲ちよう弄ろうじみた外部スピーカーの音こわ声ねと共に、敵機が降り立った。

「〈エンハンスド・ガーンズ〉、貴様らか」

『やってくれるじゃないか。でもちょうどいいね。マランパでの借り、ここで返させてもらうよ王子様』

　軽口とは裏腹に、旭の〈エンハンスド〉からはしたたるような悪意を感じる。短砲身の滑かつ腔くう砲を構え、さらに左右の腰にガトリング砲を装備した重火力仕様ながら、その機き敏びんな動きにはほとんど衰えがない。

　そして、さらに──

『あら、あなた方でしたか』

　滑るように静かな足取りで現れる、もう一機の〈エンハンスド〉。その姿に、ユースフは軽く眉まゆをひそめた。

「その刀──なるほどそういうことか」

　本来は〈ブレイズ・レイヴン〉の装備であるはずの一〇式単分子カッターを、その〈エンハンスド〉は装備していた。それも、二振りを。

　一振りは左腰に佩はき、もう一振りは後部のハードポイントに背負っている。

『ええ、わたくしすっかり気に入ってしまいまして』

　言うなり菊乃の〈エンハンスド〉は、一挙動で刃を引き抜ぬく。右手で腰の一刀を、左手で背のそれを。

　どこか剣けん舞ぶを思わせる、鮮あざやかな所作だった。剥むき出しになった機械仕じ掛かけの刃やいばが二振り、銀光に閃ひらめく。

「サミーラ、いささかタツヤたちが出で遅おくれているようだ」

　格納庫の方をちらりと見やり、ユースフは言った。

「ここは何としても我らが押さえねばな。すまぬが今しばし頼たのむぞ」

『……言ったはず、私はいつでも若の側そばに』

「そうであったな」

　小さな笑えみを、ユースフは浮かべた。そのまま〈ヴォルフ〉は、高々と単分子カッターを掲かかげる。

「我が哀あわれなる刃に、決けつ闘とうの栄えい誉よを与あたえたまえ」

　謳うたいながら切っ先を、二機の〈エンハンスド〉に突つきつける。

『あら素す敵てき』

『そうだよね、姉さんならそう言うと思ってたよ……』

　姉きよう弟だいそれぞれの反応を見せながら、〈エンハンスド〉が動き出す。

『……来る』

「ああ」

　それに応じ、ユースフは〈ヴォルフ〉のペダルを踏ふみこんだ。




「やべえ、出遅れた！」

　格納庫に飛びこんだ達哉は、焦あせりの声を上げる。

　もう、演技を取り繕つくろっている余よ裕ゆうはない。人ひと混ごみをかき分けながら、脇わき目めもふらず〈レイヴン〉一号機に駆かけ寄る。

「待て、貴様──」

　異変に気づいた武装警備員が銃を構えようとしたその時、〈レイヴン〉二号機が立ち上がった。そのまま大おお股またで、達哉たちに近づく。

「う、うわ！」

　たとえ丸腰の非武装であっても、生身の兵士相手ならばＡＳの巨きよ体たいはそれ自体が十分な脅きよう威いだ。ぱらぱら叩きつけられた小銃弾をものともせず、二号機は脅おどしつけるように足を踏み下ろす。

　轟ごう音おんと共に、コンクリートの床ゆかが陥かん没ぼつした。

「ひ、退ひけ！」

　さすがに踏み潰つぶされる覚かく悟ごを決めてまで、無益な抵てい抗こうを続ける勇者はいなかった。

「ふいー、助かったぜ」

　ちゃっかり横転したフォークリフトの陰かげに隠かくれていた溝呂木に、アデリーナの二号機が手を伸のばす。

『ユースフたちが、要人輸送用の小型コンテナを運びこむ手はずになっている。そこまでは、ここで我が慢まんしてくれ』

「やれやれ、アラスカの寒空の中、吹ふきっ晒しのＡＳでドライブかよ。どうもぞっとしねえなあ」

　ぼやいた溝呂木が、じろりと達哉をにらむ。

「それで坊ぼう主ず、お前はどこで道草食ってたんだよ」

「悪い、遅くなっちまった」

　さすがに神しん妙みような態度で、達哉は頭を下げた。

『まったく、何をしていたのだ君は』

「いいからとっとと頼むぜ」

「りょ、了解」

　アデリーナと溝呂木にせき立てられ、達哉はあわてて〈レイヴン〉一号機に飛び乗る。狭せま苦くるしいコクピットの感覚が、なぜか懐なつかしい。

「また頼むぞ、相棒」

　小声で達哉は、一号機に告げた。




　飛び散る火花──

　激しい擦さつ過か音──

『ふっ』

『はぁっ！』

　切り結ぶユースフの〈ヴォルフ〉と菊乃の〈エンハンスド〉を見やりながら、旭は操縦スティックのトリガーを引いた。狙いは、サミーラの〈シャドウ〉。

　腰にマウントされた〈ゼーロス〉ガトリング砲の砲身が回転し、数百発の二〇ミリ弾を吐はき出す。〈シャドウ〉は左方向に側転し、建物の陰で遮しや蔽へいを取る。

　仕留め損なったものの、〈シャドウ〉に回避機動を強しいることには成功した。構えた滑腔砲の砲門を、〈ヴォルフ〉に向ける。同時に菊乃の〈エンハンスド〉が、絶ぜつ妙みようのタイミングで身をかがめた。

「ビンゴ」

〈エンハンスド〉の陰にいたはずの〈ヴォルフ〉が、露あらわになる。射線が通った。この距きよ離りと旭の腕なら、誤射の危険はまずあり得ない。

　発砲。

　飛来した五七ミリ徹てつ甲こう弾を、だが〈ヴォルフ〉は寸前で回避していた。

「何っ!?」

　機体を右側に投げ出す、Ｊロール機動。位置エネルギーを運動エネルギーに変へん換かんさせて地面を転がり、続く菊乃の斬ざん撃げきからも身をかわす。

『やってくれるわね』

「ああ、全くだよ姉さん」

　旭の忌いま々いましげな声には、わずかにだが賛さん嘆たんの響ひびきが混じっていた。

「大した腕だよ。とうてい王子様の道楽とは思えない」

『あら旭、ひょっとしてようやくあなたも、戦いの悦よろこびが分かってきたのかしら』

「よしてくれ」

　ぼやきながら、旭はペダルを踏みこんだ。〈エンハンスド〉はその動きに従い、身を低くして疾しつ走そう。膝ひざ立だちになった〈ヴォルフ〉の背後に潜もぐりこむ。

『……させない』

　その援えん護ごに飛び出したサミーラの〈シャドウ〉に、今度は菊乃の〈エンハンスド〉が躍おどりかかった。〈シャドウ〉は立て続けの斬撃に追い詰つめられ、あっという間に防戦一方となる。

『まあ、健けな気げですこと。でもそんなことでは、大切な主人を守れませんよ』

　二振りの白はく刃じんが唸り、立て続けに〈シャドウ〉を襲おそう。嬲なぶるような連撃を、サミーラは捌さばききれない。

　左腕うで、右胴どう、そして頭部。唸る刃が装そう甲こうを引き裂さく。いずれも浅あさ傷でだが、〈シャドウ〉の機体は大きく揺ゆれた。

『……くぁ』

『サミーラ！』

「よそ見とは余裕じゃないか」

　跳はね起きた〈ヴォルフ〉と、旭は激しく砲火を交えていた。

　二組四機の第三世代型ＡＳによる、複ふく雑ざつ怪かい奇きな戦場のダンス。自ら奏かなでる砲声の調べに乗り、次々と相手を変えながら刃を交えていく。

　と、格納庫の方から轟音が響いた。

「なんだい!?」

『これは──』

　弾はじかれたように散開した四機のＡＳは、それぞれの僚りよう機きと合流する。

　内側から吹き飛ばされた、格納庫のシャッター。その向こうから姿を現したのは、青と赤の〈ブレイズ・レイヴン〉二機だった。

「間に合わなかったか……」

『遅おそかったですわね、達哉さん』

「…………」

　菊乃の声に、旭は憮ぶ然ぜんとなる。

「やっぱり、知ってて見み逃のがしたのかい？」

『さあ、何のことかしら』




「あれか」

　格納庫から飛び出した達哉は、ユースフとサミーラが投とう棄きしたコンテナをめざとく見つけた。

　コンテナは大型の武装運うん搬ぱん用が二つと、小型の要人輸送用のものが一つある。達哉の一号機が片方の武装コンテナを開くと、中に収まっていたのはＡＳサイズの長大な十文字槍やりだった。

〈ブレイズ・レイヴン〉の専用兵装である、ＥＨＩ〈ドラゴンフライ〉近接戦せん闘とうシステムだ。射出可能な単分子カッターの穂ほ先さきと、補助機動用の小型アジャイル・スラスタ、さらには散さん弾だん砲ほうまでマウントされた多た用よう途と兵器である。

『そっちは君が使うと良い』

　アデリーナから通信が入った。彼女の二号機は溝呂木を要人輸送用コンテナに移すと、もう一つの武装コンテナからＡＳ用ライフルと単分子カッターを取り出す。

「あいよ」

　答えた達哉の一号機は、溝呂木の乗ったコンテナを背負う。

「かなり揺れると思うが、我慢してくれよなセンセイ」

『おうよ。とはいえその前に、怖こわい姉ちゃんが待ってるみたいだぜ』

「ああ」

　気安く答えた溝呂木に、達哉はうなずく。メインスクリーンの正面には、両手に一〇式単分子カッターを構えた、菊乃の〈エンハンスド〉が映っていた。




「ふふ、来てくれましたね達哉さん」

　青い〈レイヴン〉一号機の姿に、菊乃は陶とう然ぜんと笑う。

『こっちは僕が押さえておく。姉さんは〈レイヴン〉の足を止めてくれ！』

　通信と同時に、旭の〈エンハンスド〉が派手に牽けん制せいの弾幕を張った。〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉が素す早ばやく散開する。

「ええ、任せなさい」

　答えた瞬しゆん間かん、青い〈レイヴン〉が地を蹴けった。それを追い、菊乃の〈エンハンスド〉も跳ちよう躍やくする。

　晴れ渡わたった夜空で、見事なアーチを描えがきながら二機のＡＳが交差する。すれ違ちがい様ざま、各おの々おのが刀と槍を繰くり出す直前──

「え？」

　達哉は〈ドラゴンフライ〉の切っ先を、菊乃ではなく真下に向けていた。いぶかしむ間もなく、アジャイル・スラスタを点火。

〈レイヴン〉の動きは、瞬時に急降下へと変化した。空を切る〈エンハンスド〉の刃やいば。〈レイヴン〉は地面に激げき突とつする寸前、今度は水平方向に本体のスラスタを吹かす。

　跳躍から急降下、そして地面すれすれのブーストダッシュ。わずか数秒で、達哉の一号機は菊乃の迎げい撃げきをかいくぐっていた。

「お、お待ちなさい達哉さん!!」

　着地した〈エンハンスド〉を振ふり向かせながら、菊乃は焦あせりの声をあげる。

「わたくし、こうしてあなたを待っていたのですよ！　それなのにこの仕打ちとは、いくら何でもつれないではありませんか!?」

『付き合ってられるかこの変態!!』

　律りち儀ぎに叫さけび返しながら達哉の〈レイヴン〉は、あっという間にユーコン研から離り脱だつした。

「もう、悔くやしい──はっ」

　地じ団だん駄だを踏ふみそうになった菊乃が、我に返る。

「ひょっとして、これが噂うわさの放置プレイというものなのかしら」

　棒立ちになったままそうつぶやいた、菊乃の〈エンハンスド〉。その傍かたわらを今度はアデリーナの二号機が、最大加速のスラスタ機動で駆かけ抜ぬけた。

　離脱した二機の〈レイヴン〉の背後を固めながら、〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉はライフルを構えてじりじりと後退している。

『姉さん、いいから真ま面じ目めに仕事してよ……』

　通信機から聞こえる旭の声は、ひどく疲つかれ切っていた。




「大変なことになっているようだな」

「こちらの手落ちは認める。油断があった」

　広々とした部屋で柔やわらかなソファーに身をうずめながら、ミハイロフは答えた。そんな反応を、今の彼の雇やとい主──ジオトロン・エレクトロニクスＣＥＯのロバート・モーガン会長は横目で見ている。

　ここは合衆国コネチカット州のジオトロン本社、その最上階にある会長室だ。直接の報告と打ち合わせのために訪おとずれたここで、ミハイロフはモーガンと共にユーコン研での変事を知った。

「だが、大変なのはそちらも同じだろう。どうやら虎とらの尾おを踏んだようだが」

「報告は受けた。カリフォルニアでの一件か」

　ミハイロフの切り返しに、モーガンはわずかに顔をしかめる。

「あやうく巻き添ぞえを食らうところだった。いくら雇われの身とはいえ、尻しりぬぐいばかり押しつけられても困る」
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　たとえ相手が雇い主でも、言うべきことは言わねばならない。ミハイロフとモーガンは、しばし無言で視線を交かわした。

「……Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．前社長周辺には、こちらでも何らかの対処をしよう」

　先に折れたのは、モーガンの方だった。

「ユーコン研は確かに大損害ではあるが、例のアレに必要なピースは確保済みだ。用済みになった殻からを取り返されても痛くはない。こんなことで、君の責任を問おうとは思っていないよ」

「────」

　無言のまま、ミハイロフは話の先をうながしている。

「とはいえ、このまま殴なぐられっぱなしで終わりというのも業ごう腹はらだ。それ相応の返礼はしておかねば」

「本当に〈ケントゥリア〉を出すつもりか？」

「ああ、そうだ。そろそろ実戦でテストをしないといけない頃ころ合あいだろう」

　ミハイロフの小さな疑問も、モーガンは気にしていないようだった。

「勇ゆう敢かんなドン・キホーテの中には、例のオリジナルも混ざっているそうじゃないか。願ってもない機会というものだ」

「了りよう解かいした」

　そう答えるとミハイロフは、衛星電話を手に取った。




　　　　４




　時刻は、夜半にさしかかっていた。

　静せい寂じやくの中、晴れ渡った夜空には星が瞬またたき、鮮あざやかな光こう彩さいのカーテンが複雑な綾あやを織りなしている。

　オーロラだ。

　極地の過か酷こくな環かん境きように与あたえられた、大自然のタペストリー。折れ曲がった帯状の裾すそは二重三重に揺ゆらめき、刻一刻と姿を変えながら夜を飾かざる。

　と、夜の沈ちん黙もくは唐とう突とつに破られた。

　なだらかな雪原を疾しつ走そうする、二つの影かげがあった。先導する赤と、それにわずかに遅おくれて追従する青。

　言わずと知れた、二機の〈ブレイズ・レイヴン〉だ。一歩、また一歩と踏み出すたび、新雪に巨きよ大だいな足あし跡あとが刻まれていった。

　朧おぼろ気げな極夜の下、いまだに人の手がほとんど入らぬ原始の大地を、最さい先せん端たんの科学技術によって形作られた鋼鉄の巨きよ人じんが駆け抜けていく。

　それはどこか非現実的で、幻げん夢むめいた不思議な光景だった。

「ユースフとサミーラは大だい丈じよう夫ぶかな」

『ユースフのＡＳ操縦技術は一流だし、サミーラもあの歳としで並のオペレータよりは腕うでが上だ』

　達哉のつぶやきに、先を進む二号機のアデリーナから通信が入る。

『確かにキクノたちは手て強ごわいが、足止めの必要さえなくなれば撤てつ退たいするのは十分に可能だろう』

　そこに、コンテナで運ばれている溝呂木が茶々を入れる。

『要するに、今は俺たちがとっととトンズラするのが、一番あいつらのためになるってことだよ』

『その通りだ』

　アデリーナの的確な返答に、達哉は納なつ得とくした。

「ま、そろそろヘリとの合流ポイントか。何とかなりそうだ」

　達哉の声にも、少しだが余よ裕ゆうが戻もどってきた。

　ちなみに往路では二機のヘリで〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉を運んできたが、復路ではヘリ一機につき二機のＡＳを積むことになる予定だ。

　この先の合流ポイントでは二機の〈レイヴン〉を、別方向のポイントでは〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉を、それぞれ回収する計画になっている。

「武装は投とう棄きしなきゃいけないんだろ。わざわざ槍やりだのライフルだの持ってきて、ちょっともったいなかったな」

　軽口を叩たたく達哉の眼前で、アデリーナの二号機が足を止めた。

『タツヤ、どうやらその判断は早計のようだぞ』

「え？」

　驚おどろいた達哉は、慌あわてて周囲を確かく認にんする。だが静寂を取り戻した夜は、ただ冷たく静かに凍こおりついていた。

　各種センサやレーダーを駆く使しして探査しても、夜行性の小動物以外に動くものの影は何一つ発見できない。

「気のせいじゃねえの？」

『いや、いる。確かに──』

　その瞬間、雪原の一画が弾はじけ飛んだ。極光の下もと、軽々と舞まう黒い影が、猿さるの軽けい捷しようさで達哉の一号機に襲おそいかかる。

　雪の下に身を潜ひそめていた何者かによる奇き襲しゆうだった。逆手に握にぎられた単分子カッターが怪あやしくきらめく。

「くそ!?」

　驚きながらも、余裕を持って達哉の体は動く。〈ドラゴンフライ〉を構え直した一号機は、空中の敵機にカウンターの一撃を繰くり出そうと振り絞しぼる。

「は、見え見えなんだよ」

『バカ者、後ろだ！』

「え？」

　アデリーナの警告。同時に達哉は、反射的にペダルを操作した。半身を退いた一号機の背を襲う、重い衝しよう撃げき。

「もう一機いたのか!?」

　自分の間ま抜ぬけさに、達哉はほぞを噬かむ。わざと見え見えの攻こう撃げきにこちらの意識を引きつけておいて、背後から本命の一撃。

　と、重い音が響ひびいた。今の奇襲で破損した背部の要人輸送コンテナが、一号機の機体から剥はく離りして雪原に落下したのだ。

「溝呂木のセンセイ!?」

　コンテナにぽっかり空いた亀き裂れつを目にして、青くなる達哉。だがすぐに、亀裂の向こうから溝呂木がよろめき出る。映像を拡大するが、怪け我がはないようだ。

　ほっとするのも束つかの間、達哉はあらためて二機のＡＳに向かい合い──そして息を呑のんだ。

「こ、こいつは……」

　やや猫ねこ背ぜ気味に前ぜん屈くつした細身の機き影えいには、見覚えがあった。マランパで遭そう遇ぐうした、ミハイロフの『一ツ目』だ。

　十字型の光学センサや、半ば胴どう体たいにめりこんだ頭部といった差さ違いはあるものの、受ける印象は驚くほどあのＡＳと酷こく似じしている。

「ま、まさかミハイロフが来やがったのか？」

『いや、動きの癖くせが違ちがう。これはむしろ──』

　答えたリーナが、何か困こん惑わくしたように言い淀よどんだ。

「リーナ？」

『何でもない……来るぞ！』




　破損したコンテナから何とか這はい出し、溝呂木は大きく息をついた。

「くそ、さすがに死ぬかと思ったぞ」

　コンテナに設置されていた非常用の防寒着を幾いく重えにも着こんでいるが、それでも夜のアラスカの寒気は体にしみこんでくる。

「それにしても、まさか〈ケントゥリア〉かよ。もう実戦に投入するとはな」

　サングラス越ごしに鋭するどい視線を、二機の『十字目』に注ぐ。

　まさかアレを、達哉たちの相手としてぶつけてくるとは。あの〈ケントゥリア〉は様々な意味で、今の達哉にとって最悪の敵だ。

　できるならばアドバイスをしたいところだが、コンテナの無線機は故障してしまった。今の溝呂木には、黙だまって見ていることしかできない。

「負けるんじゃねえぞ、坊ぼう主ず」

　タバコのパッケージを切り、溝呂木は呻うめいた。




　プラズマの残光を輝かがやかせ、アジャイル・スラスタが咆ほう吼こうする。

　地表を滑すべるように突とつ貫かんした〈レイヴン〉一号機は、そのままの勢いで〈ドラゴンフライ〉を繰り出した。

　だが『十字目』は激げき突とつの寸前で機体を投げ出す。Ｊロールで雪原を転がり、回かい避ひ。

「野や郎ろう、なら──」

　アジャイル・スラスタを反転させて急制動。〈ドラゴンフライ〉を構え直してトリガーを引く。下部にマウントされていた散弾砲シヨツト・キヤノンが火を噴ふき、五七ミリの対０装０甲Ｈ榴Ｅ散Ａ弾Ｔを撃うち出した。

　撒まき散らされる成形炸さく薬やく弾だんの子弾。だが一いつ瞬しゆん早く『十字目』は跳ちよう躍やくして、その散布界から逃のがれた。ジャクソン・アーチで一号機の背後を狙ねらう。

「かかったな」

　狙い通りの展開に、達哉は内心で拳こぶしを握った。素す早ばやいステップで一号機を旋せん回かいさせ、『十字目』の着地予想地点に向き直る。

　着地際ぎわという、ＡＳが最も無防備になる瞬間を狙い、〈ドラゴンフライ〉の穂ほ先さきが射出された。単分子カッターの切っ先が、為なす術すべもなく『十字目』を捉とらえ──

「冗じよう談だんだろ」

　目の前の光景に、達哉は絶句していた。

『十字目』は、〈ドラゴンフライ〉の穂先の根本を掴み取っていたのだ。

「何だこりゃ」

　驚きよう愕がくが達哉の反応を遅らせた。『十字目』が穂先を投げ返すが、回避が間に合わない。奇き妙みようにゆったりとした時間の中、単分子カッターの穂先が一号機の右脚あしに命中。膝ひざの関節を貫つらぬいた。

「うお!?」

　体勢を崩くずした〈レイヴン〉に向かい、『十字目』がトドメとばかりに突撃した。




「達哉!?」

　崩れ落ちた一号機の姿に、アデリーナは叫さけんだ。

　スクリーン越しに、自機と激しく撃ち合うもう一機の『十字目』をにらむ。もう一刻の猶ゆう予よもない。速すみやかに敵機を排はい除じよし、達哉を援えん護ごせねば。

　たとえ、危険を冒おかしてでも──

「ブースト」

　小さくつぶやき、スティックのスイッチを押しこむ。二号機のアジャイル・スラスタが点火し、雪原を正面から突撃。

　今までの慎しん重ちような機動とは一変した猪武者ブルフアイターじみた特とつ攻こうにも、『十字目』は慌てず正確に撃ち返してくる。集中する火線に、二号機は両腕うでを機体前面に交差させて耐たえる。

　着弾の衝撃が、立て続けにコクピットを揺さぶる。鳴り響くアラート。両腕の装そう甲こうが剥離し、内部構造が剥むき出しになっていく。だが──
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（〈レイヴン〉の最大速度なら、数秒保てば十分だ）

　今さらながらに回避機動を取る『十字目』だが、二号機は誘ゆう導どうミサイルのような正確さでその後を追う。

　捉えた──

　立ちつくす『十字目』に、構えた単分子カッターを繰り出す。辛かろうじて『十字目』は自機のカッターでその一撃を受け止めた。

　激しい推力に押されて『十字目』はよろめき、そして機体が沈しずみこんだ。

「何っ!?」

『十字目』の挙動に、アデリーナは愕がく然ぜんとした。

　後方に機体を投げ出してアデリーナのカッターを回避しつつ、そのまま二号機の機体を釣つり込む。バランスを崩した胸むな板いたを、思いきり蹴けり上げ──

「そうは──いかない！」

　強きよう烈れつな既き視し感と違い和わ感に突つき動かされ、アデリーナは叫んだ。

　視線に連動し、アジャイル・スラスタのノズルが上方を向く。出力全開。そのまま二号機の運動ベクトルを真下へと強ごう引いんにねじ曲げ、機体そのものを叩きつける。

　雪原に強烈な異音が響き渡わたる。二号機の全重量・全推力をこめた膝蹴りは、『十字目』の『巴とも投えなげ』を文字通り押し潰つぶしていた。

　胸部が完全に圧あつ壊かいした『十字目』の手足が、誤作動を起こして断だん末まつ魔まにのたうつ。

（今のは、一体？）

　不快な戦せん慄りつが、アデリーナの背筋を冷やした。




　突っこんできた『十字目』をにらみ、達哉は声に出さずに呻いた。

（こいつは、強い。いや──）

　妙みように、達哉と噛み合うのだ。攻こう防ぼうでの細かな一つ一つの組み立てで、一枚上手を取られてしまう。

「殺やらなきゃ、殺られる」

　達哉の脳のう裏りで、かちりと音を立てて撃鉄が起きた。

　巧たくみにペダルを踏ふみこみ、姿勢制せい御ぎよ。腰こしを落とし、損傷し右膝をついた姿勢で、辛うじて機体を支えた。〈ドラゴンフライ〉の穂先をワイヤーで巻き取り、回収する。

　再び十文字槍やりの形状を取り戻もどした〈ドラゴンフライ〉を、目前まで迫せまった『十字目』に向かって全力で繰り出す。

「せいやあっ!!」

　響ひびく裂れつ帛ぱくの気合。だが不安定な姿勢で繰くり出した刺し突とつは、虚むなしく空くうを切った。軽々と宙を舞まった『十字目』は、ろくに動けない一号機の背後を易やす々やすと取り──

「そう来ると思ったよ!!」

〈ドラゴンフライ〉の兵装マウントを解除。本体から切り離はなされた散弾砲が、左手に残った。取り回しのいい短砲身のそれを左手一本で反転させ、右脇わきの下から背後に砲門を突き出す。

　ためらいも、後こう悔かいも忘れ、トリガーを引いた。脳内の撃鉄が落ち、同時に〈レイヴン〉の手の平の接続端たん子しから散弾砲へ発砲信号が伝わる。

　発砲──

　散弾砲が轟ごう然ぜんと火を噴く。

　至近距きよ離りからぶちまけられた一〇発の成形炸薬弾ＨＥＡＴは、その全弾が『十字目』の上半身に集中した。

　どんな重装甲のＡＳでも、耐えられるはずがない。

『十字目』の上半身は爆ばく散さんし、ばらばらに砕くだけ散る。どんな奇き怪かいなバランスが働いたのか、残された下半身だけは直立し続けていた。

「────」

　スクリーンに映ったその惨さん状じようを、達哉はじっと見ていた。

　ただ黙って、じっと見ていた。




　ユーコン研の戦せん闘とうは、終局を迎むかえつつあった。

「大した腕うでだ」

〈ヴォルフ〉のコクピットで、ユースフはつぶやく。

　美々しい装そう飾しよくが施ほどこされた装甲は薄うす黒ぐろく汚よごれ、各所に弾だん痕こんが刻まれている。ライフルの残弾はすでに尽つきかけていた。

『……若』

　寄り添そうサミーラの〈シャドウ〉は左腕を失い、右脚を引きずるように移動している。

　とはいえ、敵の〈エンハンスド〉も似たり寄ったりの有様だったが。

『……ヘリとの合流時間が迫っている、ここは退くべき』

「む」

　サミーラの進言に、ユースフは眉まゆをひそめる。

「逃にげよと申すか、そなたは」

『……すでに所定の作戦目標は達成した。これ以上は残っても無意味。逃とう亡ぼうではなく、戦術的撤てつ退たい』

「敵に背を向けることには変わるまい」

　侍じ女じよの諫かん言げんを、ユースフはかたくなにはねつける。

『……あの二人は、強い』

「その通りよ。所しよ詮せんはテロリストと侮あなどっていたが、これだけの腕を持っておったとはな」

『……だからこそ、決着の場所はここではないはず。こんな辺境の片かた隅すみではなく、王者の戦いくさに相応ふさわしい舞ぶ台たいが、必ず』

「なるほど──」

　しばらく考えたユースフが、得心したようにうなずく。

「確かにそなたの言うとおりよ」

『……今は、真の実力を見せた宿敵との顔合わせ。決着は後日というのが美しい流れ』

「うむ、それこそ古式ゆかしい様式美というもの」

　言うなりユースフの〈ヴォルフ〉は、ほとんどちぎれ飛んだ防弾マントの残ざん骸がいを、はらりと翻ひるがえす。

「サンジョウ・キクノ、並びにアキラよ。そなたらの示した力と技わざは、まことに見事よ。だが惜おしむらくは、そこに心が伴ともなっておらん」

　スピーカーで大おお仰ぎような口上を述べ立てながら、機体の背を向ける。

「勝負は預ける。次に相まみえた時こそ、決着をつけようぞ」

　威い風ふう堂々、〈ヴォルフ〉は静かに歩み去った。

『……若、少しは急げ』




「えーっと……」

　やたらと大きな態度で立ち去る〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉を、旭は呆ぼう然ぜんと見送っていた。その僚りよう機きが歩行から疾しつ走そうに移るのを見て、ようやく我に返る。

「いや、ちょっと──逃がすか！」

『ふふふふ、その挑ちよう戦せんはお受けしましたわ、ユースフ殿でん下か。再び刃やいばを交えた時にこそ、雌し雄ゆうを決しましょう』

「何を乗ってるんだよ姉さん!?　ああもう──」

　と、通信機から沈ちん着ちやくな声が響く。

『そこまでだ、二人とも』

『ステンカ小お父じさま』

「ステファン・イリイチ」

　ミハイロフの言葉に、姉きよう弟だいとも姿勢を正す。

『〈ケントゥリア〉が二機とも落ちた。二人とも回収に迎え。最優先だ』

「な!?」

『あらあら、まあまあ』

　思いがけない指示に旭は絶句し、菊乃は面おも白しろそうに首を傾かしげた。

「それでは、まさか──」

『計画にも色々と見直しが必要なようだ。急げよ』

「りょ、了りよう解かい」

　上ずった声で答え、旭はペダルを踏んだ。




　一号機のコクピットで、達哉はぼんやりと振ふり返った。

　揺ゆらめくオーロラの下もと、それに斃たおした『十字目』の姿を見やる。

（意外と軽いもんだな、引き金って）

　ぼんやりと自分の手の平をながめながら、そんなことを思った。

　初めて、人を殺した──

　明確な殺意の下、照準をつけ、トリガーを引いた。だというのにその重さは、模も擬ぎ戦でペイント弾を撃うつ時とほとんど変わらなかったのだ。

（こんなものなのか、人殺しってのは）

　そう思った瞬しゆん間かん、激げき甚じんな恐きよう怖ふが達哉を襲おそう。

　人を殺したことに対してではない。むしろその事実を前にして、ここまで平静な自分自身の心性に、深刻な畏おそれを抱いだいたのだ。

「違ちがう──」

『タツヤ？』

　そうじゃない、ＡＳ同士の戦闘だったため、相手を殺したという実感が湧わかないだけなのだ。実際に死体を見れば、恐怖に震ふるえ、泣きわめき、頭を抱かかえて自分の行こう為いを後悔するに違いない。ごく当たり前の男のように。

　そんな思考の異常性にも気づかず、達哉は二号機が倒たおした『十字目』へと機体を寄せる。自分が倒したオペレータは機体共々消し飛んだが、こちらは──

『何をしている!?　落ち着け──』

　突とつ然ぜんの奇き行こうに驚おどろいた、アデリーナの声も届かない。静かに錯さく乱らんしながら、達哉は『十字目』のひしゃげた胸部装そう甲こうを引っぺがした。

『な、何をやってるんだ君は!?』

（──これで）

　自分自身でもよく分からない衝しよう動どうに駆かり立てられるまま、達哉は機体をのぞきこみ、そして唖あ然ぜんと目を見開いた。

「え？」

　無茶苦茶になった胸きよう郭かくは、機能停止したパラジウム・リアクターをはじめ、重要機器で埋うめ尽くされている。だがその中に一つ、あるべきものが存在していなかった。

　コクピットと、それに乗るオペレータが。

『どういうことだ、これは？』

　追いついたアデリーナも、呆然とつぶやくばかりだ。

『無人機だったというのか？　いや、しかし──』

　アデリーナの驚きは、達哉も同じだった。バリクで見たＭ６と、今の『十字目』の姿がどうしても重ならないのだ。

　何らかの技術的ブレイクスルーを果たしたにしても、飛び越こえた壁かべが大きすぎる。

　混乱した達哉は、ふとスクリーンの片隅に映った人ひと影かげを見やった。溝呂木だ。

「センセイ！」

　叫さけぶなり達哉は、スピーカーのスイッチを押しこんだ。ひずんだ声を響かせ、溝呂木に詰つめ寄る。

「溝呂木のセンセイ、あんた何か知ってるんだろ!?」

『……一応はな』

　一号機の高感度マイクが、溝呂木の声を拾い上げた。吸いかけのタバコを放ほうり捨て、染めた髪かみをわしゃわしゃかき回している。

『ただ、ちっとばかし長い話でな──』

　そう溝呂木が答えた時、ヘリのローター音が響いた。一号機の損傷のため、ランデブーポイントを変へん更こうして駆けつけてきたのだ。

『タイムオーバーだ。話は後回しにしてくれ』

「だ、だがよ」

『タツヤ──』

　なおも言いつのる達哉に、今度はアデリーナから通信が入る。

『現状では時間が何よりも貴重だ。一刻も早くヘリとドッキングし、脱だつ出しゆつせねば』

「……分かったよ」

　達哉にも、それくらいの判断はつく。差し出した一号機の手に、溝呂木がよじ登った。

「このまましらばっくれるのはなしだからな」

『ああ、分かってるよ』

　答える溝呂木の声は、意外なほどに真ま面じ目めだった。

『やっぱり、こうなりゃ話しとくのが筋だからな』








エピローグ









　アリューシャン列島沖おきの海上を、一隻せきの貨物船が航行していた。この海域にしては波が穏おだやかで、海面は静かに凪ないでいる。

　と、静せい寂じやくを破ってターボシャフトのエンジン音が響ひびいた。北東から接近した二機の輸送ヘリは、貨物船からの誘ゆう導どうに従って甲かん板ぱんに着陸する。

「ようやく着いたか」

　ヘリから甲板に降りた達たつ哉やが、大きく伸のびをしながら周囲を見回す。冷たい潮風のにおいが、鼻をくすぐった。

　と、そこに聞き覚えのある声がかけられる。

「お疲つかれさま、坊ぼうや」

「ダニエラさん、お久しぶりです」

　元Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス整備課長のダニエラだった。

「無事に〈レイヴン〉を取り戻もどしたそうじゃないかい。やるねえ」

「いやあ、お膳ぜん立だてはみんなベルさんやユースフがやってくれましたんで」

「謙けん遜そんはよしなって」

　大きく背中を叩たたかれ、達哉は軽くむせる。そこにアデリーナやユースフをはじめとして、ヘリからメンバーが集まってきた。

「さあて、じゃあ祝しゆく杯はいといこうか」

「やれやれ、早さつ速そくですか？」

　苦く笑しようするベルに、バドワイザーの缶かんが手て渡わたされる。

「当たり前だろう。それともあんたは不参加かい？」

「まさか。ありがたくいただきますよ」

　次々と手渡されていく缶ビール。酒が飲めない面子メンツには、ジュースや缶コーヒーが配られる。

「んじゃ、作戦の成功を祝って、カンパ～イ」

　クララが音頭を取り、皆みんながそれにならう。達哉も早速バドワイザーを一口飲んだ。

「……寒くないのか？」

　ホットコーヒーの缶を手にしたアデリーナが、首を傾げている。

「なーに、すぐ温まるって」

「君がいいのなら別に構わんが」

　そんな達哉とアデリーナのやり取りの一方で、ダニエラはしきりに感心していた。

「それにしてもこの船、中々に大した物じゃないか。よくもまあ、こんなものを調達できたもんだ」

「うむ、外見こそコンテナ船だが、中身は輸送艦かん──いや、揚よう陸りく艦としての能力を有しておるからな」

　自じ慢まんげにユースフが語り出す。

「ＡＳ用の格納庫、輸送ヘリの運用能力、そして何よりも名前が素す晴ばらしい。〈シンドバッド〉号、まさに七つの海を駆ける男の船だ」

「……若、いつ海の男に？」

　いつの間にかメイド服になっていたサミーラがぼそりとつっこむが、ユースフはまるで意に介かいしてはいない。

「ま、当面はこの船が、あたしらのアジトってことだね」

　ダイエットコークを飲みながら、ダニエラは言った。

「ところで、肝かん心じんの社名はどうするんだい？」

　その言葉に、一同は顔を見合わせる。

「そうですね、誰だれか良い案は──」

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．だ」

　ベルトランの声を遮さえぎるように、クララがつぶやいた。

「クララ？」

「アタシたちがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．なんだ！　あんなテロ屋どもなんかじゃねえ!!　なあ、そうだろみんな!?」

「ああ、その通りだ」

　クララの訴うつたえに、真っ先にアデリーナが応じる。

「やはりお前は、あの人たちの娘むすめだな」

「あ、あたぼうよ！　つーわけで当然、社長はアタシな」

「いやちょっと待て！」

　クララの堂々たる宣告に、思わず達哉はつっこんだ。

「どう考えてもその理り屈くつはおかしいだろ？　それに代表はもう、ベルさんに決まってるんだしさ」

「いや、悪い考えではないぞ」

「ユースフ、お前もかよ？──ていうかやっぱお前かよ」

「あのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を僭せん称しようする奴やつ輩ばらと相あいま見みえる以上、マオ社長の血筋を擁ようしてこそ、我らの正統を示すことができよう」

「これは中近世の御お家いえ騒そう動どうではないのですがね……」

　呆あきれ半分でベルトランは肩かたをすくめる。

「まあ、いいでしょう。実務についてはこちらで面めん倒どうをみれば良いわけですし、案外とうまく回るかもしれませんし」

「ずいぶんと染まってきたな、ベル」

　今度はアデリーナが、小声で言った。

「元々私は、トップに座るのに向いてませんしね。それにもう、毒を食らわば皿までですよ」

　そんなやり取りに、ユースフはうなずく。

「では、これからもよしなに願おう。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長クララ・マオ殿どの」

「うむ、くるしゅうない」

　あまりの流れに、達哉は呻うめいた。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶか、この会社」




　船橋付近の手すりに寄り添そい、達哉は西の空をながめていた。

　静かに凪いだ水平線に、黄こ金がね色いろの太陽が沈しずもうとしている。ここしばらく極夜のアラスカで過ごしていた達哉にとって、久々の太陽で久々の日にち没ぼつだ。飽あきることなく、その雄ゆう大だいな景色をながめていた。

「ここにいたのか」

　背後からの声に振ふり返る。アデリーナが、いつも通りのむっつり顔でそこにいた。

「まあな、何か気が抜ぬけちまってさ」

「気が抜けた？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたアデリーナの前で、達哉は肩をすくめた。

「あの無人ＡＳアーム・スレイブのことだよ」

「そうか、やはりな」

　わずかにだが、アデリーナが身を硬くするのが分かった。

「いやさ、俺としちゃ本気で殺すつもりで、覚かく悟ご決めてトリガー引いたんだよ。そしたら実は無人機って言われたもんだから、何だか拍ひよう子し抜けでさ」

「実戦というのは、得てしてそういうものだ」

　自じ嘲ちよう気味に笑う達哉に、アデリーナは淡たん々たんと言った。

「わたしが初めて人を撃うった時も、そうだった」

「お前が？」

　思わず達哉は顔を上げる。

　いつの間にか日はすでに沈んでおり、晴れ渡わたった空には星が一つ二つ瞬またたき始めていた。

「それって、カフカースの……」

「ああ、民兵をしていた時だ」

　うなずいたアデリーナが、淡々と続ける。

「トラックの荷台に乗って移動している最中に、敵の奇き襲しゆうを受けてな。混乱して右も左も分からないまま、同じ新兵同士で五人ほど固まって、指示された方向に無我夢中でライフルを撃っていた」

「お前でも、そんな頃ころがあったんだな」

「当たり前だ。幸いにも敵はすぐに撤てつ退たいしたが、わたしたちが撃っていた方向に死体が一つだけ残されていた」

「──一つだけ？」

「銃じゆう創そうも、一つしか残っていなかった。五人のうち誰の弾たまが当たったのかは、分からずじまいだ」

「…………」

「だがそれでも、その敵兵の顔は今でも覚えている。多分、死ぬまで忘れられないのだろうな」

　淡々とした語調に、逆に異様な臨場感と緊きん迫ぱく感があった。と、やや気まずげに目をそらした達哉を、アデリーナがしげしげと見やった。

「どうしたよ？」

「唇くちびるに、何かついてるぞ」

「唇？　って──オイ!!」

　何気なく答えた達哉の脳が、瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうする。戦せん闘とうの緊張ですっかり忘れていた菊きく乃のとのキスを、まざまざと思い出したのだ。

（ひょっとして、あいつの口紅か何かがついてたのか！）

　焦あせりまくる達哉の前で、アデリーナはハンカチを取り出した。

「いや、いいって！　自分でちゃんとふけるから！」

「いいからじっとしてろ」

　言うなりアデリーナは、達哉の口元をぬぐった。

（ああ……）

　女の子としたキスの後始末を、他の女の子にやらせている。そんな自分がとんでもないダメ人間になった気がして、達哉はがっくりとうつむく。
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「おう、ここにいたのかよお二人さん」

「何だ、センセイか」

　割りこんできた溝みぞ呂ろ木ぎに、達哉は少しだけほっとした。

「何だとはごあいさつじゃないか、ええ？」

　大おお仰ぎように顔をしかめた溝呂木だが、すぐ本題に入る。

「日本と連れん絡らくが取れてよ。霧きりヶが谷やの旦だん那なも喜んでるみたいだぜ。〈レイヴン〉は今まで通り、こちらに預けるみたいだがな」

「……いいのかよ、それで」

「ほとぼりが冷めるまで、という意味合いもあるだろうな」

　首を傾かしげる達哉とは対照的に、アデリーナはさもありなんとばかりにうなずいていた。

「で、例の『十字目』のことだが──」

　続く溝呂木の言葉に、達哉もアデリーナも表情を引き締しめる。

「とはいえ、何から話したもんかね」

「最初から全部、それで頼たのむよ」

「最初から、ねえ……」

　やや困こん惑わくしたようにつぶやいた溝呂木が、ふと達哉を見やった。

「そういやお前、ガキの頃から調ちよう布ふ育ちって話だったよな」

「え、ああ、そうだけど」

　いきなり関係のない話を振られ、戸と惑まどいながら達哉はうなずく。

「ちょうど一三年前の今頃、と言われて何かぴんとこないか？」

「は？」

「だから、一三年前だよ」

　溝呂木の言葉を聞いた達哉の脳のう裏りに、不意に天てん啓けいが閃ひらめいた。

　調布──一三年前──そしてＡＳ──それらの言葉が絡からまり合い、一つの記き憶おくを呼び覚ます。

「それって、まさか──」

「多分そのまさかだな」

　唇の端はしをねじ曲げ、溝呂木は言葉を絞しぼり出した。

「一三年前の拾い物、そこから始まったのさ」








あとがき









　かなり古いマンガですが、笠かさ原はら俊とし夫お氏の『レッズ・イン・ブルー』というミリタリーものがあります。冷戦末期の西ドイツに派遣されたアメリカ空軍アグレッサー部隊、それに所属する女性パイロットのローラ・リン大尉を主人公にした作品です。

　お察しの通り、フルメタアナザーでも色々と参考にしています。例えばローラたちが、中東某国の王子率いる飛行隊に訓練をつける話がありまして、ユースフやラシッド王国の着想はここから得ていたりします。もっともこちらのムハマド王子殿下は、口髭ひげを生やしたダンディな青年ですが。

　さてこのシリーズ、実はまともな訓練だけをやっている話はあまりなかったりします。たいていローラたちは何らかのトラブルに巻きこまれているんですよね。

　地中海での演習中に編隊長が事故で脱出ベイルアウト、あやうくリビア（カダフィ時代）の領海から救出したり。ローラ自身が東ドイツに不時着して、必死に西側へと脱出したり。士官学校で同期だったＡ─10のパイロットから勝負を挑まれたり。冷戦が終結に向かう中、訪れたソ連の空軍基地でゴルバチョフ暗殺の陰謀に巻きこまれたり。

　えー、何が言いたいのかと申しますと、要するにアグレッサー部隊と訓練だけで話を作るってのは、意外と難しいものだということです。

　訓練や演習だけだと、どうしても話に緊張感が生まれないですし。かといって毎回毎回事件に巻きこまれるのも無理がある。『レッズ・イン・ブルー』でも、アグレッサーの話は三巻で終わっていますし。

　これが正規軍の話なら、まだ『上からの任務』とかでゴリ押しもできるのですが、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスはＰＭＣなもので。ヤバイ仕事にわざわざ足をつっこむ必要はないんですよねー。

　というわけで、この巻では思い切って大鉈なたを振るうことになりましたが、どうだったでしょうか？

　本来、世界各地の様々なＡＳアーム・スレイブやそのバリエーションの紹介──といったメカ主体のコンセプトで、フルメタアナザーは始まりました。その枠の中でなら十分以上に機能していた『アグレッサー主体のＰＭＣ』という設定ですが、今はもうその枠自体を見直すことになり、ストーリーを作ることの難しさと醍だい醐ご味みをとても感じています。

　次巻から始まる、新しい舞台や戦いにご期待ください。

　それに伴い、達たつ哉やの立ち位置も大きく変わることになりました。

　今までの達哉は、一般人と兵士の間の中途半端な立場でした。某吸血鬼マンガ風に言えば『うす暗がりをおっかなびっくり』歩いていたわけですが、ついに自分の意志で新たなる一歩を踏み出します。

　それが真に『戦士の回廊』へと至る道なのかどうかは、まだ分かりません。

　とはいえ、道を進むのは達哉だけではありません。

　リーナやクララ、ユースフたちが、新たなる道をどう歩むのか──

　残された家族や友人たちと、達哉の道が再び交わることはあるのか──

　一人我が道を独走する菊きく乃のの想いは、果たして達哉に届くのか──

　情けない話ですが書いている僕自身、まだそれぞれの道の行き着く先ははっきり見えてはいません。

　ところでこの間、アナザーの話が持ち上がった直後の自分で書いた初期プロットやアイデアメモを読み返してみましたが、色々とカオスでした。

　かなりパ○レイバーをリスペクトし過ぎている内容だったり、あるいはネオ・アマルガム（笑）の少年テロリストを主役にした、中二病全開のダークヒーローものだったり。

　……認めたくないものだな、自分自身の若さ故ゆえの過あやまちと──、思ったら約二年前のことでしたね（汗）。

　ちなみに実のところ下しも村むら一佐や菊乃たちには、先ほどのネタの一部をフィードバックしている部分もあります。

　そういえば達哉も僕の初期案じゃ、『二〇前後で世界を気ままに放浪しているバックパッカー』だったんだよなあ（今思い出してみると、とんでもないこと言ってたな、と）。

　さて、そろそろ紙数も尽きてきました。いつも通りで恐縮ですが、最後まで読んでくださった読者の皆様にお礼を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一二年一二月大黒尚人










解説









　はい、フルメタアナザー、五巻になります。

　当初はＰＭＣ（民間軍事会社）の演習業務を舞台にして、まったりとオモシロ新ＡＳアーム・スレイブを紹介していくだけのシリーズになる予定だったのですが、なんかいろいろ、大変なことになってきました。

　達たつ哉やくんが日本と海外を行ったり来たりする生活も、この巻でおしまいのようです。たぶん、日本の面々もたまには出てくるだろうとは思いますが……。もうすぐ高校卒業だし。まあ、最初から三年生という設定にしたのも、形はどうあれ学園生活から離れていくことを意識しておりました。

　本家フルメタのシリーズ中盤でもそうだったんですが、主人公が組織の中にいて、有能な上官や上司の『庇ひ護ご下か』で戦っているというシチューションには、どうもマンネリ感がつきまといます。主人公が主体的に悩んで行動を決めるという、物語のダイナミズムが足りなくなってくるのですね。

　特に達哉くんの場合、最初から状況に巻き込まれて、本音はどうあれ『やむにやまれず』という形でこれまで戦ってきたわけです。なのでそろそろ、周囲に流されてるんじゃなくて、自分で決めていきなさいよ、という展開に持っていってもらいました。この巻ではまだちょこっとしか触れてませんが、彼がますます戦いから抜けられなくなっていく理由も用意してある……かも？

　いずれにしても、このシリーズの主人公は達哉とリーナたちなので、本家のキャラがぞろぞろ出てきて全部おいしいところ持っていってしまうようなことには、ならないかと思います。とはいえサービスくらいのつもりで、あの人やらこの人やらが意外な形で出てくるとかいうのは……うん。まあ、あってもいいでしょうかね。リクエストあったらよろしくです。




　さて、この五巻はなんと！　ＲＯＢＯＴ魂だましい付き文庫という超豪華仕様も限定発売されております。赤くてホットな、〈ブレイズ・レイヴン〉二号機がセットです。

　すげえよ！　っていうか、どう考えても文庫の方がおまけっぽいよ!?

　ちなみに青くてクールな一号機が、すでにＲＯＢＯＴ魂さんから単独発売されています。これが超カッコよくて、賀が東とうもグリグリ動かして遊んでいるんですが、そのまま遊ぶと膝の装甲パーツが構造上、けっこうポロっと落ちることがあります。

　そこでこの種のトイや造形物に慣れていない方々のために、『あなたの〈レイヴン〉を完璧にするための工作講座』です。




１：近所のコンビニに行く。

２：瞬間接着剤を買って帰る。

３：膝パーツを接着する。




　以上です！　はい、できた！　もうこれで完璧！

　ちなみに武器が日本刀だけで寂しいという方は、同じＲＯＢＯＴ魂の他の機体、アーバレストやＭ９なども併あわせて入手されるのを強くお勧めします。ほかの機体の武器も持たせられるから！　いろんな武器がたくさんあって、ガシガシ遊んで楽しめますよ！

　いやあ、しかしなんというか、びっくりですね。小説だけで、アニメにもなっていないメカが、こんな風にかっちょいいトイになって発売されてしまうなんて。しかも売れ行きがすごい好調らしいです。海え老び川かわ様、開発者の皆様、誠にありがとうございます（土下座）。

　ここ何年か、フルメタのメカ系商品はとんでもなく充実してまして、ＲＯＢＯＴ魂さんのほかにも、海かい洋よう堂どうさんのリボルテックや、アルターさんの超高級アーバレストとＭ９や、プラモではコトブキヤさんのＤスタイルや青あお島しまさんのキットなど、魅力的な立体物がてんこ盛りです。それぞれイイ感じでジャンルを住み分けしてるので、ぜひお勧めです。

　まだずーっと先の話ですが、ビッグな企画もありますのでお楽しみに～。




　えー、あとは何かあったかな。

　そうだ！　自分の完全新作ですよ！　前からちらちらとあちこちで告知していた『甘あま城ぎブリリアントパーク１』が、このアナザー五巻と同時にリリースです。

　メカやらミリタリーではまったくない、コミカルで奇妙なおとぎ話といった趣向です。フルメタ短編のノリや、ミスリルの面子メンツのおかしな日常なんかが好きな方は、ぜひどうぞ。ボン太くんも出てくるよ！




　今回もスタッフ諸氏に御礼申し上げます。お疲れ様でした！

　ではでは。





二〇一二年一二月　賀東招二
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